




































































ウィザーディング・ゲーム




【電子特別版】








岬 かつみ





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「宇宙人が攻せめてきたとか？」

　素すっ頓とん狂きようだが少女の感想ももっともだ。

　今、彼女の眼前には常識の埒らち外がいともいえる代しろ物ものが鎮ちん座ざしている。

　街のど真ん中に、巨きよ大だいな城がそびえ立っているのだ。

　それが有名な城じよう郭かくの城下町であったなら、日本国内では珍めずらしい景色ではない。しかし、純和風の城ではない。ファンタジー映画に出てきそうな西洋風の白はく亜あの王城とＳＦ映画の宇宙船が融ゆう合ごうしたような、独創的な構造をしている。

　天使の羽か、あるいはＵＦＯの放熱板か、丸みを帯びた城の屋根から一対ついの巨大な円えん盤ばん状のアーチが翼つばさのように広がっている。その様子はまるで、城を設計した美術建築家がデザインに行き過ぎた遊び心を入れたかのよう。

　少女は思った。

「タマゴから羽が生えてる」

　確かにその城は全体的に丸く、一見、羽の生えた卵に見えなくもない。

　城が卵なら、城じよう壁へきは鳥の巣だ。

　本来なら質しつ実じつ剛ごう健けんな造りで垂直に積み上げられるべき城壁は、石材とも鉄材ともつかぬ不思議な光こう沢たくを帯びた材質で、不ふ揃ぞろいな網あみ目め状に交差するように積み上げられている。

　そして鳥の巣状の城壁から顔を突つき出しているのは、いかつい大たい砲ほうの数々。視界に映る範はん囲いでも砲門の数は片手の指では数え切れず、そのどれもが戦車の砲ほう塔とうなどより遥はるかに太くて大きい代物。それが王城の四方をぐるりと囲んでいる。

　そんな威い圧あつ感かん溢あふれる代物が我が物顔で現代の街中に君臨し、これでもかと異い彩さいを放っている。一見してバーチャルゲームのような光景だが、異世界でもなければタイムスリップしたわけでもなく、れっきとした二十一世紀の日本の、とある都市の光景なのだ。

　王城の威い容ようを見上げ、少女が目を丸くして呟つぶやいた。

「遊園地のお城と思い込むには、ロマンチックな情じよう緒ちよの欠片かけらもないし」

　ドカンドカンと火を噴ふく大砲。本当にこれが宇宙人とのファーストコンタクトならパニック映画だ。少女が立ち尽つくしている間にも、城壁に備えつけられた砲門からは次々と砲ほう弾だんが放たれ、その強きよう烈れつな爆ばく音おんによって彼女の呟きを搔かき消してしまう。

「アワワ、えらいこっちゃ」

　頭上から降り注いでくる砲弾の群れを力なく見上げながら、少女はオレンジ色の長い髪かみをリボンでひとまとめにすると、とりあえずちょこまかと動いて避ひ難なんを試みる。が、その行動は気休めにさえならなかった。

　そもそもこの少女、服装はカーディガンとデニム地のパンツという、いたってごく普ふ通つうの軽装をしている。とても戦場で右往左往するような格好ではない。

「衛生兵ー！　回復を急がせろー！」

「右う翼よくを立て直せー！」

　対して、砲ほう撃げき音にも負けない大声で叫さけび続ける周囲の面々はというと、総勢数十人、その誰だれもがサイバー・ファンタジー風の武具防具を身に纏まとい、実は先ほどからずっと少女の周囲にいた。硝しよう煙えんの臭においが鼻をつく中、彼らは飛び交かう砲弾に右往左往しながらも、鳥の巣の城壁を越こえて王城へと攻め込むべく雄お々おしく奮戦している。

「何としても成功させるんだ、この第二十三次キャメロット攻こう城じよう戦を！」

　砲弾の直撃を喰くらって吹ふっ飛ばされた男のひとりが、よろよろと立ち上がりながらそう叫ぶ。死んでもおかしくない火力のはずが、不思議と存命だ。

「キャメロット城？　へえ、あのお城の名前かぁ……どっかで聞いたことあるような」

　熾し烈れつ極きわまる戦火の真まつ只ただ中なかにいるオレンジ髪の少女は、その声を聞き、半ば現実逃とう避ひしたかのような面おも持もちで能天気に素す直なおな感想を漏もらした。

　と、そのとき。

「西側の城壁を破ったぞ！　これで城内に攻め込める！」

「あの城に居座る円えん卓たくのメンバーどもを追い出して、キャメロットを解放するんだ！」

「よし皆みな、水分補給を忘れるな！」

　周囲の冒ぼう険けん者しやたちは血気盛んに叫び始め、甲かつ冑ちゆうや外がい套とうの懐ふところから青色パッケの有名スポーツドリンクのペットボトルを取り出し、ごくごくごくと勢いよく飲み干していく。

「ゴミは出すなよ！　不当に占せん拠きよされているとはいえ私有地だ！」

　戦場に設置された大型ゴミ箱に空のペットボトルを投げ入れ、冒険者たちは再び武器を手にして駆かけ出していく。

　その慌あわただしい様子を呆ぼう然ぜんと見送る少女。

　どうして自分がこんな場所で戦いの真只中に放ほうり込まれているのか、その理由を、はっきり言って彼女はまるで理解していなかった。

「お嬢じようちゃん、プレイヤーは全員西門に集合だ、なにをボケッとしている！　流れ弾だまに当たるだけでＨＰゲージが持ってかれるぞ！」

　歴戦の傭よう兵へいを思わせる傷だらけのプレートアーマーを着込んだスキンヘッドの男。そんな彼の言葉に、少女は小首を傾かしげる。

「ぷれいやー？　えいちぴー？」

「……まさか、『ブレイドワールド』のアカウントを作っていないのか？」

「そのまさかなんだなーこれがまた」

　スキンヘッドの言葉がゲーム用語なのは少女にも理解が及およんだ。だが、紛まぎれもない現実の世界で、スポーツでもしているかのように額に汗あせした相手からそんな言葉を聞かされるとは思っていなかったようで、彼女はしきりに首を傾げるばかり。

「もしかして、ここにいるみんなゲーム中なん？」

「そのもしかだ。あの城を攻め落とす一大イベントの真最中だ」

「でもだよ、あのお城とか大砲って現実の代物だよね？　だってあたりに火薬の臭いが充じゆう満まんしてるし……。それに、爆発の熱も感じられるし……」

「現実は現実でも、拡張現実だ。あの城も大砲も音も臭いも熱も、俺たちの装備も全部が全部、ＡＲを使ったリアルゲームの産物だ」

　仮想現実で楽しむバーチャルゲームとは逆に、現実を拡張させて楽しむという意味での、リアルゲーム。

　強面こわもての見かけによらず懇こん切せつ丁てい寧ねいに語るスキンヘッドだったが、そこへ流れ弾が飛んできて砲弾はふたりを巻き込んで盛大に爆発。煙けむりに咳せき込むだけの少女と違ちがい、男はダメージ判定が発生しゲームオーバー。ＣＧで作られたプレートアーマーは消え、私服のジャージ姿に変わってしまっていた。

　剣けん戟げき、爆音、怒ど号ごう──聴ちよう覚かくが捉とらえる全すべての音を始めとし、さらには嗅きゆう覚かくや視覚が捉える有う象ぞう無む象ぞう。それら全てが作り物で、しかし今や現実の一要素。現実と拡張現実の境界線を人間の感覚で判別することさえ困難極まる。

　──拡張現実、いわゆるＡオーグメンテツドＲ・リアリテイ。

　立ち上る炎ほのおや煙も、冒険者たちの武器や鎧よろいも、あのそびえ立つ巨大なキャメロット城さえも、少女の目の前に広がるＡＲが造りだしている世界は、なにもかもがＣＧによって情報拡張された現実の光景。もはや魔ま法ほうの如ごとき空想の産物も同然だった。

　そしてリアルゲームの冒険者としてこの場に集まっているプレイヤーたちは、誰もがそんな世界で楽しげに騒さわいでいる。

「みんな楽しげ。それってなんか悔くやしくない？　アカウント取得ってどうすんのかな？」

　偶ぐう然ぜん迷い込んでしまっただけとはいえ、少女は除のけ者にされているような気分になって、つい、こそこそとその場で情報端たん末まつを操作し始める。

　検けん索さくワードは『ブレイドワールド』。先ほどスキンヘッドのプレイヤーが教えてくれたリアルゲームのタイトルだ。お目当てのダウンロードリンクはすぐに見つかった。

「──どうした、なぜこんなところでインストール項こう目もくなんぞ開いているんだ？」

　と、そんな中。不意に少女の背後から、ひとりの少年が不ぶ躾しつけに顔を覗のぞかせた。

「ぎゃわっ！　ちょっと！　顔、近くない？」

　怪かい獣じゆうの子どものような悲鳴を上げ、少女は慌てて飛びすさる。顔を近づけて覗き込んでいた少年から、そこそこの距きよ離りを取った。

　そうして、警けい戒かいするように相手の顔を一いち瞥べつ。

　なにより目を引くのは、半人前のドミノマスクのようなハーフマスク。装着者の表情に合わせ、今はピエロのように目を細めている。格好は、動きやすそうなタイトな黒服。服の上から羽織っている豪ごう奢しやな外套だけが鮮あざやかに紅あかい。おそらくマスクからコートから、全てＡＲ衣い装しようなのだろう。一見して、他プレイヤーよりも遥かに強そうな装備に思えた。

「…………なにこのふざけた格好。素面しらふでできる格好じゃないよね」

　声こわ色いろを変えて、警戒心を剝むき出しにする少女。

　対して少年は、ハーフマスクの奥の瞳ひとみを胡う散さん臭くさげに細めた。

「周りが騒がしすぎて、なにを言っているのか全然分からん」

「アワワ、馴なれ馴れしくしないでくれる？　だから顔が近いンって！」

　またもや身を乗り出して顔を近づけてくる少年に対し、少女は体の前で両りよう腕うでをクロスさせて防ぼう御ぎよポーズを取る。まるで肉体的接せつ触しよくを極度に怖こわがっているかのような仕草だ。

「まったくもー、面おも白しろそうだからアタシもゲームをインストールしてみよかなって、そう思っただけ！」

「面白そう……ふふん、そう見えるか？」

　と、少年は突とつ然ぜん、どこか得意げな笑えみを見せる。

「そ、そりゃまあ？　みんな夢中みたいだし？　アタシだけ輪に交ざれないのはもったいないかなーって。だからインストールしちゃおかなーって」

「そうかそうか。そんなに『ブレイドワールド』は面白そうか」

　次いで、少年は周囲で乱戦中のプレイヤーたちを見回し、さらに笑みを深める。

「それで、チュートリアルどころかインストールも済ませていないような初心者が、わざわざこんな場所でインストール項目なんぞ開いていたわけか」

「だからさっきからそう言ってるじゃん！」

　言ってない。だが言ったことにした。

　少女の言葉に、なぜか少年がとても気を良くした様子を見せたからだ。

「なんで嬉うれしそうなわけ？」

「聞きたいか？　なら聞かせてやろう。実は『ブレイドワールド』は俺とその仲間たちが作ったリアルゲームなんだ。発案、俺！　コンセプトデザイン、俺！　世界観設定、俺！　つまりこのゲームが面白そうなのは、俺が面白いからに他ならない！」

　口元にニマニマと自じ慢まんげな笑みを浮うかべつつ、仮面の少年はそう告白した。

「へー。あっそ。そんなことより、今からアカウント取得しようとしてたところだったんだし、邪じや魔ましないでくれるかな！」

「……そ、そうだったのか。なら、そこのボタンでインストールスタートだ」

　期待外れの反応に若じやつ干かん肩かたを落としながらも、少年は親切心を見せた。

「ドモです。なら早さつ速そく。お、きたきたきましたよ」

　情報端末に完かん了りようの文字が表示され、インストールは一いつ瞬しゆんで終わった。

　それを見て、少年は口元ににっかりと笑みを浮かべる。

「良かったな。──これで、現実がもっと面白くなるぞ」

　そんな少年の言葉に、不意をつかれたのか、少女は呆あつ気けに取られた様子で彼の顔をまじまじと見やった。

「……なにをボケッとしている。ゲームを開始しないのか？」

「や、ごめん。するするすぐする」

「アカウント名はスタート画面で登録だ」

「名前ねぇ。じゃ、Ａ、Ｒ、Ｉ、Ａ……っと。うんにゃ、やっぱカタカナにしちゃお」

　少女は、現実世界を舞ぶ台たいにしたリアルゲームで使う自分自身の名を『アリア』とした。瞬間、アリアの服装が『ブレイドワールド』の世界観に応じた初心者冒険者の姿となる。初期装備はブロンズソードとツイード。実に頼たよりなげだ。

「うわぉ、剣かるーい」

　それでもアリアは楽しそうに鞘さやからブロンズソードを抜ぬき、目の前の少年に見せびらかした。そんなアリアの目に、少年の隣となりにポップしているプロフィールのＡＲウインドウが映った。ゲーム内のいくつかの情報が記き載さいされているが、アリアにとってはちんぷんかんぷん。すぐにも理解が及んだ項目は、みっつだけ。

　ひとつ。少年のアカウントネームは『アーサー』。

　ふたつ。少年の所属ギルド名は『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』。

　みっつ。少年の『ブレイドワールド』におけるゲームランキング。──一位。

「さて。こうして晴れて我キヤがメロ家ツトを奪うばわんとするプレイヤーの一員となったからには、これで貴様を見み逃のがしてやる必要はなくなったわけだ」

「え？　アワワワワ、ちょっと待ってくださいよ一位さま」

「出てきたぞ！　円卓どものリーダーだ！」

「円卓ニート序列・オブ一位・ワン、無職王だ！」

　そのとき、外套の裾すそを爆ばく風ふうになびかせた少年──アーサーの姿を見つけ、周囲のプレイヤーたちが血相を変えて集まって来た。

「いいだろう雑ざ魚こども、まとめて俺が相手をしてやる！」

　少年の周囲に、大剣、長ちよう槍そう、戦せん斧ぷ、大おお槌つち、果ては弓矢や偃えん月げつ刀とうに至るまで、様々な武具グラフィックのＡＲが展開される。少年を中心としたリング状のコマンド選せん択たく表示だ。

「ＳＳＲ武具を集めに集め厳選えらびに厳選えらんだ我が武装ブレイド、その身をもってどのコレクションの威い力りよくを味わいたい？」

　アーサーはフリック操作でリングコマンドに表示された様々な武器を選んでいく。

「貴様らに相応ふさわしい武装ブレイドは決まった！」

　リングコマンドのひとつにタッチした瞬間、少年の手に、彼の身の丈たけの二倍はあろうかという巨きよ大だいな砲ほう剣けんが現れた。

　リボルバー式の装そう塡てん部分と長大な銃じゆう剣けんを備えた、弩いしゆみのクロスボウを思わせる鋼はがねの塊かたまり。アーサーはそんな砲剣を片手で軽々と担かつぎ、砲口を周囲のプレイヤーたちへと向ける。

　トリガーを引いたその瞬間、アリアの間近で、強きよう烈れつな砲ほう撃げき音が炸さく裂れつ。同時に、砲剣から放たれた日輪の如き灼しやく熱ねつの輝かがやきが、プレイヤーたちを薙なぎ払はらう。

「アワワワワ……」

　アリアはすでに茫ぼう然ぜん自じ失しつ。レベルが違い過ぎた。

「さてと──」

　だが、アーサーは構わず今度はアリアへと砲剣の切っ先を突つきつける。

「待って！　こちとら今まさにアカウント取得したばかりの初心者なのに……っ！　命いのち乞ごいする！　助命を乞こう！」

　涙なみだ目めで訴うつたえるアリア。アカウントを取得したばかりということは、つまりそれは現時点でアリアもプレイヤーであり、ダメージ判定が発生するということ。

「知ったことか！」

　初めて体験するリアルゲームのチュートリアルも済ませていない初期装備の初心者相手に、しかしアーサーは容よう赦しやなく厳選ＳＳＲ武器の強烈無比な一撃を叩たたきこんだ。
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　充じゆう分ぶんに発達した科学技術は、魔法と区別がつかない。




「ねえ起きて、だ兄ちゃん」




　二十一世紀、とうとうゲームはコンピュータの中から外の世界へと飛び出し、広大なオープンワールドである現実へとその舞台を移した。

　最初に日本で流行はやったＡＲのリアルゲームの原型は、街中のいたる場所でモンスターを捕つかまえるというものだったが、今やアクション、アドベンチャー、シミュレーション、シューティング、スポーツ、対戦格かく闘とう、リズムゲーム、レーシング等々、そしてロールプレイングと、ありとあらゆるジャンルが現実世界の屋外で遊べるようになっている。




「起きてってば、もうお昼だよ、だ兄ちゃん」




　ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市は、拡張現実普ふ及きゆうの先さき駆がけとなるべく『ＡＲ理アルカ想都市デイア計画』により再開発された、世界中に存在する試験都市のひとつ。現実とデジタルを融ゆう合ごうさせる拡張現実ツールの中でも、特にリアルゲームを主体として実装した都市だ。

　ヘッドディスプレイ無しでも架か空くうと現実がないまぜになった拡張現実の世界を視し認にんできるよう大規模な都市開発が行われ、都市の住人はほぼ全員がプレイヤー、あるいはゲーム開発関係者となっており、移住者には国から助成金が出る仕組みまで作られている。




「…………起きろって言ってんだろ、この駄兄ダニ！」




　そんな遊戯都市の一角に非実在ながらも存在する、キャメロット城。

　ギルド『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』の本ほん拠きよ地ちたるその一室で、アーサーというアカウント名を持つ少年が、今しがた妹によって蹴けり起こされていた。

「いつまでぐーすか寝ねてるんだよ、妹様オレが起きろと言ったら一秒で起きろよな！」

　自分の兄を口くち汚ぎたなく罵ののしる少女。
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　きめ細かなショートボブの黒くろ髪かみに、地元の中学校が制服指定している黒セーラー服と、三〇デニールの黒タイツ。そして黒いＡＲグローブ。背せ丈たけは小こ柄がらだが、吊つり目がちの瞳といい、細い腰こしに腕を当てたポーズといい、随ずい分ぶんと高圧的な印象を受ける。

「おい妹様。実の兄をダニ呼ばわりとはいい度胸だ」

「ダメなお兄ちゃん、略してダニ。家のベッドに住みついてるところとか超ちようそれっぽい。イヤって言うんなら、まるでダメなお兄ちゃん、略してマダニにするけど？」

「ふじゃけるなよ。実の兄を虫ケラ扱あつかいするなって言ったんだ！　生物としての危険度を上げろとは言っとらん！」

　ダニに比べ、マダニはその大きさやら有害性やら感かん染せん症しよう保ほ菌きん率やらが段だん違ちがい。死人まで出る危険生物なのだ。

　そして、そんな凶きよう悪あくな虫ケラに喩たとえられた兄のほう。

　髪は寝ぐせでボサボサ、服は部屋着兼けんパジャマ着、素す足あし、そしてＡＲグローブと、好青年とは真逆をいく、誰だれが見てもだらしない少年、それがアーサーだ。

　なにせ今の時刻は午前十一時と、妹様の言うとおりすでに朝と呼べる時間帯ではない。おまけにきょうは月曜日。平日にこんな時間まで眠ねむっていたのだから、だらしないという一言では生ぬるい。社会不適合者に片足突っ込んでいる。

「ところで駄兄ダニぃちゃん、寝ぐせで頭がひどいことになってるぞ？」

「ああ、たまにはイメチェンも面おも白しろいかなってさ。あえて手入れをしていないところが、なんというか野性的ワイルドだろ」

「ところで駄兄ダニぃちゃん、ズボンのチャックが全開になってるぞ？」

「ああ、たまには男がパンチラしても面白いかなってさ。あえて隠かくそうとしないところが、なんというか開放的ワイルドだろ」

「ってかボッキしてる」

「イヤーッ！　見ないでエッチ！」

「見せてんのはそっちだろ！」

　兄の早朝生理現象に妹様がローキック。

　急角度で入った蹴りが、逆に刺し激げき強すぎて、兄の急きゆう傾けい斜しやが危険度急きゆう上じよう昇しよう。思わぬ反はん抗こうに顔面を真っ赤にした妹様の回し蹴りが炸裂し、兄の顔面も真っ赤に腫はれ上がる。こうして兄きよう妹だいのスキンシップは若干のインモラルを孕はらみつつも、つつがなく終しゆう了りようした。

「──ところで妹様よ」

　股こ間かんを押さえたまま再びベッドに倒たおれ込んでいたアーサーが、未いまだに苦く悶もんの表情のまま、妹様の服装を見て一言。

「平日の月曜日、それもこんな時間に、どうして制服を？　長く続いた不登校を止やめるにしても、登校再開初日から重役出勤とか我が妹ながら将来性ありすぎだろ」

「学校なんか行かねーぞ」

「じゃあイメクラ？」

　今度は兄の顔面にローキックが入った。

「ちげーよ。これはオレの勝負服なの」

「勝負服って、やっぱイメクラ──」

　今度は兄の顔面にドロップキックが入った。

「さすが妹様。ちゃんとパンツまで黒──いえなんでもありません死にたくありません」

　今度は脳天にかかと落としを入れられそうになって、ようやくアーサーは、口は災わざわいのもとであると自覚できた。めでたくも少し賢かしこくなった。そして自分の口の悪さより遥はるかに妹様の足あし癖くせのほうが悪いと学習した。

「まったく、暴力系ヒロインはおおいに嫌きらわれる風潮だというのに。だけどその世間様に反逆する反骨心溢あふれる姿勢、お兄ちゃんは嫌いじゃないぜ」

「オレは別に駄兄ダニのヒロインじゃねーし。むしろオレが主役だ」

「えっ……じゃあお兄ちゃんが妹様のヒロインだったの？　攻こう略りやく難易度は全キャラの中で一番イージーモードだけど兄妹で恋こい人びと関係になるのは社会的にハードモードだよ？　それともまさかお前、義ぎ妹まいだったのか……いやごめん冗じよう談だんです妹様おみ足をお下げください」

　再び足を振ふり上げようとした妹様に、アーサーはベッドの上で平へい伏ふく。

「ったく……。ともかく、オレはこれから自分の部屋にこもってお仕事モードに入るから。くれぐれもつまらんことで呼びに来ないように」

「おお。マンガのアシスタントかなんかだったか。順調みたいだな」

「ま、まーな」

「そろそろなんてタイトルか教えてくれよ、そのマンガ」

「う、うっせー！　養われてる分際で根ね掘ほり葉掘りすな！」

　兄の言葉に、妹様はいささか歯切れの悪い返事をする。

　無職のアーサーとしても、妹様がどんなマンガを描かいているのかは聞かされていないが、お小こ遣づかいをせびって生き長らえている立場であるからして、しつこく聞き出すことはできなかった。

「駄兄ダニこそ『ブレイドワールド』のことは忘れて、他ほかに面白そうなこと探したらどうだよ。せっかくリアルゲーム制作のノウハウがあるんだから、別のゲーム作るとかさ」

　と、妹様からそう言われて、今までへらへらとしていたアーサーの顔がひきつる。

　リアルゲーム『ブレイドワールド』。

　アーサーを始め、現在キャメロット城で暮らしているギルドメンバーたちで制作した、『ＡＲ理アルカ想都市デイア計画』用の拡張現実ゲーム。プロ顔負けに絵が上手うまい妹様も、兄のたっての頼たのみでゲーム上に登場する様々な武装ブレイドやモンスターをデザインしてくれた。

　若者だけでリアルゲームを作る──そんな大それたアーサーの計画に賛同して集まった人数はほんの十人程度。だが、誰もが二歳児からベビーカーの中でスマホやタブレットを使いこなしていたフリックエイジたちばかりだ。プロジェクト統とう括かつのプロデューサー兼作品のコンセプトディレクターとしてアーサーも精力的に活動し、スポンサーや協賛企き業ぎようも見つけ、開発は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった。

　しかし、制作の中ちゆう核かくにいたアーサーがまだ少年だったのをいいことに、金銭的援えん助じよをしてくれていたクリミナル・コーポレーションが造反、発表前にゲーム利権を全すべて奪うばわれてしまったのだ。

「おのれクリミナル社！　にっくきクリミナル社！　ああもう、隕いん石せきかなにか降って来てあの会社を壊かい滅めつさせてくれないかなぁ！」

「いや、あいつらの本社ビルも遊戯都市にあるんだし、隕石降ってきたらオレたちも死ぬっつーの」

　枕まくらを叩きながら憤ふん慨がいの声を上げる兄の姿に、妹様は呆あきれたようなため息をこぼす。

　クリミナル・コーポレーションに『ブレイドワールド』を奪われて以降、失意に暮れたアーサーは大学に通うでもなく観念して就職するでもなく、無職を謳おう歌かしている。

　その有り余った時間を使って、先月から満を持して遊戯都市にインストールされた『ブレイドワールド』に没ぼつ頭とうし、気づけばランキング一位のトッププレイヤーになってしまったわけだ。なにせゲーム設定はアーサーたちが企き画かくに携たずさわっていた当時からなんの変へん更こうもなく、効率の良いプレイスタイルを完全に把は握あくしているのだから。

　これでクリミナル社がゲーム設定を完全に別物に変えていたのなら諦あきらめもつくが、欲しかったのはどうやら利権だけのようで、それがアーサーをさらに苛いら立だたせる。

「俺がまるでダメなお兄ちゃんになったのは俺のせいじゃないやい！　俺のゲームを盗ぬすんで俺の社会的成功の機会をズタボロ雑ぞう巾きんにしやがったクリミナル社が悪いんだい！　あいつらこそ俺に寄生したマダニだよ！　ぶっ潰つぶしてやる！」

　幼児退行したかのような物言いとともにベッドの上でじたばたと暴れるアーサー。

「ま、立ち直るまではオレが養ってやるから、ゆっくりリハビリしような、駄兄ダニ」

　妹様は珍めずらしくしおらしい面おも持もちでアーサーを励はげますと、兄の部屋を後にする。

「……どうやら行ったようだな」

　──と。妹様の退室を確認すると、いじけたフリをしていたアーサーは枕を抱だいたまま、むくりと起き上がる。そうして注意深く周囲を確認。

　室内には、リアルゲームを開発するにあたって用意した様々な機材が、机に床ゆかに壁かべにと混在している。パソコンを始めとした必ひつ需じゆ品は当然として、千葉産の視覚神経接合バイザーや、ＡＲ衣い装しようを設計するために参考にした擬ぎ態たいポリカーボンなど、挙げ始めればキリがない。もっとも、腐くさりに腐っている今となってはどれもまったく使っていないが。

　床に散乱する映像記録媒ばい体たいマイクロムをＡＲグローブ越ごしに触ふれてみれば、すぐさまジャケット映像が立体式に浮うかび上がる。どれもゲームを制作する際に使用したメモリーＲＯＭだ。例えば『メイキングリアルゲーム』『ゲームで起業』『バカでも分かるバカにも受けるゲームの作り方』『淫いん乱らん清せい楚そな学級委員長のマル秘──違ちがうのも交じっていた。

「これは妹様に見つかるとヤバい。本当にヤバい」

　アーサーは学級委員長のマイクロムを目立たない位置にあるゲーム開発機材の下に隠した。ひとまずこれで誰かの目につくことはないだろう。なにせマイクロムは掃そう除じ機きでも気づかず吸い込んでしまうほどの大きさしかない。

　機材の下の隙すき間まをガラクタで埋うめて隠すと、アーサーはＡＲグローブ越しに壁へと手を触れる。瞬しゆん間かん、なんの変へん哲てつもない壁が、プロジェクションマッピングの要領で巨きよ大だいなスクリーンへと早変わり。グローブをはめた指先のフリック操作で放送チャンネルが次々変わっていく。同じく画面端はじを指先でクリックしてやれば、録画データが一覧表示。

　早さつ速そく再生したのは、ＡＲアニメーション映像だ。昨夜、眠る前に彼が録画しておいた深夜アニメ番組で、今アーサーがハマっているタイトルでもある。お色気重視なので妹様には見せられない。

　テレビのようなディスプレイ媒体がなくとも、今や映像視し聴ちようには困らない時代。それどころか、平面に投とう影えいされていたアニメ画面の中、突とつ然ぜんヒロインが二次元から三次元へと気軽に身を乗り出してきた。単なる立体映像ではない。拡張現実による架か空くう美少女だ。

『特典付きＡＲ─ＭマイＲクロム、好評発売中ですっ！　みんな買ってね！』

　おまけにそんな宣伝文句を口にする始末。ＡＲの架空美少女のおっぱいが、なにかしらの宣伝効果を期待するように、たわわに弾はずむ。

「最近のこうした商法には一言苦言を呈ていしたいが、それはそれとして揉もむね！」

　アーサーは誰もいないはずの周囲を見回した後、グローブの指先を架空美少女の巨乳へと向ける。が、次の瞬間には『タッチＮＧ』の表示がポップされた。

「非ひ接せつ触しよく設定のＡＲかよ！　お色気重視のアニメのくせに勿もつ体たいぶりやがって！　裏切ったな！　俺の純情を裏切ったんだ！　ちくしょう、予約キャンセルしてやる！」

　画面内へと戻もどっていく架空美少女に悪態をつくアーサー。

「────オイ、駄兄ダニ」

　瞬間。背後から、荒あらぶる妹様の声が聞こえた。どうやら部屋の出入り口を潜くぐったものの、傷心の兄を心配して扉とびらの陰かげから覗のぞいていたらしい。

「あ、あっらー……、これはお恥はずかしいところをお見せしたようで……」

　バツが悪そうに愛あい想そ笑いを浮かべる兄。

「心配して損したっつーの！」

　その顔面に、妹様のハイキックが華か麗れいに決まった。







　本来、いくらＡＲが精せい巧こうに現実に溶とけ込んでいるとはいえ、現実と非現実の存在が触れあえるはずもない。

　ディスプレイの中から現れた架空美少女のおっぱいに触れるなど、ありえない話。

　が、それを可能としたのが、アーサーたちが着用している『ＡＲグローブ』だ。

　グローブ越しに触れたＡＲから質量設定や質感設定を読み取り、装着者の触覚を刺激して情報を疑ぎ似じ体験させる。

　つまり、もしも今の架空美少女の巨乳が『タッチＮＧ』設定にさえなっていなければ、実際にその感触がアーサーの手のひらの中で再現されたはずなのだ。

　ＡＲグローブの開発成功により、拡張現実は視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かくに続き、とうとう触覚情報をも再現するに至った。残されているのは味覚だけだが、ＡＲ開発の最前線にいる学会の科学者たちは割と本気で再現に意い欲よく的てきらしい。

「そこまでいくと、科学者というより魔ま法ほう使つかいだな」

　今度こそ妹様が去っていった自室でひとり、アーサーはしみじみと呟つぶやく。

「しかし、うちの妹様が構ってくれないとなると、きょうはさてなにをするか。ソロじゃ『ブレイドワールド』のレベル上げも単純作業だしなあ……」

　自らの独り言に、アーサーは未練を自覚する。最高のリアルゲームになるはずだった。いや、現に『ブレイドワールド』はサービス開始と同時に圧あつ倒とう的てきな人気を獲かく得とくし、早くも今年を代表するリアルゲームのひとつとまで言われている。だが、本来その制作に携わったアーサーやその仲間たち『円えん卓たく』の存在は徹てつ底てい的てきに排はい除じよされた。

「あーあ、面おも白しろくない面白くない」

　肩かたを落とすアーサー。

「最初は、面白いことを探して仲間たちを集めたつもりだったんだけどな……」

　と、途と端たんにその顔が陰いん湿しつに歪ゆがむ。

「よし、きょうはクリミナル社に今から六時間ずっとイタズラ電話をかけ続けてやる。俺の姑こ息そくで地道な嫌いやがらせに恐おそれ慄おののくがいい、ケッケッケ」

　通学や通勤とは縁えん遠どおい生活をしているアーサーだからこそ、陰湿行こう為いに一日を潰そうともまるで惜おしくはない。

　だが、これはなにも彼に限った話ではない。『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』のギルドメンバーは現在、団長であるアーサーを含ふくめ総勢十二人。リアルゲーム制作に携わり成功を収めながらも、アーサー同様に世に出る機会を奪われ、今は全員が無職あるいは不登校だ。

　成功体験を奪われて腐っているのはなにもアーサーだけではない。ゲームクリエイター集団であったはずの『円卓』は、自分たちが作ったはずの『ブレイドワールド』にプレイヤーとしてしか参加できなくなった一ギルド『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』となってしまった。

　彼らは余った時間と現実逃とう避ひで『ブレイドワールド』に没頭し、今や総合ランキングで上位十二位までを独どく占せんしている最強の廃はい人じんギルドと化した。一日二十四時間の大半をゲームに注ぎ込んでいる社会不適合者の集まりなのだ。

　つまるところ、全員が自宅警備員。もっとも、その自宅警備こそが『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』を最強ギルドたらしめている理由にも繫つながっている。

　というのも、リアルゲームには現在様々なジャンルが存在しているが、基本的にはどんなゲームであろうと屋外の特定の場所にプレイヤーを集める設計をしている。現にアーサーたちも『ブレイドワールド』をそう設計した。

　リアルゲームを進めるうえで重要なアイテム等が手に入り他プレイヤーとの情報交こう換かんを行う場、いわゆるＡＲスポット。現在ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市で大々的に推おし進めている『ブレイドワールド』では、ショッピングモールを始めとした都市内の各施し設せつをＡＲスポットのダンジョンとして扱あつかっており、レアモンスターとの遭そう遇ぐうやレアアイテムの入手には欠かせない要素となっている。そうして手に入れた素材で『武装ブレイド』を強化し、対人戦やモンスター戦で勝利を収めてポイントを稼かせぎ、ランキングを上げていくというのが、シンプル極きわまる『ブレイドワールド』のゲーム内容だ。

　そしてアーサーたち『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』が暮らすキャメロット城こそ、レアモンスターやレアアイテムが大量にポップする、都市随ずい一いちの規格外の好条件スポットなのである。アーサーたちはそのスポットを独占しているというわけだ。

「なにしろよォ、最初からそう初期設定しておいたんだからよォ、俺たちが楽してランキング上位になれるようになァ！　こればっかりは変更しなかったクリミナル社のやつらが悪いんだぜェ！　ケケケケケケケ！」

　クズ丸出しの面持ちで愉たのしげに笑い声を上げるアーサー。

「……しかしなあ、まさかそのせいで、他プレイヤーたちが日夜時間を問わず王城に押し寄せることになるとはな」

　だが、次の瞬間には暗い面持ちでため息をこぼす。

　キャメロット城は一応、ゲームクリエイター集団『円卓』の私有地なのだが、好条件スポットとランキングの両方を独占しているアーサーたちが気に食わないのか不法侵しん入にゆう者しやが後を絶たない。安住の地を守るには、これを撃げき退たいする必要がある。

　よって自宅警備──総勢十二人いるため、自宅警備団と呼ぶべきか。その団長を務めるアーサーにとっては、今や自宅警備は立派な職務であり使命なのである。隙すきあらば都市中の全プレイヤーが不法侵入者と化して、彼の家に襲おそい掛かかってくるのだから。

　本来なら警察に相談すべき事案でさえあるのだが、なにぶんＡＲ遊戯都市はそもそもリアルゲームの大規模実じつ施しで再開発に成功し、大都市にまで発展した街だ。多少の騒さわぎならゲーム普ふ及きゆうの不利にならないよう警察沙ざ汰たに及およぶ前に揉み消されかねない。

「なにせ、市長があのクソ親父おやじだからな……。俺の言い分なんて軽く握にぎり潰してしまえるわけだ。妹様が泣きつけばホイホイ聞き入れるだろうが、うちの妹様はそういう女め々めしい真似まねするの大だい嫌きらいだし」

　もっとも、先日行われた第二十二次キャメロット攻こう城じよう戦以降、他プレイヤーたちがギルド単位で徒党を組んでの大攻勢はなりを潜ひそめている。

「だからこそ実力行使で排除するしかない。まあ、レア狙ねらいでひとの庭に土足で上がってくる不法侵入者どもも、そろそろ俺を敵に回すことの恐ろしさを悟さとったようだが」

「団長」

「そもそもあいつらが来る日も来る日も俺の家に忍しのび込もうとするせいで、アニメは気ままに見ていられないわ、気分転てん換かんに遊びにも出かけられないわと、実に迷めい惑わく千せん万ばんだからな。ああそうそう、もちろん就職活動もできないわ。する気もないけど」

「団長」

　どこからか彼を呼ぶ幼い少女の淡たん々たんとした声が聞こえているのだが、回想に耽ふけるアーサーの耳には入らないらしい。

「しかし歯ごたえのない敵ばかりでこのままではゲームに飽あきてしまわないかと不安だな。なにせ俺は無む双そうしていればそれで満足などという狭きよう量りような──」

「だんちょー」

「……なんだなんだ、ひとがせっかく気分よく語っているというのに」

　台詞せりふを途と中ちゆうで中断され、アーサーは不満げに周囲を見回す。

　すると、妹様が立ち去った出入り口に、新たな少女の姿があった。

「だんちょー、緊きん急きゆう事態です」

　台詞に反し、すこぶる落ち着いた様子で静かに口を開く少女。

　背はかなり低く、肌はだは抜ぬけるように白い。上はダボッとしたクマ耳フード付きパーカーで、下はスパッツ。歳としのころは妹様と同じ十三歳くらいか。スミレ色の髪かみをツインテールにまとめ、鉄面皮が地なのだろう、無表情に近い面おも持もちでアーサーを見つめていた。

「どうしたツバサ」

　少女の傍かたわらにはＡＲウインドウとして表示されている『ツバサ』という名前と、ランキング十二位の文字が見て取れる。それが本名かどうかはアーサーも知らないが、彼女が自分のアカウント名をツバサで登録しているのは間ま違ちがいない。

「これ、きのうの匿とく名めい掲けい示じ板ばんのログです。あと専用ページのチャット内容もあります」

　抑よく揚ようのない淡々とした口調で、ツバサは自前のＡＲグローブを操作し、手の甲こうの部分にタッチしながら新たなＡＲウインドウを開いた。

「なになに？　第二十三次キャメロット攻城戦企き画かく中。平日でも参加できる面めん子つは召しよう集しゆうに応じたし。詳しよう細さい日時や集合場所、参加人数、飲料水や備品の手配などはこちらの専用ページにて──」

　キャメロット攻城戦の特設サイトは、閲えつ覧らんログインにアカウント情報を必要としていた。おそらく『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』のメンバーは無条件でアクセス禁止になっているはずだ。

「ツバサ、どうやってこのページにアクセスを？」

「ハッキングです。暇ひま潰つぶし中に見つけました。ナイショですよ？」

「さすがは海外でその名を知らしめた天才ＪＣ。我がギルドの敏びん腕わんプログラマーだけのことはある」

「……ＪＣ？　ジャッキー・チェンの略ですか？」

「全国に何人ジャッキー・チェンを増やすつもりだ。ＪＣといえば女子中学生に決まっとろうが。さすが天才、常人の思考から逸いつ脱だつするにも程ほどがある」

　アーサーの物言いに、ツバサは無表情に小首を傾かしげるのみ。

　円卓ニート序列・オブ十二・トウエ位ルブ、ツバサ。

　十歳に満たないころから科学者としてＡＲ研究の第一線で活かつ躍やくしていたという噂うわさで、詳くわしくはアーサーも知らないが、拡張現実の知識においては間違いなく円卓でも随一を誇ほこる。ゲーム制作においてもメインプログラマーを務め、ＡＲの基き礎そ理論やデータ構築は全すべてこの幼い天才児が独りでやってのけている。それもたかだか数ヶ月でだ。彼女がいなければ、ノウハウに乏とぼしい若者だけの集まりでリアルゲームなど作れるはずもなかった。

「俺にとってはツバサが魔法使いだよ、いやマジで」

　ツバサは小学生時代にもＡＲ遊戯都市の開発に際してなんらかの職務に従事していたらしく、それでこの街へとやって来たらしい。市長の息子むすこであるアーサーとは、キャメロット城に居を構える前から何度か顔合わせをした仲で、スカウトもそのときだ。

「……団長、どこか痛いんですか？」

　と、不意にツバサが小首を傾げた。拍ひよう子しに、傾かたむけた側のツインテールが肩からこぼれ落ちる。

「痛いかと聞かれたらそれはもうスゲエ痛い。なにせ人体の外に露ろ出しゆつした内臓を鬼き畜ちく妹様に蹴けり上げられてしまったんだからな。あいつも黙だまっていれば美少女なのに機き嫌げん悪くなるとすぐキックするのがたまにキズだよな」

「たまにキズ？　団長の怪け我がのことですか？」

「俺の台詞をセクハラチックジョーク扱いするの止やめて！　ないから！　そんな意図ないから！　あったとしてもツバサ相手には言わないから！」

　ツバサの純真な問いかけに、アーサーは青い顔で股こ間かんを押さえながら後ずさる。

「痛いなら、痛いの痛いのとんでいけ、できますよ」

　ところが、ツバサはアーサーの患かん部ぶに手を伸のばし、無む垢くな問いかけをしてくる始末。

　痛いの痛いのとんでいけということは、つまり患部をなでなでしてくれるということで、しかしこの場合は患部というより恥ち部ぶ以外のなにものでもない。

「ここでうんと頷うなずいたら性犯罪だよ！」

『ツバサにへんなことしたら殺すぞ、駄兄ダニ』

　驚きよう愕がくのあまり妹様の幻げん覚かくが脳のう裏りに浮うかぶ。

　不登校の妹様は友だちがいない。人付き合いの下手へたな性格の上にあのぶっきらぼうな態度だから、当然作れない。唯ゆい一いつの例外は同年代で同じ屋根の下に暮らすツバサくらいなもので、だから妹様はツバサと仲が良い。

「なあツバサ。俺はこう見えて百合ゆり紳しん士しなんだ。可愛かわいい女の子がふたりいたら、俺はサンドイッチの具じゃなくて添そえ物のパセリでいたい。だから股間をなでなでするなら俺じゃなくて妹様にしてやってくれ」

「はい。分かりました」

「妹様はああ見えて寂さびしがり屋の甘えん坊ぼうなので、ベッドでのこったのこったしてやれば簡単に白星拾えるぞ。ちなみに決め手は百合手て籠ごめ」

「はい。団長にそうアドバイスされたと言っておきます」

「その場合この世からハンサムがひとり減って妹様に前科一犯がつくので止めてね」

　冷や汗あせを拭ぬぐいながらさりげなく前言撤てつ回かいするアーサー。殺人なら当然、暴行で済んだとしても顔面粉ふん砕さいは避さけられない。どう転んでもハンサムに未来はない。

「ハン……サム……？」

　が、ツバサは本当に心当たりがないのか、怪け訝げんそうに室内を見回している。どうやら彼女のハンサムチェッカーに反応する物体は周囲五メートル圏けん内ないには存在していないらしい。アーサー的にはちょっとショックだった。

「あ、そういえば妹様に蹴り上げられたときから、ずっと社会の窓が開いたままだった。あちゃー、それだとハンサム判定ロール失敗しちゃうのも仕方ないな。なにせカッコよさにマイナス二万点くらいの下方修正が入るからなー」

　自分を慰なぐさめながらこそこそと股間のチャックを引き上げようと試みるアーサー。そんな彼へと向けられる、無関心なのか無感情なのか今ひとつ分かりにくいツバサの視線。

「と、ともかく、これできょうの予定は決まったな。他のメンバーを叩たたき起こしてきてくれ。我がギルドの総力を挙げて、不法侵入者どもを迎むかえ撃うってやるのだ」

「それはムリです」

　対してツバサの返答は簡潔だった。

「……そういえば」

　そうしてアーサーは思い出す。

　同じキャメロット城に住むギルドメンバーたち──そのほとんどが、定職についていないのをいいことに昼間からぶらぶら遊びに出かけていたり、あるいは逆にひきこもりが極きわまりすぎて日中の間は絶対に部屋から出て来なかったり。中には、海外で行われるリアルゲームの世界大会に赴おもむいた連中や、バーチャルのデスゲームに閉じ込められてログアウト不可能になったメンバーすらいる。

「誰だれとは言わんがＶＲ犯罪に巻き込まれるのこれで何度目だよ……。定期的に現実に帰って来られなくなる運の無ささえなければ、俺のランキングだって追い越こせるだろうに……。ええと、他ほかには……」

　頭を悩なやませるアーサーだったが、ギルドの一員である妹様でさえ先ほどマンガ執しつ筆ぴつの修しゆ羅ら場ばモードに入るとわざわざ宣言しに来ていた。協力を取り付けるのは不可能だろう。

「妹様に頼たのむわけにもいかないし、なにこの、聖せい杯はい探しに出かけて絶対に全員は揃そろわない円えん卓たくの騎き士しみたいな状態。となると、頼んだら断れない十一位のまみこさんくらいしか戦力は期待できないな。とりあえず、ツバサはまみこさんに声をかけておいてくれ。そして今回の報告はお手て柄がらだったな。褒ほめてやろう、よしよし」

「りょーかい。……褒められました」

　ほんの少しはにかみながら、ツバサはだぼだぼのパーカーの袖そで口ぐちから小さな手のひらを差し出す。手には一枚のマイクロムが握られていた。

「あと団長。これも落ちていました」

「インランセイソーッ!?」

　ツバサから手て渡わたされた十八禁マイクロムを壁かべに叩きつけ、アーサーは証しよう拠こ隠いん滅めつを図はかる。先ほどゲーム機材の下に念入りに隠かくしたはずなのだが、拾われていたらしい。

「ツバサさんお願いしますこの件は妹様にはどうか内密に」

「よく分かりませんが、ナイショにしておきます」

　首を傾げながら部屋から立ち去るツバサ。残されたアーサーは、実はチャックが壊こわれていた寝ね間ま着きからようやく着き替がえ、歯は磨みがきを済ませ、身み支度じたくを終える。

「さてと。それじゃあ不法侵しん入にゆう者しや連中の相手をしてやるとするか。クリミナル社にイタ電かけ続ける不毛な時間の浪ろう費ひに比べれば、そこそこ面おも白しろそうだ」

　グローブを操作し、おそらくはレア装備であろうＡＲの煌きらびやかな真しん紅くの外がい套とうを纏まとい、顔の上半分をマスクで覆おおい隠す。

『ブレイドワールド』の本来の生みの親にして、無職王の異名を持つランキング一位の廃はいプレイヤーとしての姿──そうしてアーサーは自室を後にした。
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　一方そのころ。

　ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市の一角に、オレンジ頭の少女の姿があった。

　後に自らのアカウント名を『アリア』と設定するその少女が遊戯都市を訪おとずれたのは、ちょうどシーズンフェイズが春に設定された日だった。

「桜の開花時期にはまだ早くない？　いや早いでしょ」

　街路樹の全てが満開の桜のグラフィックに置き換かわっており、架か空くうの桜の花びらが幻げん想そう的てきに舞まい散っている。その光景に、アリアは呆あきれながらも感かん嘆たんのため息をこぼした。

　そして、桜の下を闊かつ歩ぽする、ファンタジー世界の住人たち。リアルゲームをプレイしていると思おぼしき冒ぼう険けん者しや風の格好をしたプレイヤーを始め、ＮＰＣと思しきエルフやリザードマンの姿まで散見されている。

「ほへー」

　現実の住人と拡張現実の住人、この遊戯都市においては双そう方ほうに相応の現実感があり、実在か否いなかの境界線はあいまいだ。

　まるで、超ちよう未来の技術が現代にフィードバックされたかのよう。アリアの前に広がる光景はまさに魔ま法ほうの産物と言えるだろう。

　もっとも、アリアのオレンジ色の髪かみも、そうしたＡＲの産物である。色しき彩さい投とう影えいを用いたヘアカラーアレンジくらい、遊戯都市では一いつ般ぱん的てきなのだから。

　ひとの手には余るサイズの武装ブレイドを軽々と担かついだ数人の冒険者たちが、車の通行が禁じられた石いし畳だたみの大通りを我が物顔で闊歩し、きょうの冒険の報ほう酬しゆうの分配を決めようなどと談だん笑しようしながら昼間から酒場へと入っていく。そんな彼らを出で迎むかえたのは、ウサギやネコといったケモ耳を頭頂部から生やした美少女ウェイトレスたちだ。

「……いやはや、どこからがＡＲでどこまでが現実なんだか」

　金きん髪ぱつダークエルフメイドが差し出してきたゲームショップのチラシを丁てい重ちように断りつつも、アリアは目をグルグルと回しながら大通りをさまよう。周囲の光景に完全に面めん食くらっている様子だ。そもそもアリアはバーチャルゲームさえ今までプレイしたことのない素人しろうとだ。空想世界の住人になることに対してなんの免めん疫えきもなく、混乱するのも無理はない。

　特に、高層ビルよりも巨きよ大だいな怪かい獣じゆうが街中を闊歩している姿を見つけたときには、彼女の混乱はピークに達した。

「アワワ……なにあれ……」

　絶句するアリア。思わず足を止めて見上げてしまっていた。

　遊戯都市で現在コラボプロモーション中の巨大怪獣映画の主役怪獣なのだが、アリアがそんなことを知るはずもない。

　迫はく力りよく満点の怪獣の咆ほう哮こうに、アリアはすでに失神寸前。そんな彼女の脇わきを、ふたりの年ねん輩ぱいの男性プレイヤーが通り過ぎていく。

「この街も『ブレイドワールド』がインストールされて一層ゲーム都市っぽくなったよな。大規模リアルゲームの第一弾だんまでに移住が間に合って良かったぜ」

「浸ひたってないで集合場所に急ぐぞ。もうすぐだろ、第二十三次キャメロット攻こう城じよう戦」

　楽しげな彼らの会話も、アリアの耳にはまるで入らなかった。

　ただ、そのふたり組以外にも、多くの住人たちが同じ方向へと向かって大通りを進んでいる。アリアは知らないことだったが、彼らはキャメロット城に攻せめ込むためにわざわざ平日の昼間に集まって来た気骨あるプレイヤーたちなのだ。

「なんだろな。あっちでなんかあるのかな。ここはひとつ行ってみるかな」

　誰もが楽しげに同じ場所を目指して歩いているので、なんとなくアリアは好こう奇き心しんを刺し激げきされたようで、鼻歌まじりにほいほいと彼らについて行く。

　そうして──

　あれよあれよという間に、彼女はキャメロット城の前まで辿たどり着いた。

　そこで突とつ然ぜん始まった攻城戦に巻き込まれ、砲ほう弾だん飛び交かう戦場でアーサーと遭そう遇ぐうしてしまい、アカウントを取得した途と端たん、標的にされてしまったというわけだ。

「こんにゃろめ！　乙女おとめじゃなかったら中指おったててたところだぞ！」

　仮面の少年の構えた砲ほう剣けんの一いち撃げきに吹ふき飛ばされ、アリアは目を回しながらも両りよう腕うでをぶんぶんと振ふり上げて抗こう議ぎの声を上げる。

　彼女の周囲に集まっていた他のプレイヤーたちは全ぜん滅めつし、ことごとくゲームオーバー。だというのにレベル１のアリアだけがＨＰ１で生き残っていた。

「ど、どういうわけだよ……？」

　その光景に、自信満々で必殺の一撃を放ったアーサーは訝いぶかしげに目を細める。なにせ他の敵は軒のき並なみ一撃で戦せん闘とう不能に陥おちいったというのに、最もレベルが低いはずの少女だけが健在だったのだから。

　遠巻きにアーサーたちの戦闘を眺ながめていた攻城戦参加者たちも、誰もが意外そうに揃って首を傾かしげている。

「よーし、もう一度、試ためしてみっか」

「わー！　待って待って！」

　ものは試しと再び砲剣を担いだアーサー。涙なみだ目めで騒さわぐアリアに構わず、再度砲撃。だが、確かにダメージは発生したにもかかわらず、アリアのＨＰは残り１のまま変動しなかった。

　と、アリアの状態を表示するＡＲウインドウに、警告文が表示される。

『チュートリアル中は戦闘不能になりません』

　その一文に、アーサーも他プレイヤーたちも一いつ斉せいに固まる。

「ど、どゆこと？」

「ははーん、なるほどな。つまり、アカウントを取得したばかりの新規プレイヤーはゲームの操作やルールをひと通り把は握あくするまで、無敵ということだな」

　少女の疑問に、アーサーはつい馬ば鹿か正直に答えていた。

「無敵なの？」

「そうだ。だからさっさとチュートリアルをクリアしろ。そして俺に倒たおされろ」

　アリアはしげしげと自分の初心者冒険者じみた姿と、目の前に立ちはだかるアーサーの姿とを見比べる。

「やなこった！」

　そして、途端に彼女は脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。

　逃にげたわけではない、一目散に向かう先はキャメロット城だ。

　それを見た周囲のプレイヤーたちの顔色が変わる。アーサーは焦しよう燥そうの面おも持もちに、対して攻城戦参加組は嬉き々きとした面持ちに。

「あのオレンジ頭のお嬢じようちゃんを援えん護ごしろ！　なんとしても王城に辿り着かせて、俺たちを代表してキャメロット城を攻略してもらうんだ！」

　再び戦線に復帰してきたらしいスキンヘッドの傭よう兵へい男が声高らかに叫さけんだ。彼の号令に応じ、多くのプレイヤーたちがアリアを援護すべく、その背を追う。

「えええええええなんだそれ！　そんな裏テクでクリア可能とか聞いてないんですけど。開発者なのに初耳なんですけど！」

　一方、ここにきて誰の目にも明らかに動どう揺ようしているアーサー。あまりに計算違ちがいな事態に、顔を青ざめさせている。すぐにもアリアを追いかけようとしたアーサーだったが、その行く手を選えりすぐりの戦士たちが塞ふさぐ。

「あの子がキャメロット城内部のギルドシンボルを破は壊かいすれば、俺たちの勝利だ！」

「ここは俺たちに任せて先に行け！」

「そうだ、ここは任せて先に行け！」

　すでにアリアの耳には届いていないにもかかわらず、戦士たちは一度言ってみたかったのか気取った口調で同じ台詞せりふを繰くり返す。

「ええい黙だまれ黙れ不法侵入者ども！　もともとあそこは俺の私有地だぞ！　そこにリアルゲームのレアスポットが出現したからといって、どうしてお前らに使わせてやらなければならんのだ！　使いたいなら使用料払はらえ！　俺に課金しろ！」

　怒おこるアーサーだが、テンションの上がった敵プレイヤーたちには完全にどこ吹く風。誰だれも退こうとはしない。

「……ったく、仕方ないな」

　とうとう痺しびれを切らしたのか、アーサーが先に動いた。

　再び自分の周囲に多種多様なＡＲの武器を表示させ、リングコマンドをフリック操作で動かし、最適の武装ブレイドを選び取る。

「フフフ、貴様らに相応ふさわしい武装ブレイドは決まった！　こいつは俺のコレクションの中でも、いっとう凶きよう悪あくだぞ──」

　そう言ってアーサーがほくそ笑えみながら振りかざしたのは、身の丈たけの二倍はあろうかという規格外の大おお鎌がまだ。

　そうして始まる両陣じん営えいの交戦。

「城じよう壁へき突とつ破ぱ！　アハハ、入り口が見えてきたぁー！」

　そんな中、アリアは走る。走る走る。

　飛び交う砲弾の直撃を度たび々たび喰くらいながらも、ＨＰ１のままゲームオーバーになることなく平然とした顔で、王城へと向かって意い気き揚よう々ようと戦場を駆け抜ぬけていた。

　後続集団はそれなりに脱だつ落らくしていたが、それでも十数名がアリアを先頭に追いすがっている。今まで二十三回繰り返してきた攻城戦で、ここまで城内に近づけたのは今回が初めてだった。

　だが。

「誰だれでもいい、そこのチュートリアル娘むすめを引っ捕つかまえてくれーッ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった様子の情けないアーサーの声が響ひびき渡わたった途端、城内からふたりの少女が姿を現す。

「はい。ここから先は通しません」

　ひとりは、ゆっくりとした足取りでアリアの前に立ち塞がるクマ耳フードの少女。歳としのほどはアリアより幼く、スミレ色のツインテールがトレードマーク。円卓ニート序列・オブ十二・トウエ位ルブのツバサだ。

「じゃきーん」

　無表情のままのツバサが構えたのは、巻貝デザインのトゲ付きの超巨大ハンマーだ。見た目には５ｔくらいあってもおかしくなく、人間どころか自動車さえ軽々と押し潰つぶしてしまえそうだ。もちろん重量ゼロのＡＲの産物であり、それゆえに華きや奢しやな少女の腕でも振るえているのだろうが、その威い圧あつ感かんはかなりのものだ。

「どかーんといきます」

　ツバサはトゲ付きハンマーを片手で軽々と振り上げ、アリアへと襲おそい掛かかった。

　頭上から振り下ろされる超巨大な鉄てつ槌ついの一撃。アリアは珍めずらしく真しん剣けんな顔つきで、雑とも言える大ぶりの一撃を見切り、すんでのところで身を捩よじった。

　しかし、すかさずアリアへ向けて複数の矢が飛来する。

「初心者さんなら、遠えん距きよ離りからの攻撃は慣れてないですよねぇ～～？」

　矢を高速で射かけたのは、ツバサに続いて現れた、もうひとりの少女。大型の弓矢を構えたその姿は、少女より美女と呼んだほうが正しいだろうか。

　きらきらと輝かがやくような瞳ひとみにぱっちり二ふた重え瞼まぶた。長い髪をピンク色に染め、エルフ耳をぴこぴこと動かしている。髪や耳はＡＲだろうが、長身のモデル体型と豊満なバストサイズは果たして天然産か否いなか。同性からは間違いなく拡張現実の可能性を疑われるほどにナイスバディな美女だった。

　ドレスの裾すそが伸しん縮しゆく自在の露ろ出しゆつ度ど高めなＡＲ衣い装しようを身に纏まとった美女は、ピンクのリップの唇くちびるを動かして小さく笑みを浮うかべ、自信に溢あふれた流し目で敵集団を一いち瞥べつする。

「ＭＩＫＯだ！　ＭＩＫＯが来たぞ！」

「ツバサちゃんとＭＩＫＯか！　今回の攻城戦、参加できてラッキー！」

　アリアの後方で身構えたまま、口々に騒ぐプレイヤーたち。彼らとしても、どうせ円卓メンバーと戦うにしても、アーサーに代表されるむさくるしい男性メンバーより、華はなやかな女性メンバーのほうが良いのだろう。

「ではでは～～、狙ねらっちゃいまぁ～～す」

　エルフ美女のアカウント名はＭＩＫＯ。表示されたランキングは円卓ニート序列・オブ十一・イレ位ブン。手にした大弓の武装ブレイドに彼女が一度に三本つがえて放った矢は、弧こを描えがきつつ直角に曲がるなど、あり得ない軌き道どうでもって、次々とプレイヤーたちに命中していく。

「なにあの弓矢！　それになにあの胸！」

　デタラメな命中精度の武装ブレイドと、たわわに弾はずむデタラメなサイズの胸を見せつけられ、アリアは軽く憤ふん慨がいした。なぜか彼女の手は自身の胸むな元もとに押し当てられている。アリアも決して控ひかえめというわけではないのだが、比べるつもりなのだとしたら無む謀ぼうな試みだ。

「……くやしくない」

　ちなみにツバサも、ＭＩＫＯの胸元と、自分の控えめどころか慎つつましやかな胸元を見比べ、ぽつりとこぼした台詞に反して落らく胆たんの面持ちで俯うつむいてしまっている。

「そうだそうだ、悔くやしくなんかないやい！　ＡＲで胸のサイズまで拡張してるに決まってるし！」

　ワーワーと喚わめきたてるアリアだったが、ＭＩＫＯは手て際ぎわよく敵を射い貫ぬいて掃そう討とうを続けている。もちろん必中の矢はアリアにも命中しているが、彼女は相変わらずノーダメージだ。

　と、そんなアリアの背に、不意に声が投げかけられる。

「ふじゃけるなよ。どこからどう見てもあの巨きよ乳にゆうは本物だろう。なにせ、高画質のＡＲやＶＲを注視していると頻ひん発ぱつする、いわゆる『乳揺ゆれ酔よい』も起こらない。いくらでも眺めていられるからな。うんうん」

　言葉の主はアーサーだった。行く手を阻はばんでいた敵プレイヤーを排はい除じよし、ようやくアリアたち先頭集団に追いついてきたようだ。そしてその手には、刃やいばを不気味に輝かせる大鎌が握にぎられている。完全な臨戦態勢だ。

「さあ、俺の『ラック・イーター』の餌え食じきになりたい輩やからはかかってくるがいい！　この刃が貴様らの運の尽つきだ！」

「あれだけはヤバい！　逃にげろォ！」

　アーサーが振りかざした大鎌を見、他プレイヤーたちは顔を青ざめさせて逃げ惑まどう。

「みんなノリいいね……って、逃げるなぁ！」

　慌あわてふためくプレイヤーたちを叱しつ咤たするアリアだったが、所しよ詮せんはリアルゲームの武器だというのに、攻こう城じよう戦参加組は顔面蒼そう白はくでうろたえ始めていた。そんな中、ひとりのプレイヤーが、アーサーが一いつ閃せんした大鎌の刃によって斬きり裂さかれてしまう。

「あああ……もうダメだ……」

　たいしたダメージも発生していないはずなのに、冷や汗あせすら浮かべて頭を抱かかえる犠ぎ牲せい者しや。と、不意に、その懐ふところから携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴った。プレイヤーは青ざめた面持ちで、戦せん闘とうの最中だというのにその電話を取る。

「……もしもし。はい、私です。はい、はい……えっ!?　うちの銀行口座が闇やみ金きん業者に利用された!?　口座凍とう結けつでもう預金を引き落とせない!?　ご、誤解です、今から交番に行きます、はい、はい、それでは！」

　そうして、いくつもの不ふ穏おんな単語を口走りながら、不幸にも金きん融ゆう詐さ欺ぎに巻き込まれたらしいプレイヤーは武装ブレイドを放ほうり出し、大おお慌あわてでこの場から立ち去っていく。

「ど、どゆこと？」

　その様子を呆あつ気けに取られた面持ちで見送るアリア。

　誰ともなく口にしたその問いかけに、隣となりにいたツバサが淡たん々たんと口を開く。

「武装ブレイド『ラック・イーター』。斬った相手のステータスのＬＵＫ値を全損させて吸収──というゲーム設定です。でも、団長の鎌で斬られた相手は現実でも不幸になります」

「拡張現実の話でしょっ!?　なのになんで現実世界に影えい響きようを与あたえるのさ!?」

　驚きよう愕がくするアリアだったが、ツバサは無表情のまま口をつぐんでしまう。

「不思議ですよねぇ～～。でもでも、本当に悪いことが重なっちゃうんですよ～～」

　代わりに、近寄ってきたＭＩＫＯがアリアへと話しかけた。なんとものんびりとしたマイペースな口調だ。

　そうこうしているうちにも、アーサーの大鎌は次々に新たな犠牲者を生み出していく。

「学校から連れん絡らく来ちまった！　出席日数足りなくて留年!?」

「職場からクビの通告が!?」

「妻よ俺が悪かった！　これからは平日の昼間からゲームなんてせずに真面まじ目めに働くから、コレクションを廃はい品ひん回収に出すのだけはやめてくれ！」

　不幸の電話が次から次へと鳴り始め、プレイヤーの大半はすでに戦意喪そう失しつという有様。アリアを含ふくめ残ったプレイヤーたちも、ラック・イーターに恐おそれおののいて遠巻きに眺ながめることしかできない。

　大鎌に斬られてＬＵＫ値を全損した者は、ひとりの例外もなく不幸のどん底に陥おちいっている。これでは、確かに現実と拡張現実の因果関係を誰もが疑うのも仕方ないだろう。

　武具防具のフレーバーテキストに記された作り物のゲーム効果が、実際の現実にも影響を与えているかのようだ。

「まるで魔ま法ほう──」

　その姿を、アリアは今までにない真剣な面おも持もちで見つめていた。

　先ほどまで見せていたひょうきんな様子はなりを潜ひそめ、愛あい嬌きようのあった目つきは別人のように険しく細められている。

「現実を侵しん食しよくする、拡張現実──」

「余所よそ見みをしている場合か！」

　放心したように立ち尽くすアリアへと、アーサーが迫せまる。

　ダメージの発生しない永続ＨＰ１状態とはいえ、ゲーム上の数値ではなく現実のアリアの運を根こそぎ奪うばえば戦闘不能に追い込めるだろう──そう考えての攻撃だ。

「アワワ、ひょいっと！」

　が、しかし。レベルによる回かい避ひボーナスもないというのに、アリアはアーサーの鋭するどい一いち撃げきを軽々とかわしてみせた。

「ほいっと！　あらよっと！」

　続けざまに二度三度とラック・イーターの刃が迫るが、これも全すべて回避。

「まるで当たらん。なんつー身体能力だ……」

　あまりの反射神経につい攻撃の手を止め、絶句してしまうアーサー。

　リアルゲームは屋外で現実の肉体を使って遊ぶもの。となれば強くなる手段は大まかに分けてふたつ。まずは、ゲーム内のステータス数値を向上させ、戦闘時に様々な判定ボーナスを手に入れていく『レベリング』。そしてもうひとつは、現実の自分の肉体を鍛きたえる『トレーニング』だ。アリアの身軽な動きは、低レベルというハンデを補って余りある。

「ようし、今度はこっちの反撃！」

　畳たたみかけようとするアーサーの一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、アリアのブロンズソードが閃ひらめいた。

「団長！」

「団長ちゃ～～ん！」

　ツバサとＭＩＫＯから声が上がった。アリアの剣けんが、的確にアーサーの肉体に命中したのだ。しかも知ってか知らずか、狙ったかのようにクリティカルヒット。

「うっわ！　相手はレベル１の初心者だっていうのに！」

　両者のレベル差が圧あつ倒とう的てきだったためか、それゆえアーサーはダメージをまったく受けていない。しかし、駆かけ出しの初心者の反撃を身に受けてしまったという事実に、アーサーは少なからずショックを受けたようだ。

　確かに彼は『ブレイドワールド』においてトップクラスのレベルに達しているが、身体的に超ちよう人じんというわけではない。実際に体を動かすトレーニングよりゲーム内のレベリングを重視しているのも確かだ。

　対してアリアの動きは、この場のリアルゲーム経験者の誰だれもが目を見張るような、まさに歴戦の戦士のよう。

「いける！　お嬢じようちゃんならこの攻城戦を成功させられる！」

「あの動きと、チュートリアル中の無敵状態があれば！」

「ああ！　俺たちに代わってギルドシンボルを破は壊かいしてくれ！」

　歓かん喜きの声を上げるプレイヤーたち。

「ぎるどしんぼる？　なにそれ？」

　激しい回避の連続にもかかわらず汗ひとつかいていないアリアは、彼らの声を聞いて大きく首を傾かしげた。

「城内入り口に、手のひら大のオーブがあるだろ？　あれを叩たたき壊こわしてくれ！」

「一発ダメージ入れればそれで終わる！」

「──よっし！　まっかされました！」

　声せい援えんを受け、アリアはブロンズソードを片手に気合いを入れる。

　上うわ唇くちびるをぺろりと舐なめ、腰こしを低く落として油断なくアーサーへと向き直った。

「まさか……キャメロット最大のピンチが、この場でアカウント取得を終えたばかりの初心者によってもたらされるとは……」

　両手でラック・イーターを構え直し、アーサーも戦意を剝むき出しにして対たい峙じに応じる。

「だが、俺にはこの場所を意地でも守り抜ぬかなければならない理由があるのだ！　はああああああ！」

「うっりゃあああああああああ！」

　両者、互たがいにゲームとは思えぬ叫さけび声とともに激げき突とつ──

　するかに思えた、その寸前。

　突とつ如じよとしてアーサーの体が倒たおれ伏ふした。

「しまった……きょうは朝飯も食べずに暴れすぎた……」

　リアルゲームは実際の自分の肉体を動かすため、体力の消しよう耗もうはスポーツ並だ。ゲームのルールを覚えるのと同じくらい、エネルギーや水分の補給は重要項こう目もくである。夜よ更ふかしに加えて朝食抜きの状態で急激な運動をすれば、全身疲ひ労ろうは当然の結果であった。

「お腹なかが減って力が出ない……」

　四し肢しから力が抜け、ハンガーノック寸前でばたりと倒れるアーサー。

「団長、かっこわるいです」

「団長ちゃんってばもぅ～～」

　その光景に、観戦していたツバサとＭＩＫＯもすっかり脱だつ力りよくしてしまっている。

　そうして活路を見み出いだし、アリアは倒れたアーサーの上を楽々と飛び越こえた。

「キャメロット城、これにて攻略ー！」

　彼女は一直線にキャメロット城の入り口へと駆け抜け、会心の笑えみとともにブロンズソードを振ふりかざし、ギルドシンボルを破壊すべく剣の一閃を放つ。

「や、やめろおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　情けのない悲鳴を上げるアーサー。対して、大だい歓かん声せいを上げる攻城戦参加組のプレイヤーたち。

　──が、しかし。

『チュートリアル中は対象物にダメージを与えられません』

　再び表示される、アリアに対しての警告文。一発でも攻撃を与えれば砕くだけるはずのギルドシンボルは、アリアの一撃などまるで効いていない様子でまったくの無傷の状態だ。

「あ、あっれー？　おっかしいぞーぅ」

　懲こりずに何度もブロンズソードで攻撃を加えるアリア。

『チュートリアル中は対象物にダメージを与えられません』

『チュートリアル中は対象物にダメージを与えられません』

『チュートリアル中は対象物にダメージを与えられません』

　だが、当然の話ではあるが、攻撃回数と同じだけ警告文のＡＲウインドウが表示されるのみ。

「……そういえば、そういう仕様にしておいたんだっけか。こんな反則めいた裏テクでスポットを攻略されたらたまったもんじゃないからな。チュートリアルを終えるまでイベント戦に参加できないのは当たり前だ」

　悪あく戦せん苦く闘とうするアリアの姿を、アーサーは寝ねそべったまま呆あきれた顔つきで眺めていた。先ほどアリアの反撃でダメージが発生していなかったのも、なんのことはない彼女がチュートリアル中だったことが原因だったようだ。

「撤てつ収しゆうー」

「解散ー」

　アリアに一いち縷るの希望を託たくしていた他プレイヤーたちも、皆みな一様に呆れ果てた様子で、やれやれと肩かたを落としながら撤収作業を始める。

　こうして、第二十三次キャメロット攻こう城じよう戦は失敗に終わった。




　　　[image: ]




「あ、そうだ。あそこでチュートリアル終わらせちゃえば良かったんじゃん」

　キャメロット城の入り口で、しょんぼりと三角座りしていたアリアが、急にハッとした顔つきになって声を上げた。

「……その瞬間に俺の仲間がお前を叩きのめしてゲームオーバーだけどな」

　彼女の様子を眺めながらエナジードリンクで栄養補給していたアーサー。そのツッコミがアリアへと飛ぶ。

「アハハ、だよねー」

「というかお前、いつまでここにいるつもりだよ」

　すでに、攻城戦参加組の姿など影かげもかたちもない。

　ツバサやＭＩＫＯも城内に退散しており、だだっ広い城下にアーサーとアリアがふたりっきりという状態だった。アーサーも城内に戻もどろうとしていたのだが、その場にとどまるアリアのことが気になって、こうして彼女が立ち去るまで見張っていたのだ。

　にもかかわらず、アリアは未いまだ立ち去る気配を見せない。

「いやぁ、ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市に来てみたはいいけど、その先の予定とかまるで組んでなくて」

「ふうむ、ふむふむ」

　アーサーはアリアを一いち瞥べつして一言。

「だったら、俺たちの城に住みついてみないか。まだ空き部屋が余っていてな、お前のような面おも白しろそうなやつは大だい歓かん迎げいだ」

「え、えええっ？」

「アリア、まさかチープホテルかネットカフェにでも泊とまるつもりか？　それとも野宿するつもりじゃあるまいな。本物のファンタジー世界じゃあるまいし、年とし頃ごろの乙女おとめが物ぶつ騒そうなことを考えるんじゃない。悪い男が群がって来るぞ」

「そりゃまあ乙女だけど……なんと申しますやらこれにはともかく事情があって……」

　意外にも親身になってくれるアーサーに対し、アリアはごにょごにょと言いよどむ。

　事情の有う無むにかかわらず、普ふ通つう、きょう会ったばかりの男に家に誘さそわれて、戸と惑まどわない女の子はいない。そんなアリアに対し、アーサーは安心させるべくことさらに穏おだやかな笑みを浮うかべる。

「いいか、世の中の男のほとんどがケダモノだ。あいつら女の子の前では自分は悪人じゃないとよく言うが、そもそも人じゃない。エロに飢うえた狼おおかみだ。夜の街に一歩でも繰くり出せば羊の皮を被かぶった狼どもに群がられ、お前みたいなふわふわ娘むすめ、あっという間に尻しりの毛まで抜かれて十八歳未満視し聴ちよう禁止の裏社会に沈しずめられるぞ」

「ふわふわ娘って……」

「その点、俺は百合ゆり紳しん士しという名の人じん畜ちく無む害がいな萌もえ豚ぶたなので安心して欲しい。狼は死ね、豚生きろ。俺は二次元の女の子に一いち途ずなのだ」

「ぷっ」

　アーサーの物言いに、思わずアリアも笑みを吹ふきこぼす。

「アハハ、なにそれ。でも、きみってちょこっと面白いかも」

　アリアは腰こし掛かけていた場所から立ち上がり、お尻についた土を両手で払はらいつつ、アーサーの照れ顔を上うわ目め遣づかいに見上げる。

「でもさ、不法侵しん入にゆう者しやで困ってるんでしょ？　アタシみたいな新規プレイヤー引き込んじゃっていいわけ？」

「それはその、まあなんだ、お前はレアスポットで荒あら稼かせぎとかそういう魂こん胆たんでこの城にやって来たわけじゃなさそうだからな」

「そりゃだって、きょうアカウント取得したばかりの初心者だし。ついでに言えば、にもかかわらず上級プレイヤーにボコにされた可か哀わい想そうな初心者だし」

「そ、それについては悪かった。乙女相手にボコはマズイよな」

「なんてね。ちっとも気にしてないって。しばらくよろしく、団長くん」

　そうしてアーサーはアリアを伴ともなって城門を潜くぐる。

　アリアも攻城戦中なんとか辿たどり着こうとしていた目的地の内部をようやく目にすることができるからか、期待に胸を弾はずませわくわくとした面おも持もちでアーサーの背にちょこちょこと付き従う。

「にしても、間近で見ると迫はく力りよくあるー」

　遠目には羽の生えた卵に見えていたキャメロット城。実際に中に入るとなると、アリアはすでに秘密基地の探検気分だ。

「こんな超豪ごう華かなお城で寝泊まりできるだなんて、気分はまさかのお姫ひめ様さま！　よしよしよきにはからえーなんちってー」

「……豪華？」

　アリアの浮かれた呟つぶやきを聞き、アーサーは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「現実とＡＲをごっちゃにしてはいけませんなあ」

　そして、なにやら勿もつ体たいぶった口調で肩をすくめてみせる。

　不ふ穏おんな空気を感じ、アリアの表情が強こわ張ばった。

「見よ、これがキャメロット城の真の姿！　その中身だ！」

　アーサーが得意気に案内した、王城の中央に位置するファンタジー風の庭園。

　そこでアリアが驚おどろきとともに目にしたのは、なんのことはない、ぽつんと建っているみすぼらしいアパートだった。

「うっわ、超ちようボロい!?」

　思わず正直な感想を口にするアリア。

　対してアーサーはしてやったりといった顔つきで一言。

「どんな想像をしてたんだ。まさか拡張現実の城が現実の居住空間になるはずないだろ。この馬ば鹿かでかい城も所しよ詮せんはＡＲのハリボテだ」

「じゃ、じゃあ、お部屋貸してくれるってのも──」

「残念ながら、貴様の言うボロアパートに俺が自由にできる空き部屋が一室残っているだけだ。なにせここは俺の私有地で、あのアパートは俺が大家みたいなものだからな」

　普通に考えれば、これほど荘そう厳ごん華か麗れいな王城が都市のど真ん中に建っているはずもない。城も城じよう壁へきも、なにからなにまでＡＲだったのだ。

「超ＶＩＰ待たい遇ぐうのスイートルームは？　天てん蓋がいつきのふかふかベッドは？　星空が見えるバルコニーは？　よきにはからえーは？」

「そんなものはない」

　予想外の期待外れに、アリアは肩を落としながらアーサーについて行く。城内のアパートは三階建ての造りで、部屋数もせいぜい十より少し多いといったところだろう。

「もともとはここも都市開発で取り壊こわされる予定だったんだが、どこぞの市長の息子むすこのワガママで土地ごと残ったんだ。まあそのワガママ息子氏とは何を隠かくそうこのハンサムのことなんだが」

「ハンサム？　誰だれが？」

「目の前！　俺！」

「こんなボロっちいアパートのためになんでそこまで？　あそっか、ここがレアスポットだからだ？」

「流された！」

　ハンサム発言をあっさりスルーされ、ショックを受けるアーサー。

「はいはい。流されたくないなら自分からふらない。で、やっぱりここがレアスポットだからアパートを残したの？」

「まだこの街が遊戯都市になる以前からの話だぞ。その推理は残念ハズレだな」

　ともかくアリアを手招きしつつ、アパートの入り口へと入っていく。

「うひゃあ……」

　再び彼女の口から驚きの声が漏もれた。

　が、先ほどと違ちがって落らく胆たんの声ではない。感かん嘆たんの声だ。

　ロビーに入ったアリアの目に映る、煌きらびやかな光景。

　外観は完全にみすぼらしい安アパートだったが、その内装は、絵画に調度品にカーペットにシャンデリアと、見事なほど綺き麗れいに整えられていた。それこそまるで王城の豪ごう勢せいな一室かと勘かん違ちがいしてしまうほどに。

「断っておくが、そのへんのインテリアも全すべてＡＲだからな」

　拡張現実の映像情報が投とう影えいされ、ロビーは華はなやかにコーディネイトされている。外からの見た目とのギャップも手伝って、アリアの目にもずいぶんとお洒落しやれに見えた。

「前言撤てつ回かい。これならお部屋も期待できそう」

「空き部屋の中身までは俺もノータッチだぞ。ＡＲ使って装そう飾しよくを施ほどこすなら自分でしろよ」

「えー」

　アパート内は、住人たちの部屋の他に、三階まで続く階段と少し大きめの談話室が備えられていた。談話室には円形テーブルやソファーが置かれ、共有キッチンらしいスペースまである。

　その円えん卓たくを思わせる大型テーブルの上には、アーサーの部屋にあったようなゲーム機材がこれまた散乱している。以前はどうやらゲーム制作の会議室として使っていたようだ。

　さらには、ロビー同様に豪華な装飾品の他ほか、本ほん棚だなやホワイトボード、住人たちが持ち寄ったと思おぼしきトランプや将しよう棋ぎといった暇ひま潰つぶしの種、オーディオプレイヤー、アナログなボードゲーム、果てはゲームセンターに置いてあるような筐きよう体たいまで。

「なんか、マニアな部活の部室みたい」

「最初はただの待合室のような場所だったんだが、気づけば円卓メンバーの溜たまり場……いや駄だ弁べり場と化してしまったのだ。アリアがさっきまでプレイしていた『ブレイドワールド』も、最初の制作が始まったのはここだ」

　と、そのとき。

「あ、団長ちゃ～～ん。ちょうど良かったです～～、今お食事を作ってたんですよぉ～～」

　キッチンスペースの奥から、ドンブリ鉢ばちがふたつ載のったトレイを手に、メガネをかけたひとりの少女が顔を出す。

　美人か否いなかを論じる前に、はっきり言ってしまうと雰ふん囲い気きが陰いん気きだ。長い髪かみはぼさぼさで、背は高いのに猫ねこ背ぜ、見事な巨きよ乳にゆうもだぼだぼのジャージ姿では太っているようにしか見えない。

「お、サンキューまみこさん」

「インスタントヌードルに～～卵を落としただけなんですけど～～」

　自分に自信のなさそうな引きつった笑え顔がおとともに、まみこと呼ばれた陰キャな少女は円形テーブルの上に鉢を並べた。

「あ、アリアちゃんもいらっしゃったんですねぇ～～。これ、団長ちゃんとツバサちゃんの分だったんで～～、すぐにアリアちゃんの分も用意しちゃいますねぇ～～」

「……へ？」

「ああううすみません、気がつかない女で～～。ううぅ、ほんとドジでノロマでマヌケでどんくさくて……うええ～～……本当にすみませぇん～～……」

「いやそうじゃなくって。ええっと、どこかで会ったっけ？」

「さっき会っただろ？」

　首を傾かしげるアリアに対し、アーサーは怪訝そうに口を開いた。

「どこでよ」

「ＭＩＫＯだ。まみこさんというのは彼女の本名だ」

「はい？」

　目をぱちくりさせて、アリアはまみこの顔をしげしげと見つめた。
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　確かに背格好を正せば背せ丈たけは同じくらいかもしれないし、服装をもっとボディラインのはっきりするシャープな格好にすれば似通っているかもしれない。

　が、他プレイヤーたちにチヤホヤされていたエルフ耳の美女はもっと自信にあふれていた。それに比べ、まみこはあまりにもオドオドし過ぎている。現に今も、アリアにじろじろと見られ、完全に委縮してしまっていた。

「いや全然似てないよね!?」

「……ああそうか、エルフ耳のことを言っているのか。あれはＡＲだぞ。そんなことも見分けられなかったのか？　眼科紹しよう介かいするか？」

「そこじゃなくてね!?」

「ならメガネか？」

「メガネでもない！　メガネの有う無むで美人が美人じゃなくなるはずないでしょ！」

　狼ろう狽ばいするアリアに対し、まみこはトレイで顔を隠してしまう。

「わ、わたしってぇ、もとはアイドル声優になりたいかなぁ～～……なんて分不相応にも考えていたものでして、ちょっとＡＲでお化け粧しようを覚えたら、イケるんじゃないかなぁ～～……とか……ああすみませんすみません！　詐さ欺ぎまがいな手法でイイ気になってしまってどうもすみませ～～ん！」

　自画像をグラフィックソフトに取り込みツールで化粧を施してネットにアップする──いわばそうした手法の拡張現実版というわけだ。

「ツバサちゃんがツール組んでくれたお化粧セットがなければ、わたしなんてひと様にお見せできるような顔じゃありませんからっ！　ふええええええんっ！」

　うるうると瞳ひとみを潤うるませた後、まみこは脱だつ兎との如ごとくその場から逃にげ出してしまった。

「アタシの分もヌードル作るとか言ってたのに……」

「ならこれを食うか？」

「いらない。むしろわざわざ作ってもらわずに済んでホッとした。食べられないから」

「そうか。それにしてもアリア、デリカシーのない発言をしたのはよくないぞ」

「うん……後でまみこさんに謝らないと」

「第一、世界にふたつとないあの見事なおっぱいを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。いや、おっぱいはもともとふたつでひとつか。世界に三つとないおっぱいを見れば一目瞭然だろう……おっぱいが奇き数すうなのは怖こわいな。世界に四つとないおっぱい」

「しつこい！　おっぱい言いたいだけでしょそれ！　そんな団長くんにデリカシー云うん々ぬんは言われたくない！」

　アリアをからかいながら、アーサーは卓につく。

「ちゅるるる……ごちそうさまです」

　その隣となりの席では、いつの間にそこに座っていたのか、ツバサがまみこ手製のインスタントヌードルをぺろりと平らげていた。

「あ、この子は昼間の……」

「うちのギルドの天才プログラマー、ツバサだ」

「初めまして、ツバサです」

「ドモです。アリアです」

　握あく手しゆを求めようとしたツバサを遮さえぎって、アリアは慌あわてて頭を下げて挨あい拶さつで済ます。

　その反応にツバサが首を傾げようとしたところ、アーサーが先に口を開いた。

「ツバサが作ったまみこさんのお化粧セットとやらは、視覚的に整形まがいのレベルまで改変できてしまうものなのか？」

「それはムリです。私が作ったのは、手を加えたとまみこさんに思わせるだけのツールですから。顔を変えるとか、とても不可能です」

「えええええええ、それにしては全然雰ふん囲い気き違うンですけど……」

「だから言ったんだ、まみこさんはもとから美人だとな。もっと堂々としていればモテるだろうになあ。胸も大きいし」

　アーサーもツバサに負けじとヌードルをひと息に食べ終え、一言。

「そうそう、これを渡わたしておかないとな」

　そうして談話室の棚たなから鍵かぎを取り出す。

「アリア。これがお前の部屋の鍵な。部屋の号数も鍵に書いてある。受け取れ」

「えっ──」

　アリアに向けて、アーサーは軽く鍵を放ほうり投げて渡した。

　が、アリアは受け止められなかった。

　意表をつかれたのか、彼女は戸と惑まどいの面おも持もちのまま受け取るためのポーズすら構えることもできず、床ゆかに落ちていく鍵を、息を吞のんで見つめるのみ。

「ん？　さっきのゲームで見せたあれだけの反射神経があれば、簡単にキャッチできただろうに」

「アワワ、ごめんね。それじゃ、鍵ドモです」

　訝いぶかしむアーサーを尻しり目めに、慌ててアリアは落ちた鍵の上に屈かがみこみ、そそくさと談話室を後にした。

「変なやつ」

「団長」

「ん？　どうしたツバサ」

「今のひと、鍵を──」

　ツバサは席についたまま、立ち去ったアリアの背をじっと眺ながめていた。

「……いえ、なんでもありません」

　しかし、しばらくするとアリアが去った方向からゆっくりと視線を外し、ツバサは何事にも興味のなさそうな無表情のまま、猫のようなあくびを漏らす。

「それより、お風ふ呂ろが共同だと言ってなかったんじゃないですか？」

「あ、そうだったそうだった。忘れてた」

　ツバサの指し摘てきを受け、アーサーは慌ててアリアの後を追った。

　談話室にツバサを残し、階段を上がろうとしていたアリアを呼び止める。

「待った待った。大事なことがもうひとつ」

「なっ!?　アワワ、なにも忘れものしてないよ!?　落とし物もないよ!?」

「……なんの話だ？」

「違ったか。セーフ。で、なにかね、団長くん」

「このアパート、トイレと風呂は共同なんだよ。今ついでに場所も教えとく。なんだったら夜混こむ前に先に使えよ。使い方とか分からなかったら外から指示出してやるし」

「うわ。それってムッツリスケベ？」

「ふ、ふじゃけるなよ！　親切心だわ！　ご先祖様の助すけ兵べ衛えさんの血が俺にも流れているもののムッツリはしてねえわ！　うっかりラッキースケベ略してうっかり助兵衛になることはあっても、ムッツリーニだかムッソリーニだかはうちのご先祖にもいないっての！」

　挙動不ふ審しんのアーサーに対し、呆あきれ顔でアリアが相あい槌づちを打つ。

「アタシ、別に今お風呂に入りたいわけでもないんだけどさ」

「あれだけぴょんぴょこぴょんぴょこ動き回ったんだから、汗あせのひとつやふたつかいてるに決まってるだろ。ほっとくと臭におうぞ」

　乙女おとめとしては、アリアもそう言われてしまうとどうにも弱ってしまう。

　本当は、臭うはずがないのだが──

「なら、とりあえずシャワーだけ借りておく」

「借りる、じゃなくて、使う、という認にん識しきでいいぞ」

　そうしてふたりは、一階にある共同浴場へ。アーサー曰いわく広さはそこそこあるらしいのだが、当然と言えば当然だが、男女の区別はない。

　一応時間を決めて交代制にしているようだが、風呂場の前には「男子、覗のぞくべからず」だの「男子、風呂の水を飲むべからず」だの貼はられている。

　他ほかにも「男子、不純同性交遊するべからずただし女子は可」「男子もしていいと思うんですけどおおおおおおおおおお！」だのやたらめったら貼り紙の応おう酬しゆうが見受けられる。どうやらアパート内の男性陣じんと女性陣で意見の相そう違いが多々あるらしい。

「これなに」

「うちのギルドメンバーのチラシの裏。あいつら匿とく名めい掲けい示じ板ばんに毒されてるから」

「でもこのただし女子は可ってチラシの裏は団長くんの字っぽくない？」

「おおおお、俺の字違ちがうわ！　全然違うわ！　見たこともないのに濡ぬれ衣ぎぬ着せるの止やめてくださいます？」

「冗じよう談だんでそこまでうろたえるな」

　やいのやいのと騒さわぎながらもアーサーはその場に留とどまり、アリアを脱だつ衣い所へと向かわせる。対してアリアだが、脱衣所に積まれたバスタオルを見て、ため息をこぼした。

「どうしたもんかなぁ……」

　アリアは自分の体を見下ろし、再びため息。

　入浴する気がないのか、その場に佇たたずむことしばし。

「アリアー！　シャワーの音が聞こえてないぞアリアー！　やはりなにか分からないことがあって俺の助けを必要としてるんだなアリアー！」

　扉とびらの外からアーサーの声が聞こえてきた。

「聞き耳立てんなし！　やり方くらい分かるから黙だまって目と耳と口を塞ふさいでできればもっと距きよ離り取って！」

　仕方なく、アリアは着のみ着のまま浴室へ入ろうとして、そして思いとどまる。

「……もしも覗きがあった場合、服を着たままシャワー浴びてるのを見られでもしたら、やっぱりマズイよね……」

　言って、彼女は足を止め、三度目となるため息とともに──服を消した。

　脱ぬいだのではなく、消えた。

　一いつ瞬しゆんにしてアリアの服の全すべてが搔かき消えたのだ。

　彼女が今まで身に着けていた衣い装しようは、頭のリボンから靴くつ下したに至るまで、全てがＡＲだったということ。

「……もしかして、今の団長くんに見られたらストリーキング扱あつかいだったん？」

　一糸纏まとわぬ姿になった彼女は浴室のパネルに手をかざし、シャワーをオンに操作。同時に壁かべに設置されたシャワーヘッドから、お湯がサッと出始める。

　湯気がもうもうと立ち込める中、無数の滴しずくがアリアの肌はだを伝うことなく通り過ぎていく。

　──いや、すり抜ぬけていくというべきだろうか。

　シャワーを浴びるアリアだが、その体が濡れることはない。幽ゆう霊れいの水浴びのように、全ての水すい滴てきはただただ空むなしく浴室の床へと落ちていくだけ。

　無意味な行こう為いをしばらく続けた後、アリアは再び操作パネルに手をかざす。スイッチを、タッチではなくハッキングで作動させ、シャワーのオンオフを操あやつったのだ。

　そうして脱衣所へと戻もどりながら、アリアは再びＡＲの服をその身に纏まとった。

　否いな。その言い方もまた不適切だろう。なぜならこのＡＲ衣装は、アリアにとっては体の一部なのだから。

　アリアの体は全て、拡張現実が作りだす幻まぼろしでできているのだから。

　どこか寂さみしげな面持ちで、アリアは脱衣所を出る。

「……団長くん？」

　扉の前に待っていたはずのアーサーの姿はない。

　ぐるりと見回してみたところ、廊ろう下かの隅すみに、言われたとおり目と耳と口を塞いで距離を取って静かに蹲うずくまっている少年の姿があった。

「妙みようなところで素す直なおじゃん。偉えらいぞ、ムッツリ返上だね」

　そう呟つぶやくも、アリアは舌を軽く出しながらアーサーを放置し、そのまま自室へと向かっていったのだった。
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　その日の夜。アリアは貸し与あたえられた部屋にこもったまま、一歩も外に出なかった。

　夕食時、彼女を呼びに来たアーサーが扉をノックしたが、アリアは部屋の模様替がえを優先したいということで辞退した。

　現在の時刻は午後十一時。あれからもう数時間が経たっている。にもかかわらず、アリアの部屋は未いまだに空き部屋だった。押し入れに用意されていた布ふ団とんを敷しくこともなく、殺風景のがらんどうのまま。

　何時間も猶ゆう予よがあったはずなのに、部屋の模様替えなどまったく行われていない。ＡＲの調度品ひとつ試ためしに置いてみた形けい跡せきさえない。照明さえ落ちている、あまりにも寂しげな部屋でひとり、アリアは三角座りのまま壁へと語りかける。

「おとうさん。目的の対象物は確かにここにあるの？」

　彼女の視線の先にある壁にはＡＲ映像が投とう影えいされていた。そのウインドウだけが照明灯のように暗室でぼんやりと輝かがやいている。が、肝かん心じんの映像にはアリアが「おとうさん」と呼んだ人物の姿は映っていない。サウンドオンリーで、映像は灰色に塗ぬり潰つぶされている。

『そうだ。引き続き該がい当とうスポットでの調査を行いなさい』

　映像からは「おとうさん」の音声メッセージだけが届けられていた。

『キャメロット城と呼ばれているその場所は、おそらく『カレルレン』に該当する者が用意したスポットだ。この最上位スポットにて、デジタル情報に過ぎないはずの拡張現実が、現実を侵しん食しよくする事例が何度も確認されている。お前が見たのもそのひとつだ』

「はい」

　ゲーム上での攻こう撃げきが現実の幸不幸にまで作用する──魔ま法ほうとしか言いようのない現象と、それを体現してみせたアーサーという少年の名を、アリアはすでに「おとうさん」に伝えていた。

『現代のＡＲ技術を飛ひ躍やく的てきに、異常と呼んで差し支つかえのないレベルにまで進歩させたオーバーテクノロジーの所有者──カレルレンから魔法の種を与えられた魔法使いのひとりがそこにいるはずだ。彼らと接せつ触しよくを図はかるのがお前の役目だ。いいな？』

「はい、おとうさん」

　アリアの返事を聞き届けると、音声メッセージは別れの挨あい拶さつもなく終しゆう了りようした。

　後にはただ、発光し続けるＡＲの灰色の画面が残るのみ。

　しばらく後。

「……つまんない」

　そう、静かにアリアは声を漏もらした。

「昼間は、あれはあれで、けっこう楽しかったのに。面おも白しろかったのに」

　攻城戦での一幕を思い起こしたのか、能面のようだった少女の口元にほんの僅わずかな笑えみが甦よみがえる。が、それも一瞬の出来事。

「魔法なんて、どうでもいいのに」

　言って、その場でゆっくりと立ち上がるアリア。

　昼間の大騒ぎのときと違い、今の彼女はどこか存在感に欠けていた。あれだけころころと動かしていた表情は翳かげり、好こう奇き心しんに突つき動かされていたポジティブな感情は今にも消え入りそうだ。

「あれは──」

　立ち上がったアリアの瞳ひとみに、窓越ごしの景色が映った。

　アリアに宛あてがわれた十三号室はアパートの三階。そこから彼女は、遠く離はなれたアーサーの姿を視認する。

『これで、現実がもっと面白くなるぞ』

　彼の言葉が、アリアの脳のう裏りに甦った。

　もうすぐ日付が変わってしまうというのに、窓の向こうのアーサーはスポーツ用のトレーニングウェアを着込み、手にはペットボトルの飲料水を携けい帯たいしている。

「団長くん、あれ、なにするつもり？」

　ふとアリアがこぼした独り言は、先ほどまでの感情を押し殺したような声こわ色いろではなく、昼間のときのような砕くだけた口調になっていた。

　もっとも、それを口にしたアリア自身、その事実に気づいていないようだが。

　アリアの視線の向こうで、アーサーはペットボトルを足元に置き、それなりのペースで夜のジョギングを開始する。

　トレーニングだ。誰だれの目にも明らかだろう。

　そして、レベリングに関しては遊ゆう戯ぎ都市でも最高レベルに達しているアーサーがわざわざトレーニングをする理由。そちらも、推測する必要もなく明らかだ。

「もしかして、アタシに攻撃を当てられなかったのが悔くやしかったり？」

　アリアの口元に、再び微び笑しようが浮うかんだ。

　同時に、アーサーに対して抑おさえきれない好奇心が膨ふくらんでいく。彼女は思わず、窓から身を乗り出していた。──窓は閉まったままだというのに。

　アリアの肉体はガラス窓をすり抜け、外へと出る。

　否。肉体と呼ぶべきではないだろう。

　彼女の体は拡張現実が作りだした幻げん像ぞう。

　シャワーの水滴が彼女の体をすり抜けたことからも明々白々だろう。

　その体に、肉など纏っていないのだ。

　ＡＲグラフィックのために用意された接触デバイスツールであるＡＲグローブ抜きでは誰とも触ふれ合うこともできない、『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』。

　それが、人工知能を伴ともなった拡張現実として開発された彼女が、「おとうさん」と呼ぶ開発者から与えられた、識別名。

　カレルレンと呼こ称しようされる人じん智ちを超こえた存在がもたらした知識と情報の断だん片ぺんから生み出された、魔法の産物。ＡＲで作られた架か空くうの体なのだから、無む尽じん蔵ぞうのスタミナや驚おどろきの身体能力も体現できて当たり前だったのだ。

「アハっ」

　閉じこもっていた薄うす暗ぐらい部屋から飛び出した瞬間、アリアの認にん識しきする視界の照度が上がった。仰あおげば、夜空に満天の星が輝いている。

　居ても立ってもいられなくなって三階からジャンプした彼女は、着地とともに重量の存在しない体を軽かろやかに走らせ、自主鍛たん錬れんに励はげむアーサーの後を追った。

「アハハ！　待ってよー、団長くーん！」

「げっ！　アリア、お前どうしてここに！」

「走るところ、見つけちゃったんだもーん！」

　猛もうスピードで追ってくるアリアに気づき、アーサーは追いつかれまいと全力疾しつ走そうに。

「あれでしょ？　アタシを倒たおせなかったのが悔しくて、秘密の特訓始めることにしたんでしょ？　団長くんて偉そうな王様キャラしてる割に、実は努力家なん？」

「ふじゃけるなよ！　この天才ハンサムが努力なんてあらゆるオタクコンテンツで流行はやらないダサイ真似まねするわけないだろ！」

　大きく否定するアーサーだが、顔を真っ赤にしていては説得力に欠ける。そんな少年の反応が楽しくなって、アリアはますます調子に乗って彼の背を追いかけていく。

「ええい、ついてくるな！」

「アハハハハ！　やだよーだ！」

　逃にげる少年を追う少女の口元に、笑みが浮かんでいる。作り物と呼ぶには、あまりに楽しげな笑顔だった。
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　円卓ニート序列・オブ十一・イレ位ブン、ＭＩＫＯ。本名まみこ。

　ゲーム制作においては各種ボイスと、広こう告こく塔とうとしてビジュアルモデルを担当した。

　ＡＲ遊戯都市において男性住民たちに多大な人気を誇ほこる彼女だが、その正体は大学進学も就職もせずアーサーの温情で彼のアパートに住みついている、ひきこもり気味の根暗なギークガールの陰いん気きキャラである。

　まみこがアーサーと出会ったのは、まだ彼女が現げん役えきＪＫだった頃ころにまで遡さかのぼる。

　当時、彼女は太っていた。控ひかえめに言ってぽっちゃりだった。ふくよかだった。クラスメイトたちからはノロマなメガネデブという不ふ名めい誉よな呼ばれ方をしていた。

「わたし、なんでこんなことしているのかなぁ～～……」

　ＪＫ当時のまみこは、毎晩の日課としてランニングを自らに課しており、ちょうどその晩も、彼女は学校指定のジャージ姿で河か川せん沿いの道をのろのろと進んでいた。

　昔からアニメが好きだったまみこは、オペラ歌手の母に将来声優になりたいと相談したところ「声の仕事は体が資本よ楽器なのよ！」という謎なぞのアドバイスが贈おくられるとともに、その日以降、母の愛の手料理によって食事量が急激に増えることになる。結果、中学生から高校生になって胃の許容量が増し、まみこの体型は母にグンと近づいた。

　そして、反比例するかのように「自信」というものがグンと減ってしまった。

　当然ながら今どきの声優──いわゆるアイドル声優というやつは体よりも体型が資本。オペラ歌手顔負けの体型だったまみこに、アイドル声優への道は開けなかった。声優養成所の体験入学に参加して、心無い「ダイエットでもしたら？」の一言で全すべてを終わらされてしまったのだ。

　仕方なくダイエットを始めることにしたものの──道を進むにつれてランニングはウォーキングとなり、ついにはストッピング。荒あらい息とともに河川の階段に腰こし掛かけ、項うな垂だれ、ただ時間が過ぎるのを待つのがＪＫ時代のまみこの日課だった。

　体型を揶や揄ゆされるのが嫌いやで学校も不登校になり、ウォーキングの甲か斐いなく体型はますますぽっちゃりふくよかになっていく。

　と、そんなころ。

「──まったく楽しそうじゃないな」

　まみこはある夜、いつものウォーキングコースで、トレーニング中らしき年下の男の子と出会った。トレーニングウェアには電極めいたパーツがゴテゴテと付けられ、しきりに体を動かしてデータを取っている様子だったので、ひと目ですぐに印象に残った。

　話しかけてきたのも、その少年から。

「なに？　ダイエットが楽しいはずがないだろう、だって？　ふじゃけるなよ、そんなものは心がけ次し第だいだ。どうせやるなら、もっと面白くしたほうがいい」

　そうは言うものの、心がけひとつでダイエットが楽しくなるはずもない。

　そもそも、渋しぶ々しぶ始めたダイエットだ。

「好きなことだけすればいいんだよ。人生は使い終わるとそれまでなんだ。辛つらいことや嫌なことからは全部目を背そむけて、楽しいことだけ楽しんでればいいんだよ。人生は厳しいだとか、誰が決めたんだ。まだ人生のひとつもクリアしてない連中の戯たわ言ごとだろ」

　とんだ子どもの理り屈くつ。

　だがその台詞せりふは、不思議とまみこの耳に残った。そうして少年から教えてもらったのが、屋内ではなく屋外で体を動かして楽しむ、まだ作り始めのリアルゲーム。

「だから、俺といっしょになんでも面白くしてみようぜ」

　その日、彼女はゲームのテスターに誘さそわれたのだ。ギークガールのまみこは、もともとそれが原因で視力が悪くなったほどにはゲーム好きである。そのうえ、ダイエット兼けんゲームに付き合ってくれる男子とお近づきになれたとなると──

　驚くべきことに、瘦やせるのに二ヶ月とかからなかった。
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　部屋一面、ネコまみれ。

　白やら黒やら三毛やらシャムやらアメショやらネコマタやら。床ゆかに机にベッドにタンスに押し入れに。どいつもこいつもにゃーにゃーみゃーみゃー大合唱。その光景は、キャメロット城内のおんぼろアパート十一号室のよくある日常の景色だ。

　部屋の主あるじは、無数のネコたちが丸まるベッドの隅すみで、同じくネコのように丸まって惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

「ごめんねママぁ～～……まみこはきょうも充じゆう電でん中ですぅ～～……」

　ネコたちの鳴き声に搔かき消えそうな寝ね言ごとを漏もらしたのは、部屋の主ことまみこであった。

　高校卒業後、受験も就職活動もせず、声優養成所に通うでもなく、ずっと彼女の充電期間は続いている。気分は今でもゲームクリエイターの一員のままだ。遊戯都市の助成金と親の仕送りのおかげで、バイトなどせずとも今のところは充電も順調だった。

「──はっ！」

　と、よだれを垂らしたまま、まみこは急に目覚めた。

　慌あわてて起き上がって時計を確認したところ、時刻は朝九時。

「学校行かなきゃ～～！　これじゃ遅ち刻こくですよぉ～～！」

　彼女は泣きそうな顔で制服を探そうとして、ベッドから慌てて起き上がってメガネをかけ、主の様子など素知らぬ顔のネコたちを見下ろし、そこで気づく。

「たはは……そういえば、少し前に卒業していましたねぇ～～」

　誰もいないのに恥はずかしげに縮こまると、まみこは照れた顔を俯うつむかせた。

　見下ろしたパジャマの胸むな元もと。先ほど飛び起きた拍ひよう子しに、巨きよ乳にゆうの遠心力で第二ボタンが弾はじけ飛んでしまったのか、豊満な谷間が垣かい間ま見みえてしまっている。

　以前アーサーから勧すすめられた『ブレイドワールド』制作のテストプレイのおかげでダイエットに成功したまみこだったが、不思議とバストサイズは変わらなかった。彼女は苦笑いとともにパジャマから部屋着へと着き替がえる。

　ほっそりとした裸ら身しんと、アンバランスな巨乳。さらにそこそこ長身で、猫ねこ背ぜさえ正せばかなりのモデル体型だ。にもかかわらず、朝から妙みようにしょぼくれている彼女の面おも持もちに、自らに対する自信めいたものは欠片かけらもない。

「朝ごはん食べたいなぁ。談話室、もう誰だれかいるかなぁ～～？」

　まみこはスリッパをはいて自室の外へと向かう。玄げん関かんの扉とびらを潜くぐる際、ＡＲ機器を操作し、部屋に群れていたＡＲネコたちの姿を一いつ瞬しゆんにして表示オフに切り替かえた。

　まみこが住んでいる十一号室は三階だ。一、二階にそれぞれ五つ部屋があり、三階の部屋数は四つ。まみこと同じフロアに住んでいるのは十二号室のツバサだけだったのだが、きのう十三号室に新入りの少女がやってきた。

「アリアちゃんかぁ～～……仲良くしたいなぁ……もう起きているのかなぁ……？」

　きょうも平日、火曜日だ。

　まみこの見立てでは、アリアはおそらく高校生くらい。となればとっくに起きて学校に行っていなければならないはず。しかし、このアパートの住人たちに通学だの通勤だのといった概がい念ねんは存在していない。

　階段を下り、まみこは一階の談話室へと向かう。

　二階には、六号室から十号室まで。一階には、アーサーの一号室から五号室までが並んでいる。そこに住んでいるのはアーサーが勝手に四天王と呼んでいる序列二位から五位のメンバーだ。

「そういえばぁ～～、まだアリアちゃんのこと知らないひとのほうが、多そうですよねぇ～～……」

　半分寝ね惚ぼけているのか、まみこはのんびりとした足取りで階段を下りていく。

　そうしてたどり着いた談話室。いつもの円えん卓たくの席に、ツバサがちょこんと座っていた。相変わらずのだぶだぶパーカーとスパッツという普ふ段だん着ぎだ。

「ツバサちゃん。おはようございます～～」

「はい、おはようございます」

　まみこが軽く手を振ふったところ、ツバサは相変わらずの無表情で小さく頷うなずいた。

「朝ごはん作ろうと思うんですけどぉ、ツバサちゃんもなにか食べます～～？」

「はい」

　本人の返事より先に、ツバサの腹の虫が先に鳴った。よほど腹を空すかせていたのだろう。もっとも、自分で朝食を用意しようという気はまるでないようだが。

「……そうだ。団長ちゃんにも聞いておきましょう～～」

　と、キッチンスペースへと向かいながら、まみこはＡＲグローブのラインアプリを開いた。手の甲こうの上に立体表示されたＡＲウインドウとキーボードを操作し、アーサーへとメッセージを飛ばす。

『おはようございます。朝ごはん作りますけど団長ちゃんもいかがです？』

『頼たのんだ。ランニング中なので、今から戻もどる。朝飯よろ』

　返事はすぐに飛んで来た。

　意外な内容に、まみこは軽く驚おどろく。普ふ段だんは極めて偉えらそうだが結構マメな男なのだ。そこそこ長い付き合いのまみこは、そんなアーサーの性格をよく知っている。驚くべきは返事の速さではなく、ランニングの文字。

「団長ちゃんが早朝トレーニングなんて、とっても珍めずらしいですねぇ～～……」

　なにせ、いつもは朝遅おそくまで爆ばく睡すいしているはずなのだ。まみこは珍しがりつつも再びメッセージを送信。

『今朝もインスタントヌードルでよろしいでしょうか？』

『ヌードル大好物』

『ああでも、リクエストがあればなんでも作りますよ？　なにか食べたいものとかありませんか？』

　ろくに作れもしないリクエストが来たらどうしよう、などと思いつつも、まみこは口元を綻ほころばせながら追加メッセージを送信。

　すると──

『まみこ』

　という簡潔極まる返事が送られてきた。

「ふええええええええええええええ～～～～～～～～～～!?」

　一瞬きょとんとした後、まみこの絶ぜつ叫きようが響ひびく。

　キッチンから聞こえてきたその奇き声せいに、円卓で朝食を待っているツバサは、行ぎよう儀ぎよく席についたまま静かに小首を傾かしげるのみ。

　一方、大だい胆たんなメッセージを受け取ったまみこは、顔を真っ赤にしてその場に蹲うずくまり、震ふるえる手でＡＲウインドウの情報更こう新しんボタンを連打。しかし、アーサーからの『まみこ』という返事が消えたり別の返事に差し替わったりする気配はない。

「どどどどどどど、どどどどどういうことですかぁ～～～～～～～～!?」

　寝惚け頭も完全に吹ふき飛んだ様子で、まみこは挙動不ふ審しんなくらい落ち着きを失っている。こちらからメッセージを送って先ほどの返事の真しん偽ぎを確かめるような度胸はない。ただただ、『まみこ』の三文字に心臓をバクバクさせながら見入るばかり。

「ただいまだ」

　そこへ、帰き還かんしたアーサーの声がアパートの玄関口から聞こえてきた。

「まままま、まだ準備がぁ!?　心の準備がぁ～～!?」

　食事の準備などすっかり忘れた様子で、あたふたと慌てふためくまみこ。

　彼女はその場で寝ぐせ頭を押さえつつ、耳まで真っ赤にした状態で、おずおずとキッチンから顔を出した。トレーニングウェア姿のアーサーは、今しがた談話室に入り、ツバサと朝の挨あい拶さつを交かわしている。

　そして、彼の背後にもうひとり。

「おっはよー、ツバサちゃーん」

　きのうアパートに転がり込んできたアリアの姿もあった。もしかするまでもなく、今までいっしょにランニングしていたに違ちがいない。

「団長ちゃんとアリアちゃんがふたりでランニング……」

　その光景に、まみこの動どう揺ようが一層強まる。

「わ、わたしだけの大切な思い出だったのにぃ～～……」

　アーサーと出会った真夜中のウォーキング時代を思い出したのか、その瞳ひとみが潤うるむ。

　と、まみこの存在に気づいたのか、アーサーがキッチンへとやって来た。

「おはようまみこさん。返事が中ちゆう途と半はん端ぱで申し訳ない。まみこさんの作るものならどんなものでも大だい歓かん迎げいだ、とか伝えるつもりだったんだけどさぁ」

「そ、そうだったんですかぁ～～……」

「返事の途と中ちゆうで、勝手についてきたアリアが妙に絡からんできて、間違って途中で送信ボタンを押してしまったというわけなんだよ」

　ズーンとまみこの表情が一気に暗くなる。どんよりと顔を曇くもらせたまま肩かたを落とし、彼女はアーサーとツバサとアリア、三人分のインスタントヌードルを茹ゆで始めた。自分の分はない。食しよく欲よくはめっきり消え失うせていた。

「あ！　アタシの分とかいらないんで！　お気き遣づかいドモですけど御ご無む用ようなので！」

　作ったヌードルを円卓へと運ぶと、アリアは慌てた様子で仰のけ反る。

　彼女はＡＲが作りだした架か空くう美少女。ものを食べるどころか、現実世界の物質に触ふれることさえできないのだ。

　──もっとも、そのことを知る者などここにはいないだろうが。

「分かりましたぁ……じゃあ自分で食べちゃいますねぇ……」

　欠食児童のようにヌードルにがっついているアーサーとツバサの横によろよろと座り、まみこは焦しよう点てんの合わない目つきでメガネを曇らせながらヌードルを啜すすり始めた。

「おいアリア。朝食をしっかりとらないときのうの俺みたくなるぞ。いいか、ちゃんと朝から食べないとお相撲すもうさんは稽けい古こがはかどらないし、不良の兄ちゃんもツッパれないんだ。朝食は元気の源なんだ」

「それはその、ほら、あれだよきみ……」

「そんなふたりがひょんなことから、土俵で取り組みを行う羽目に。ふてぶてしい番長とふとぶとしい大関の結びの一番となりました。大関ツッパリ負けじと番長もツッパリ」

　アリアが言い淀よどんだことをいいことに、ここぞとばかりにアーサーは畳たたみかける。

「ムリして面おも白しろいこと言おうとしなくてもよろしい！　アタシはその、ダイエット中なのだよ！　それともなに？　団長くんはダイエット中の乙女おとめに体重を増やさせる気なん？」

「ダイエット……」

　アーサーとアリアの会話が耳に入ってきた途と端たん、まみこの箸はしが止まる。

「このあと遊ゆう戯ぎ都市の街案内をしてくれと言ってきたくせに。途中で腹を空かせて歩けなくなっても知らんからな」

「だいじょうぶだいじょうぶ。団長くんは乙女の身体構造を分かってないなあ」

「街案内……？」

　さらなる会話に、まみこは顔を上げる。見れば、アーサーとアリアはふたりで出かける算段を立てていた。

「それってデートですか？」

　まみこが尋たずねる前に、ヌードルを食べ終えたツバサが無表情のまま口を開く。

「ふ、ふじゃけるなよ！　誰だれと誰がデートだ、大関と番長か、あいつら戦った後に友情じゃなくて愛情が芽生えてるじゃねえか！　社会に対してツッパってどうすんだ！　単に、ゲームを効率よくプレイできるよう街のスポットを教えてやるだけだ！」

「ンー、ところがどっこいしょ、アタシはデートのつもりだったんだけども」

「なななな……！」

「アハハ。別にデートくらい、気にすることないない。なにも恋こい人びと同士でしかやっちゃいけないって法律で決まってるわけじゃないんだし、もっと気軽にいこうぜ団長くん」

　狼ろう狽ばいするアーサーに対し、からかうような仕草で語るアリア。

　ちなみに、まみこの箸は止まったどころか、震える手からこぼれ落ち、今やスープの中に没ぼつしてしまっている。

「な、なにがデートだ。まったく。からかうんじゃない。し、しかし、アリアがそういうつもりでいるなら、もしかすると思っていた以上に必要経費を使うことになるかもしれん。妹様に頼んで小こ遣づかいの前借りをせがんでくるか。へへー妹様妹様ー、このうっかり助兵衛にどうか山やま吹ぶき色いろのお菓か子しのお恵めぐみをー」

　アーサーは慌あわてて朝食を済ませると、逃にげるようにそそくさと席を立つ。

「まみこさん、ツバサ。俺の留守中、キャメロットの守りは任せたぞ」

「イモウトー？　団長くんイモウトいるんだー、へー、紹しよう介かいしたまえよー」

「ついてくんな！　妹様の機き嫌げんが悪くなったらどうするつもりだ！」

　談話室から出ていくアーサーと、それについていくアリア。

　残されたのは、すでにヌードルを食べ終えていたツバサと、途中からずっと硬こう直ちよくしてしまっていたまみこのみ。

　と、ツバサはまみこの食べ残しが気になるのか、横からちらちらとドンブリ鉢ばちの中身を盗ぬすみ見。その際、彼女は前まえ髪がみに隠かくれていたまみこの顔を目にすることとなった。

「……まみこさん、顔、怖こわいです」

　思わず素す直なおな感想を口にするツバサ。

「ツバサちゃん……わたしたちも久しぶりに街のスポットを巡めぐりませんかぁ？　別に、団長ちゃんたちを尾び行こうするとかそういうのではなく、純じゆん粋すいにゲームをプレイするだけですから、いっしょに行きましょうね？　留守番は妹様に任せちゃえばいいんです～～」

　普段のスローテンポさが噓うそのように、追い詰つめられたように早口でまくしたてるまみこ。

　ツバサはまみこに対し、無表情のまま頷く。

「……まあ、私も気になりますから。ナイショですけど」

　その際に口にした台詞せりふは、誰だれにも聞こえないよう、わざと声を小さくしていた。
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　遊戯都市の本日のシーズンフェイズは、夏設定。

　大通りにやって来たアーサーとアリアを出で迎むかえたのは、きのうまで見事に咲さき誇ほこっていた桜並木ではなく、南国風のフルーツ樹木の群れだった。

「アワワ、なんじゃこりゃ、なして桜の木にバナナが実ってるん……？」

　きのうの桜景色が忘れられないのか、アリアは背の高い木々を見上げ、しきりに目を瞬またたかせていた。

「もともと桜でもなければバナナでもないぞ。ＡＲで視覚映像が置き換かわっているだけだ。どうせ明日あしたになれば紅葉もみじか銀杏いちようになって色づくだろう」

「ほへー」

　そうして、まるでカップルのように連れだって歩くアーサーとアリア。

　大通りは相変わらず歩行者天国で、一見して様々な人種や亜あ人種が入り乱れている。

　露ろ店てんで奇き天て烈れつな柄がらのＴシャツを物色している悪あく魔まっ子や、店頭で手製の工芸品を販はん売ばいしているドワーフ、さらには二足歩行している犬を追いかける全身甲かつ冑ちゆうの戦士と魔道士とエルフ娘むすめの三人組などなど。どこまでがコスプレでどこからがＡＲなのか、初見では見み抜ぬけようもない。そもそも人数が多すぎる。

「これみんなプレイヤーなの？　うっそだー、だってきょうは平日だっしょ」

「十分前にツイッターでレアモンスターとの遭そう遇ぐう報告があったらしい」

　ＡＲ端たん末まつのインターネット情報を確かく認にんしながら、アーサーが何気なく口にした。

「大量の経験値を落とすやつだ。大方、そのせいで大勢集まっているんだろう」

「いやいや、いっぱいひといるよ？　いっぱいいっぱいだよ？　半分以上は関係ないひとかＮＰＣじゃないの？」

「だったら試ためしてみるか。大声で、こう叫さけんでみるといい。耳貸せ」

「近いンだめって言ってるっしょ。節度と距きよ離りを保ってください。……ふんふん、なるほどなるほど。よぅし、試してやろうじゃないか」

　耳打ちするアーサーと若じやつ干かんの距離を取りつつも、アリアはその提案に乗ることにした。

　この大通りに見える人ひと影かげの全すべてがリアルゲームのプレイヤーなど、とてもではないが信じられなかったからだ。

　で、試しに彼女はアーサーに言われた通りの台詞をわざとらしく大声で叫ぶ。

「あーッ！　ドラグラビットだ！　ドラグラビットが出たよーッ！」

　口にしながらも、ドラグラビットがどんなモンスターなのかさえ知らないアリア。

　その瞬しゆん間かん。叫び声を上げたアリアのもとへ、大通りにいた全ての人影が目の色を変えてドドドドドドと押し寄せてきた。人、人、人、人の群れが大挙して全力疾しつ走そうでアリアへと殺さつ到とうしてくる。その様子はまるで、津つ波なみが迫せまってくるかのよう。

「アワワワワワワワワワワワワワワーッ!?」

　突とつ然ぜんのプレイヤーたちの大移動に涙なみだ目めで叫ぶアリア。だが、助けを求めようにもアーサーはとっくに姿をくらませていた。

　つまるところ、ドラグラビットというモンスターはこの場の全プレイヤーが血相を変えるほどのレアモンスターなのだろう。逃げようにも人の洪こう水ずいは四方から押し寄せて来るので逃げ場はまったくない。このままでは人の群れに押し潰つぶされてしまうだろう。

「さ、触さわられるわけには！　体を触られるわけにはーッ!?」

　目をぐるぐると回しながらも死にもの狂ぐるいで回かい避ひしようと挑いどむアリア。

　が、当然無理だった。彼女の幽ゆう霊れいめいた体はバイソンの群れにも勝まさる勢いに吞のみ込まれ、あっという間に見えなくなる。逆に、あまりに大人数だったことが幸いし、誰もアリアに触ふれられなかったことを気づかなかったほどだ。その僥ぎよう倖こうに感謝しつつ、アリアは目を回しながら狂きよう乱らんの大通りから逃げ出す。

「おー。どうだった。俺の言った通りだったじゃないか」

「ほ、ほんとだね……人の話は疑っちゃいけないね……」

　ふらふらになりつつも、アリアは人ごみから離はなれて成り行きを見物していたアーサーと合流、混乱する大通りを後にする。

　現在の遊戯都市は基本的に『ブレイドワールド』のファンタジー一色なのだが、大通りを抜ぬけて街の中心部に位置する交差点に差し掛かかると、大型のショッピングモールや、都市開発に大きく関かかわっている企き業ぎようのオフィスビルなどが見えてきた。

　中でも際きわ立だって目を引くのが、遊戯都市内でも市長に次いで大きな発言権を持つと言われている大だい企き業ぎようクリミナル・コーポレーションの高層ビルだ。

　各階に整然と並んでいる無数の窓ガラスをディスプレイに見立て、その細長いビルの壁へき面めんの一面を使ってスクエアブロック状のパズルゲームが行われている。

「世界観が台無しだ。まったく、クリミナル社め。都市開発に貢こう献けんしたからといってデカい顔をしおって。ブロックじゃなくてお前らが消えちまえ！」

　と、アーサーが苦々しげな顔で巨きよ大だいパズルゲームを睨にらみつけた。

「街中を闊かつ歩ぽしている巨大怪かい獣じゆうのコラボを決めたのもやつらなのだ。アリアも、あの光景は『ブレイドワールド』の世界観にそぐわないと思わないか？」

「アハハ……ドラゴンみたいでアタシは気になんないけど……」

　アーサーの問いかけを、アリアはただ笑って誤ご魔ま化かす。

　クリミナル社の名前を耳にしたとき、彼女の表情は僅わずかに強こわ張ばっていた。が、パズルゲーム画面を見上げていたアーサーは気づかなかったようだ。

　と、そのとき。交差点を取り囲むビル群のディスプレイが一いつ斉せいにひとりの少女を映し出した。ピンク色の髪かみと、エルフ耳、モデル顔負けのナイスバディに、自信に溢あふれた美び貌ぼう。当然、アリアにも見覚えがあった。

「おっ、ＭＩＫＯだ」

「ＭＩＫＯって美人だよなー」

　交差点を行き交かう誰もが足を止め、頭上のディスプレイを見上げてため息をこぼしている。『ブレイドワールド』の広こう告こく塔とうとしてモデル出演するだけあって、どうやら住民たちの間でもその知名度はかなりのものらしい。

「……やっぱ、まみこさんと同じひととは思えない」

「失礼な。まみこさんは昔から美人だ、俺が初めて出会ったときからほんの少しばかり細くなった感はあるが。ま、多少の誤差だ」

　大きく口を開け、ディスプレイの中で魅み惑わくの流し目を送るＭＩＫＯの姿を見上げるばかりのアリア。そして、そんな彼女の物言いを窘たしなめるように咳せき払ばらいを交えるアーサー。

　そんなふたりの、遥はるか後方。

　今ディスプレイに映っている美貌の主と同一人物の少女が、誰にも気づかれることなくアーサーたちを尾行していた。誰あろうＭＩＫＯことまみこだ。

　メガネをかけていることもあって印象が違ちがい過ぎるからか、誰も気づく様子はない。そして尾行中のまみこの傍かたわらには、道の途と中ちゆうで購こう入にゆうした骨付き肉にかぶりついているツバサの姿もある。

「あんなに仲良さそうに……ぐぬぬ羨うらやましいですぅ……」

　まみこは、ＡＲお化け粧しようを施ほどこした自分の姿が頭上のディスプレイに映し出されていることにさえ気づかない様子で、ずっとアーサーとアリアの背中を目で追い続けている。

「どうかな、アリア。俺とふたりっきりで熱く連れん鎖さしないか？　今夜はきみを寝ねかさないでハイスコアに挑ちよう戦せんだ！」

「団長くん、嬉うれしい……。じゃあ今夜はどんどんスピード上げていこうね！」

　突然、熱に浮うかされたかのような台詞の応おう酬しゆう。

「まみこさん、勝手にアフレコするの止やめましょう」

　鉄面皮のまま骨付き肉をワイルドに完食したツバサが、すかさず横やりを入れる。

　先ほどの台詞は、どちらもまみこが口にした台詞だ。仲なか睦むつまじそうに談だん笑しようするアーサーとアリアの姿を遠巻きに眺ながめながら、勝手な妄もう想そうで台詞を捏ねつ造ぞうしていたわけである。声優志望だけあって、役の演じ分けはなかなかどうしてたいしたものだった。

　そうこうしているうちに、背後にまみこたちがいるとも知らず、アーサーとアリアは移動を再開する。

「あっ～～！　ツバサちゃん、おふたりはショッピングモールに向かうみたいです～～、わたしたちも急ぎましょ～～！」

「はい。急ぐべきです」

　そしてふたりは、アーサーたちの後を追ってショッピングモールへ。

　ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市には、本来都市郊こう外がいに設置されるような大型ショッピングモールがリニア駅に隣りん接せつして存在している。都市内部の車道のほとんどが歩行者天国として解放されているため、駐ちゆう車しや場を作って郊外の来客を呼び寄せることができず、最初からリアルゲームの大規模実装に備えて駅直下型のモールとしてデザインされているのだ。

　そしてもちろん、このモールもＡＲスポット施し設せつを兼かねている。

「おめでとうございます！　先日開始されましたキャンペーンイベント、その記念すべき一万人目のアカウントのお客様となります！」

　アーサーたちがモールに入店した瞬間、ＡＲグローブが大きく発光するとともにファンファーレのようなメロディを流し始めた。同時に、数名のモール店員と思おぼしき面々がＳＥ付きの拍はく手しゆ喝かつ采さいでアーサーたちを出迎える。

「ご来店一万人目となるお客様には、『ブレイドワールド』でお使いいただけるキャンペーン専用の超ちよう豪ごう華かレア防具をプレゼント！」

　店員と思しき、というのは、彼らがまるでＲＰＧゲーム世界の冒ぼう険けん者しやギルド事務員のような格好をしていたからだ。基本はファンタジーだがＡＲの統一感が雑多だった交差点周辺と比べ、ショッピングモールはテナント全店に至るまで『ブレイドワールド』一色だ。

　天てん井じようも壁かべもプロジェクションマッピングでまるでダンジョンと化している。店員はもちろん、モールの来場客たちも迷めい宮きゆうの内部を探たん索さくする冒険者にしか見えず、まさに遊園地の大がかりなアトラクションエリアのような完成度。満を持して大規模実装された世界観を壊こわさないよう、徹てつ底てい的てきに雰ふん囲い気き作りが行われている。

　蛍けい光こう灯とうやコンセントといった近代的な要素はＡＲ映像によって徹底的に覆おおい隠かくされ、天窓から見えるはずの遊戯都市の景色もドラゴンたちが飛び交う空中庭園へと置き換えられている。店内にはモンスターも現れるらしく、武装ブレイド片手にあちこち歩き回っている冒険者の姿も散見でき、またデュエルスペースで決けつ闘とうしている者までいるくらいだ。

「驚おどろいたか？」

「う、うん。ちょっと面めん食くらって本気で言葉が出て来なかった」

　ギルド事務員たちに、冒険者サービギルドスカウ受付口ンターまで案内されるアーサーとアリア。

「それにしてもジャスト一万人とか、団長くん運良すぎだっしょ」

「そうか？　ラック・イーターを使った翌日とか、よくあることだが」

　あっけらかんと言い放ったアーサーは、記念防具のデータを確認し、顔を渋しぶらせる。

「男子用と女子用で二種類用意してあるのは結構だが、今の俺の装備品より数値が低いな。おいアリア、俺は辞退するからお前がもらっておけ」

「え！　そういうのアリなん？」

「俺が辞退すればお前が一万人目だろう。なにを戸と惑まどう必要がある」

　と、アーサーは自信満々に言い切り、ギルド事務員のひとりを捕つかまえる。相手は渋るかに思えたが、事務員は柔じゆう軟なんなことに申し出をふたつ返事で了りよう承しようしてしまった。景品とはいえゲーム内の無む償しようデータでしかないため、いくらでも融ゆう通ずうが利きくようだ。

　早さつ速そく、防具のデータはアリアのアカウントへ。初期装備のツイード姿だったアリアの格好が、装備変へん更こうとともに華はなやかなバトルドレスへと変わる。

「うっわ！　カワイイ！　でもこのスカートの丈たけ、短すぎ！」

　最初は喜んだアリアだったが、ミニスカートからチラ見えする太ふと股ももを見下ろし、途と端たんに顔を真っ赤に。

「問題ない。『ブレイドワールド』のスカート装備はどれも内部が目視規制されている。ＡＲのおかげでどんな過激なポーズを取っても絶対にパンチラすることはない。映画泥どろ棒ぼうでも盗とう撮さつできないから安心しろ」

「へぇー？　あ、ホントだ」

　アーサーの前で平然とスカートをたくし上げるアリア。どうやら目視規制は正常に働いていたらしく、目の前にいたアーサーでさえ中身を視し認にんすることはできなかった。

　しかし、突とつ然ぜんの大だい胆たんなアリアの行動に、アーサーは偉えらぶった腕うで組ぐみポーズのまま完全に硬こう直ちよくしてしまっている。うぶなところがあるらしい。

「おーい、団長くん、なにカタまっちゃってるん？　ほら、デート行こうデート」

「ふ、ふじゃけるなよ！　ちょっと太股が網もう膜まくに焼きついたくらいで、べ、べつにカタくなんてなってないんだからね！」

　動どう揺ようするアーサーを置いて、アリアはミニスカートの裾すそを軽快に揺ゆらしながら、さっさとダンジョンの奥へ奥へと歩き始めてしまう。受付口のダンジョンＭＡＰですでに道順は確認済みらしい。

「団長くん、みてみてパンツ。この必ひつ殺さつ技わざの前にはどんな男の子もイチコロだよ！」

「ぐはっ！　この攻こう撃げきを耐たえられる思春期の青少年はこの世に存在していない。まみこさん、ごめん、安易な色いろ仕じ掛かけに屈くつする俺を許してくれ……」

　そんなふたりの姿を背後の物もの陰かげから凝ぎよう視ししていたまみこ。相変わらず妄想のアフレコを口走っている。ちなみにメガネの奥の瞳ひとみも血走ってしまっている。

「まみこさん、アフレコ禁止です」

　その傍らで、ツバサがぽつりと呟つぶやいた。が、彼女は彼女で、完全にフードコートのほうへと熱い視線を送り続けている。

「ツバサちゃんはなんでそんな落ち着いてられるんですかぁ！　このままだと団長ちゃんがアリアちゃんに取られちゃうんですよぉ！　妹様に言いつけてやります～～！」

　そんなツバサの肩かたをガクガクと揺さぶり、まみこは涙なみだ目めで訴うつたえた。

「……じゃあ、私もパンツを見せたら、団長をものにできますか？」

「突然なに言ってるんですかぁ!?　こんな身近に超ちよう強力なライバルが!?」

「……でも私、パンツはいてません」

「そのスパッツ直じか穿ばきだったんですかぁ!?」

　ツバサの無表情カミングアウトに、まみこは驚きよう愕がくの顔つきで飛び上がる。

「いいですかツバサちゃん、地球には七十億を超こえる人間がいて、そのうち半分が男性で、うち一割くらいのひとが特とく殊しゆな幼女嗜し好こうをお持ちなんです～～！　つまりこの星にはツバサちゃんに悪いことをしたいひとが三億人はいるんです～～！」

「……それは確かに危険です。数が多すぎて対処できません」

「でしょう!?　だったら～～、今すぐパンツ買いに行きましょ～～！」

　すっかりアーサーたちを見失ってしまったふたりだが、まみことしても直穿きスパッツのロリっ子を連れ歩くのは危険と判断したのか、そちらを優先することにしたようだ。

　がやがやと騒さわぎながら別のフロアへと移動を始めるまみことツバサ。

「あのふたり、なにしに付いて来たんだ？」

「さあ……？」

　その様子を遠くから首を傾かしげて眺めているアーサーとアリア。

　当然ながら、あれだけ騒げば誰だれでも気がつくものだ。

「こっちこっち、まずはこっから攻こう略りやくしよう、団長くん！」

　ともかく、その後ふたりはデートを再開。

　とはいえ武装ブレイドを片手にダンジョンを練り歩きモンスターたちを狩かっていくふたりの姿は、デートというより完全に協力プレイといった感じしかない。

　洞窟モール内には様々な店が居を構えており、ツバサが目を奪うばわれていた食祭フード広場コートでは麦酒エール風バタージュースで乾かん杯ぱいする冒険プレイ者ヤーたちの姿が見受けられる。頻ひん繁ぱんに体を動かすそんな彼らのための治マツ療サー院ジ店、他ほかにも武具防具店やマジックアイテム販はん売ばい店など、現実のテナントと混在する形でＡＲショップも並んでいる。

　ふたりは賑にぎ々にぎしい商業区を抜ぬけ、空中回かい廊ろうへ。

　屋内とは思えぬ空の景色が一面に広がっている。

「団長くーん、防具だけじゃなくて武器もなんか強いやつちょうだいよー」

　足場の不安定な回廊の吊つり橋を進む途と中ちゆう、道中の戦せん闘とうでブロンズソードの弱さに辟へき易えきした様子のアリアが口を尖とがらせた。

　ところが、前を行くアーサーはなにも口にしない。吊り橋のど真ん中で固まったまま、一歩も動けなくなってしまっている。

「団長くん？」

「うわぁ！　いきなり話しかけるんじゃない！」

　背後からアリアが顔を出しただけで、みっともなく取り乱すアーサー。

　なにせこの吊り橋、危あやういほど実際に揺れる。武装ブレイドを放ほうり出してロープにしがみついたアーサーの目には、遥はるか眼下、地上まで数百メートルはあろうかという景色が映っていた。

　覗のぞき込むだけで真下の滝たき壺つぼに吸い込まれそうな、幻げん想そう的てきな絶景だ。おまけに頭上では、動きを止めたアーサーを狙ねらい、飛ひ竜りゆうや怪かい鳥ちようが大きな翼つばさを広げて上空を飛び回っている。

「もしもし、もしかして高所恐きよう怖ふ症しようぞなもし？」

「ふじゃけるなよ！　このくらいの高さ、俺が怖こわいわけが──」

「わっ！」

　青ざめた顔のまま虚きよ勢せいを張ろうとするアーサー。しかしアリアは彼の耳元で大きく叫さけび、拍ひよう子しにアーサーは吊り橋から足を踏ふみ外してしまう。

　瞬しゆん間かん、実際にアーサーの体に襲おそい掛かかる不気味な浮ふ遊ゆう感かん。同時に、遥か眼下の光景へ向かって、一直線にダイブ。

「うわああああ──あ？」

　思わず悲鳴を上げるも、アーサーが落下の感覚に苛さいなまれたのはほんの一秒にも満たなかった。遥か地上へと激げき突とつする前に、すぐに見えない床ゆかへと倒たおれ込む。

「アハハ。団長くん、かっこわるーい」

　吊り橋の上からアリアがほほえむ。

　同時に、アーサーが脱だつ落らくしたことで空中回廊のＡＲが解除される。高度数百メートルの空の景色も、上空を旋せん回かいしていたモンスターたちの姿も、一瞬で消え去った。

　後に残ったのは、モール内の通路に特設された、本物の吊り橋だけ。不安定に揺れていたのはチープな作りが原因だろう。安っぽい吊り橋は床から十センチ上に取りつけられていた。当たり前だが途中で落ちても死なない高さだ。

「もしかしてビビった？　ビビってる？」

「し、心臓に悪い……」

　青い顔のまま床にへたり込み、胸の動どう悸きを抑おさえようとしているアーサー。吊り橋のローブを頼たよりによろよろと立ち上がる。未いまだに足元がおぼつかない様子だ。

　もちろん吊り橋を渡わたり始める前から、橋以外の全すべてが拡張現実の光景と理解していたものの、それでも視界から感じ取る圧あつ倒とう的てきな錯さつ覚かくに足がすくんでしまっていたのだ。

「落ちても死なないって分かってるのに、団長くんは大げさだねえ」

「心臓弱いやつはショック死するわ！　とんだ恐怖ショーだわ！　高所恐怖ショーだわ！　まったく……ちょっとトイレ行ってくる」

「もしかしてチビった？　チビってる？」

「ビビりはしたけどチビりはしてない！　そういうレッテル貼はるのやめてくださいます？　ネットで俺がお漏もらししたとか誤報が広まったら社会的に死ぬ！」

　顔を赤くして通路途中のトイレへと向かおうとするアーサー。

「ねえ、団長くん。ところでだけどさ──」

　不意に、その背を呼び止めるアリア。

「現実に影えい響きようを与あたえる拡張現実。オーバーテクノロジーのダウンロード権限。団長くんは魔ま法ほうの種を持ってるの？　魔法使いなの？」

「は？」

　突然のアリアの言葉に、アーサーは首を傾げるのみ。

「それともまさか──きみがカレルレン？」
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「お兄ちゃん、だいすき。でもそんな素す直なおなこと、お兄ちゃんの前では言えないの。だからきょうもこっそり秘密の日記につけておくね。誰にも見つからないでね」

　ところ変わってキャメロット城。その一室で、全身黒ずくめのセーラー服の少女が熱に浮うかされたような台詞せりふを口走っていた。そして手元ではＡＲペンが走っていた。

　といっても、台詞にあった秘密の日記なんてものはどこにもない。少女が物もの凄すごい勢いでペンを走らせているのは、これまたＡＲ原げん稿こうの用紙だ。

　コマ割りを設定された原稿のページが、拡張現実のウインドウとなって虚こ空くうに浮いている。少女はその上にマンガのキャラクターや台詞を描かき込んでいるのだ。

「──はぁ。我ながら恥はずかしい台詞だぜ、まったく」

　と、猛もう然ぜんと走らせていた手を一いつ旦たん休め、妹様は大きなため息をこぼした。

「や、ま、キャラの台詞を口にする癖くせをなんとかすりゃー、済む話なんだけどな」

　ペン先で原稿を軽くクリックし、ベタ、トーン、効果線、ホワイトによる修正などを瞬時に加えていく。アナログ手法のように実際にペンで直接紙に描き、デジタル処理も全てこなせるという、若いマンガ家の間で最近流行はやっている拡張現実を利用したＡＲ描びよう画がだ。

　もっとも、何事も便利に済ませられるとはいえ、妹様のやっていることはとてもアシスタント業ではない。ゼロからイチから自分で全て描いている。

「ふわぁ……ちょっと休きゆう憩けいすっか。たぶん、二十四時間くらいフルで動いてたし。腹も減ったし眠ねむたいし」

　言って、妹様は本ほん棚だなをちらりと一いち瞥べつ。

　そこには、出版社から献けん本ぽんとして送られてきた自著のコミックスがずらりと並んでいる。妹様が自ら手て掛がける大人気シリーズ『まるでダメな妹はお兄ちゃんのことが好きすぎて、どんどんダメに堕おちていく』①～④巻。帯には早くもアニメ化決定の文字が躍おどっている。

　妹様が今までの人生でため込んでいたインモラルな感情を原稿用紙に叩たたきつけ、さらにその完成原稿を大手出版社に叩きつけ、あれよあれよという間にデビューしたのだ。

「……オレがこんなマンガ描いてるなんて知ったら、お兄ちゃんはどんな顔をするだろ。……ってか、知られたら生きていけねーよ、オレ」

　ひとりのときは駄兄ダニなどと呼ばないのか、素直にお兄ちゃん呼びする妹様。

　顔をほんのりと赤らめたまま、妹様は本棚に他の書しよ籍せきのＡＲ映像を被かぶせ、自著を隠かくした。タイトルは『剣けん豪ごうに学ぶ正しい闇やみ討うちの仕方』だの『キックボクシング極ごく意い』だの『遺産相続～邪じや魔まな兄弟はこうやって消せ～』だの、物ぶつ騒そう極きわまる本ばかり。

　以前悪意なく妹様の部屋にやって来たアーサーに本棚を見られたが、ダミーで用意したタイトル群を見るや、兄は手に取りもせずにすごすごと退散した。おかげで『ダメ妹』シリーズの著者であるとは未だにバレていない。

「小休止。まみこさんにメシ作ってもらお」

　ＡＲ原稿のページを保存し、妹様は数時間ぶりに席を離はなれた。

　よろよろと自室を出、談話室へ。

　しかしその場にお目当てのまみこの姿はなく、談話室の常連メンバーである兄やツバサの姿もない。

「そういや、うっかり助兵衛がどうとかくだらねーこと言いに来てたな。それくっつけたら余りもののムッツリと八はち兵べ衛えが可か哀わい想そうじゃねーか。ムッツリ八兵衛だと結局スケベ野や郎ろうじゃねーか。……ん？　あと確か、デ、デ……ト……？　うーん、デマエトル、出前取るから小こ遣づかい前借りさせてくれ、だっけ？」

　執しつ筆ぴつに集中していたせいで兄の台詞を聞きそびれていた上に、兄とデートという単語が結びつかないのか、妹様は首を傾げながら頓とん珍ちん漢かんなことを口にする。

「お兄ちゃんが出前取るんならありがたく待っとくか。よっしゃ、待ち時間ついでに今のページ仕上げよーっと」

　兄が食事を手配してくれたと勝手に思い込み、妹様は妙みように上じよう機き嫌げんで再び自室へと戻もどっていく。どうやら想像だけで足りなくなっていたエネルギーの補ほ充じゆうができたらしい。

「ららららーん♪　お兄ちゃんもー、ぜったい妹のことが好きー♪」

　徹てつ夜やのせいで頭が眠気で麻ま痺ひしているのか、普ふ段だんなら絶対に口走らないような鼻歌を口にしながら、妄もう想そうの世界に入り込んだ妹様は幸せそうに仕事場へと引き返す。

　ふと窓の外に白ウサギのＡＲがちらりと映ったが、お兄ちゃん大好きマーチを歌う彼女の視界にはまるで入っていなかった。キャメロット城にこっそりと現れたウサギは、一いつ匹ぴき、三匹びき、五匹ひき、十匹ぴきと、少しずつその数を増やしながら、ゆっくりと移動を開始した。







「今、なんて──」

　アリアの問いかけに対し、アーサーが訝いぶかしげに聞き返そうとした、その瞬間。

　モールの外から、突とつ然ぜんの大だい歓かん声せいが聞こえてきた。

　街中のプレイヤーたちが、歓喜とも驚きよう愕がくともつかない絶ぜつ叫きようを上げているのだ。それも、何百人単位で。

「なんだなんだ、何事だ」

　当然、アーサーの意識はそちらへと向く。質問の機会を台無しにされたアリアも、不満げながらもアーサーに続いて窓まど際ぎわへと駆かけ寄る。

　見れば、モールの広場に無数の白いウサギたちの姿があった。どこからともなくわらわらと大量発生している様子だ。そしてプレイヤーたちは目の色を変えてウサギの群れを追い回している。

「あれなに？　もこもこしててちょっとカワイイ」

「まさか……いや間ま違ちがいない、ドラグラビットだ」

　小首を傾かしげたアリアの疑問に、僅わずかに声を震ふるわせながらも答えるアーサー。

　アリアにも聞き覚えのある名前だった。大通りでその名を口にして酷ひどい目にあったのは記き憶おくに新しい。

「『ブレイドワールド』のレアモンスターの一体で、デザインは妹様、ＡＲプログラムはツバサが作った。ただ……ボス戦以外で大量発生イベントが起こるはずないんだが……」

　実際にゲームを作っただけあってアーサーは設定に詳くわしい。

　大量に経験値を落としてくれるレアモンスターが、さらに大量発生。その幸運なイベントに喜ぶプレイヤーたちを見下ろしながら、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめていた。

「ボス戦？」

「ああ。ドラグラビットは単体だと通常エンカウントのレアモンスターって設定だが、ゲーム内だと上位ボスモンスターとしても出現するんだ。それにそもそもおかしいと言えば、キャメロット城のスポット以外だと一週間に一匹出ればラッキーなくらいの出現率なんだが……モールのキャンペーンにイベント戦が含ふくまれているんだろうか？」

　アーサーがのん気に首を傾げる中、モールの広場では早くもプレイヤーたちによる大規模なドラグラビット殲せん滅めつ戦が始まっていた。

　その光景に唇くちびるを尖とがらせるアリア。

「えー、ウサギくんたちやられてるじゃん！　カワイイのに可哀想じゃん！」

　彼女の憤ふん慨がいの声などプレイヤーたちには届かない。なにせ普段は『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』が狩かり場を独どく占せんしているせいで、遭そう遇ぐうもままならないレアモンスターだ。倒せば倒すだけ経験値が手に入ってレベルも上がるし、この好機を逃のがす手はない。

　──が。一匹一匹は弱くてたいしたことのないモンスターだとタカをくくっていたプレイヤーたちの顔つきが、次し第だいに引きつり始めていく。

　群れたウサギたちはわらわらと一カ所に集まり、まるでイワシの魚群のように一体化し、互たがいの長い耳と耳とを結び合って一体の巨きよ大だいなモンスターと化したのだ。

　その姿はまるで、爛らん々らんと輝かがやく血のように赤い無数の瞳ひとみを全身に備えた、大型のドラゴンのよう。プレイヤーたちなど、数人まとめて大きく開いた口で軽々と吞のみ込めるほどの大きさだった。群態スワームドラグラビットは、巨大怪かい獣じゆう顔負けの咆ほう哮こうを上げ、プレイヤーたちへと襲おそい掛かかる。

「カワイくない……」

「で、あれがボスモンスター形態のドラグラビット。ちなみに今の声はまみこさんのボイスを特とく殊しゆ加工して収録したやつ。迫はく力りよくある熱演だろ」

　異形のボスモンスターを前に、あまりの変へん貌ぼうぶりに目を覆おおうアリアと、感かん慨がい深げに目を細めているアーサー。

　群態スワームドラグラビットに対し、プレイヤーたちは果か敢かんに応戦するものの、いくら攻こう撃げきを当てても小さなウサギたちがわらわらと分ぶん離りしていくだけ。ドラグラビットたちはすぐにも定位置に戻り、群れた姿を維い持じする。

「で、核かくになっている一匹を倒たおさない限り、ああやってずっと再生し続けるんだ。どうだ、集団戦したくなるだろ？」

「そんな得意げに言われても……」

　さらに、本体から分離して飛び出したドラグラビットたちの数匹が、突然大口を開けてプレイヤーたちの首元へと襲い掛かる。愛らしい見た目が一変、牙きばの生え揃そろった口を開けたその様子は、さながらワニやピラニアのようだ。

「全然カワイくない!?」

「で、今飛び出してきたのが、殺人ボーパルドラグラビット。モンティ・パイソンの映画で小さな白ウサギがアーサー王の円えん卓たくの騎き士しを次々と殺していくシーンがあって、妹様がノリノリでゲームに取り入れた。一撃食くらうとクリティカル判定で即そく死しする設定なんだ」

「そんな得意げに言われても!?」

　美味おいしい狩り場から一変、モールの外の景色はあっという間にプレイヤーたちがウサギに狩られる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化した。

「……ん？　なんだあれ？」

　そんな中、アーサーが訝しげに首を捻ひねる。確かに、ボスモンスターと化したドラグラビットには、プレイヤーを一撃で戦せん闘とう不能にするだけの高い攻撃力を設定している。

　だが、いくら戦闘不能になってもそれはゲーム上の数値の話。

　にもかかわらず、今しがた殺人ボーパルドラグラビットに致ち命めい傷しようを与あたえられたプレイヤーたちは、ＡＲ衣い装しようはそのまま、意識さえ刈かり取られたかのように気を失ったのだ。

　アーサーやアリアの見ている前で、次から次へと犠ぎ牲せい者しやが増えていく。本来なら、戦闘不能になったからといってプレイヤーの意識が断たたれるなど起こり得るはずもない。武具防具のＡＲ映像が消え、一時的にログインできなくなるだけで済むはずだ。

　続々と意識を失って倒れていく犠牲者たち。残った面々も異常事態を悟さとったのか、悲鳴を上げながら逃にげ出し始める。

「なんだあれ、マジでなんかおかしいぞ」

　アーサーが呻うめき声を口にした、その瞬しゆん間かん。

　群態スワームドラグラビットは、アーサーたちのいる真上を見上げ、突然その場から跳ちよう躍やく。

　そうして、拡張現実で作られた巨体ごと、モールの壁かべをまるで幽ゆう霊れいのようにすり抜ぬけさせ、瞬時にアーサーたちへと接近する。

「ちょ、いきなり！」

　慌あわてるアーサー目め掛がけ、群態スワームドラグラビットは巨大な前足を振ふり下ろす。

「こっち避よけて、団長くん！」

　反射神経に優すぐれた咄とつ嗟さのアリアの声を頼たよりに、アーサーはその場から思い切り真横に跳とぶ。だが、すぐにも次の攻撃がアーサーを襲う。

　振りかざした前足から、殺人ボーパルドラグラビットが鋭するどい牙を剝むき出しにして弾だん丸がんのように飛び掛かってきたのだ。

「まさか俺を狙ねらってるのか！」

　慌ててフリック操作で武装ブレイド『ラック・イーター』を表示させ、アーサーはモンスターの一撃を凌しのいだ。

「群れなきゃなんにもできない雑ざ魚この分際で、いい度胸だ！」

　片手で大型の武装ブレイドを軽々と振り回し、もう一方の手でスキル選せん択たく。ドラグラビットの弱点となる炎ほのお属性附ふ与よを行い、紅ぐ蓮れんの焰ほのおに包まれた刃やいばで群態スワームドラグラビットの巨体を狙う。

　──しかし。

『対象物にダメージを与えられません』

「はぁ!?」

　ラック・イーターの刃が群態スワームドラグラビットに突つき刺ささった瞬間、突とつ如じよとしてメッセージウインドウが表示された。

「いや今ちゃんと攻撃当たったろ!?」

　叫さけびながらも、アーサーは追撃を危き惧ぐして後方へと飛び退のく。おかげで、迫せまる次の攻撃を回かい避ひすることに成功した。

　だが、そこでまたアーサーは我が目を疑うことになる。そしてそれはアリアも同じだ。なぜなら、群態スワームドラグラビットの前足が──通路に設置されていた吊つり橋を叩たたき壊こわしてしまっていたからだ。

　ありえない。普ふ通つうに考えれば、決してありえない。先ほどは壁や天てん井じようをすり抜けていたはずのモンスターの姿が、まるで実体化したかのような、その現象。

「はは……手の込んだＡＲ演出だなー、感心感心……」

　口では笑い飛ばそうとするアーサーだが、乾かわいた笑いが漏もれるのみ。彼の顔は今や真っ青だ。なぜなら、先ほどの攻撃でダメージが発生していなかったにもかかわらず、十数匹の殺人ボーパルドラグラビットが分離し、虎こ視し眈たん々たんとアーサーの首元を狙っているのだから。

「これ──イベント戦なんかじゃない。現実を脅おびやかす拡張現実──」

　その光景に、アリアが唇を嚙かむ。

　最初こそ驚おどろいていたようだが、実体化を始めたようなドラグラビットの威い容ようを、今の彼女は冷静な目で見つめている。

「まさか……おとうさんたちが、団長くんが魔ま法ほうの種を持っているかどうか、試ためそうとしてるの──？」

　呟つぶやいて、そしてアリアはどこか腹立たしげに唇を嚙んだ。

「団長くん！　魔法の種を持ってるなら、早く使って！　アレは危ない、普通のゲームのモンスターなんかじゃない！」

「ど、どうしたんだ突然」

「いいから言うこと聞け！　出し惜おしみしてる場合じゃない！　オーバーテクノロジーのダウンロード権限、あるんでしょ！」

　切せつ羽ぱ詰つまったアリアの叫び。

　しかしアーサーの混乱はますますヒートアップしていく。

「なにがオーバーテクノロジーのダウンロード権限だ！　はぁ？　魔法の種？　そんなもん知らん！」

「だ、だったら、誰だれかから譲ゆずってもらってないの!?」

「知らんもんは知らん！」

　対する群態スワームドラグラビットは、ＳＥではない本物の足音を立てながらゆっくりと近寄って来ていた。紛まぎれもなく、ＡＲの産物が現実世界を闊かつ歩ぽしている。

「そもそもなんだ、その呼び方は！　オーバーほにゃららうんたらかんたら長すぎる！　略せ！　もっと短くカッコ良く呼べ！」

　ヤケクソ気味に叫ぶアーサー。

「俺ならこう略す！　オーバーロードとかな！」

　瞬間。その言葉を合図にしたかのように、アーサーの目の前に、激しい光の輝きが生まれる。魔法のような拡張現実の発光現象。その中から現れたのは、一枚のタロットカード状のＡＲだ。

　今にもアーサーに襲い掛かろうとしていたドラグラビットたちは、突とつ然ぜん現れた光の輝きに慄おののき、たじろぐ。

「……やっぱり持ってた。カレルレンが残した大いなる秘密の種──」

　息を吞むアリアの呟きが、アーサーの耳にも届いた。

　カードに描えがかれているのは、天使、鷲わし、牛、獅し子し、そして月げつ桂けい樹じゆの輪と女め神がみ。

　その絵え柄がらを見、アリアは呟く。

「──『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナ」




　──現代においてＡＲ技術を爆ばく発はつ的てきに発展させた、拡張現実機関『カレルレン』。

　世界各国の政府機関が『ＡＲ理アルカ想都市デイア計画』というお膳ぜん立だてを用意したのも、全すべては彼らのためであり、彼らから高度な技術を吸い上げるためだった。

　多大な恩おん恵けいを人類に授さずけるだけ授けて姿を消した彼らの、最後の遺産。

　魔法と区別がつかない超ちよう未来科学技術の結けつ晶しようにして、現代の科学水準では未いまだその全ぜん貌ぼうを解明しきれていない、現実に干かん渉しようし世界を侵しん食しよくする拡張現実。

　ＡＲがもたらすオーバーテクノロジーのダウンロード権限。

　その特性に応じて振り分けられたコードはそれぞれ、

『愚者』『魔術師』『女教皇』『女帝』『皇帝』『教皇』『恋人』『戦車』『力』

『隠者』『運命の輪』『正義』『吊るされた男』『死』『節制』『悪魔』『塔』

『星』『月』『太陽』『審判』──そして『世界』。

　隠いん秘ぴ学がく結社『黄金のゴール夜明デン・け団ドーン』のアーサー・エドワード・ウェイトが定めたタロットの配列に従い、大いなる秘密という意の呼び名を与えられた、全二十二種の魔法の種。

　所有者たちは魔法使いの名で呼ばれるようになる。

　それこそが、『ＡＲアルＣＡカＮＡナ』だ。
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　ツバサのツインテールが、突然逆立った。

　といっても表情は変わらない。

　場所はショッピングモール内の衣料品店が並んだ一角。先ほどからまみこがいそいそとツバサ用の下着を見み繕つくろっている。

　白だの黒だの赤だの青だのワンポイントだの縞しま々しまだのクマさんだの、まみこが確保した無数の下着を抱かかえながら、ぼんやりと店内の椅い子すに腰こしかけていたツバサ。彼女は巨きよ大だいなモールの反対側から聞こえてくる、人々の悲鳴を耳に捉とらえていた。

「まみこさん」

　ツバサはまみこへと、相変わらずの淡たん々たんとした口調で話しかける。

「はい～～？　どうかしましたかぁ～～？」

　下着を漁あさるあまり、なぜか頭の上にまで一枚載のっかっている不ふ審しん者しやめいたまみこ。その間延びした返事がツバサに届く。

「なにかあった──みたいです」

　彼女は無表情のまま店の外を指差した。

　何やら喚わめきながら逃げ惑まどう人々の姿がいくつか散見された。モール内の奇き想そう天てん外がいなＡＲ映像のせいで、悲鳴や絶ぜつ叫きようも決して珍めずらしいものではないが、それでもここまで慌ただしく大人数というのは実に珍しい光景だ。

「みなさん、せっかちさんですねぇ～～」

　のんびりとした口調で呟くまみこは、まるで慌てた様子を見せていない。繊せん細さいそうに見えて、その実それなりに大物なのかもしれない。

「これを見てください」

　と、妙みように焦あせっている様子のツバサは、手元のＡＲグローブを数秒操作。まみこに向けてＡＲ映像を表示させた。中ちゆう継けい映像のようで、モールの一区画の景色が映し出されている。

「ツバサちゃん？　この映像はもしかして……」

「はい。店内のカメラ映像をハッキングしました。ナイショですよ？」

「そ、そういうことはいけないんですよぉ～～……」

　まみこは困り顔でそう訴うつたえるも、ようやくそこでカメラ映像の中に、ウサギの怪かい物ぶつに追われるアーサーたちの姿を見つけたのか、顔を綻ほころばせる。

「団長ちゃんとアリアちゃんじゃないですかぁ～～、イベント戦かなにかでしょうか、迫はく力りよく満点です～～。おふたりとも苦戦しているみたいですねぇ～～」

　のほほんと微び笑しようを浮うかべるまみこ。

　あくまでスローペースな彼女に対し、ツバサはなにやら諦あきらめた様子で大きくため息。

「まみこさんも、いっしょに加勢しに行きますよ」

「え？　でもわたし、きょうはお化け粧しようしてきてないので……」

　頭に載っかったままの下着を外し、すっぴんのまみこは、辞退すべく申し訳なさそうににへらっと笑った。

「だめです。それでもいっしょに加勢しに行きましょう」

「で、でもでもぉ、すっぴんのまま団長ちゃんたちと協力プレイなんかしたらぁ、わたしがＭＩＫＯだって街中のひとたちにバレてしまいますよぉ～～！　アカウント名見えちゃうんですし、そんなことになったら、もう一生お外を歩けません……」

「まみこさんが来ないなら、私、一生パンツはきませんよ」

「……ふえええええええええぇぇぇぇぇ～～～～～～～!?」

　強力な人ひと質じちを盾たてに、ツバサはプイと顔を背そむけ、意外な押しの強さを見せた。

「あっ、あうっ、でもでもぉ、こんなイケてないノロマなわたしがＭＩＫＯってバレたら、ファンの皆みなさんに、こ、殺されてしまいますっ……！」

　涙なみだ目めになってツバサにしがみつき、イヤイヤと力なく首を横に振ふるまみこ。

　ツバサは弱気な彼女の姿を一いち瞥べつすると、再びＡＲグローブを使ってディープウェブを経由しアクセス。しばらくして、店内の姿見を指差した。

「まみこさん、あれを見てください」

「で、でもぉ～～……」

「早さつ急きゆうに」

「は、はいぃぃ！」

　有う無むを言わさぬツバサの勢いに圧おされ、まみこは仕方なく姿見を覗のぞき込んだ。

　そこに映っていたのは、自信に満ちた美び貌ぼうと、明るいピンク色のサラサラの髪かみ、そしてエルフ耳という、まみこがリアルゲームプレイ中には必ずなりきるＭＩＫＯとしての顔だった。今は泣きべそをかいているが、潤うるんだ瞳ひとみも蠱こ惑わく的てきにさえ見えた。

　まみこの背筋が、自然とシャンとなる。

「こ、これはいったい～～……？　まさかツバサちゃん、わたしのためにお化粧ツールを即そつ興きようで用意してくださったので？」

　まみこの問いかけに、ツバサは無言のままブイサイン。

「わ、わかりましたぁ！　これなら大だい丈じよう夫ぶ、団長ちゃんのもとに急ぎましょう～～！」

　自らを鼓こ舞ぶするかのように鏡の前で小さくガッツポーズを取ると、先ほどまでめそめそと渋しぶっていた姿が噓うそのように、まみこは駆かけ出す。普ふ段だんの自信の無さからくる猫ねこ背ぜやオドオドとした仕草は、すでにどこにもない。

　が、しかし。本人は気づいていないが、誰の目にもボサボサ頭のままだった。もちろんエルフ耳もない。おまけにメガネはかけたままだ。

「うまくいきました。まみこさんにはナイショですけど」

　まみこが鏡の前からいなくなったにもかかわらず、鏡像として残ったままのＭＩＫＯの姿。そのガッツポーズ姿を尻しり目めに、ツバサも鉄面皮のまま同じようなポーズを取る。

　ＡＲ機器へのハッキングを解き、鏡に投とう影えいさせていたＭＩＫＯの姿を解除。

　まみこを焚たきつけるために用意したダミー映像だったのだ。

　現実の彼女は今もすっぴんのまま。鏡に映ったＭＩＫＯの映像を見て、勘かん違ちがいしてしまっただけに過ぎない。

　先行するまみこの背中を追って、ツバサも駆け出す。その寸前、彼女は今もハッキング中のモール内のカメラ映像へと目を落とした。

　ドラグラビットに追われるアーサーとアリアは、ショッピングモールを上へ上へと、屋上スペースに向かって進んでいた。







「で、これどうやって使うんだよ!?」

「そんなんアタシが知るわけないし!?」

　仲良く肩かたを並べ、アーサーとアリアは全力疾しつ走そうしていた。表示された『世界』のタロットカードを象かたどったＡＲは、発光するばかりで一見なんの役にも立っていない。

「団長くんてば、貰もらったときに使い方聞いてなかったん!?」

「ふじゃけるのも大たい概がいにしろよ!?　俺はどんなゲームも最初にきちんと説明書を熟読してから始める模も範はん的てきな廃はいプレイヤーだぞ！　第一こんなもん、いつどこで誰だれになぜどんな風に貰ったのかさえ不確かだわ！　５Ｗ１Ｈだわ！」

「なにをが抜ぬけてる！　４Ｗ１Ｈだっしょ！」

「なにを貰ったかはハッキリしてる！　まるで役に立たないこのカードだよ！」

　タロットカードをＡＲグローブ越ごしに摑つかんで叫さけぶアーサーだが、カードはやはり発光を続けるのみ。にもかかわらず、ふたりの背後には群れたドラグラビットたちの悪夢めいた姿が猛もう然ぜんと迫せまっていた。無数のウサギの怪物たちは、さながら全てを食い尽つくすイナゴのような勢いで押し寄せてきている。

「くっ──」

　背後を振り返り、アリアは苛いら立だたしげに歯を食いしばる。

　彼女は自覚していた。

　相手は、ＡＲアルＣＡカＮＡナによって生み出されたＡＲの産物。だからこそ倒たおす術すべはない。相手はゲーム上の架か空くうの存在なのだから。

　そして同じゲーム上の武装ブレイドを用いても、システムに細工されているのか一いつ切さいダメージが通らない。そんな代しろ物ものが、実体化し現実世界で猛もう威いを振るわんとしている。先ほどまではウサギの牙きばに食い殺されても意識を失うだけで済んだ。

　しかし今や、アレに首の骨を砕くだかれでもしたら昏こん倒とうするだけでは済まないだろう。

「誰だか知らんが、俺たちの作った『ブレイドワールド』の世界で、俺たちの作ったモンスターを使って、よくもこんな滅め茶ちや苦く茶ちやを！」

　アーサーの怒いかりの声を聞き、アリアは唇くちびるを嚙かむ。まるでその面おも持もちは、この凶きよう行こうが誰の仕し業わざか知っているかのよう。

「おいアリア！　屋上が見えてきた！」

「よ、よっし、広いところに逃にげられれば、攻こう撃げきだって回かい避ひしやすく──」

「見えてきた……見えてきたけどさあ……あれはマズい！　マズすぎる！」

　階段を駆け上がり、屋上へと飛び出したアーサーとアリア。

　ふたりの顔がほぼ同時に引きつる。なぜなら屋上には、子ども連れのショッピング客のためにアスレチックコーナーが設置されているからだ。

　当然、平日の昼間とはいえ、多くの未就学の子どもたちが憩いこいの場で遊んでいる。

　アーサーがマズいといった理由はこれだった。

　背後からは、群れを成して迫るドラグラビットたちが刻一刻と近づいている。

　かのモンスターが、データ上の存在ではなく、得体の知れない化け物と化していることを、認めたくはないもののアーサーは無意識のうちに理解していた。

　だから、その場で足を止めて背後へと向き直った。

「──アリア。子どもたちを安全な場所へ連れていけ」

「え……」

「俺は──ゲーム制作時のドラグラビット戦のテストプレイ、ノーダメで勝ったこともある。群態スワームのコアのウサギの場所も分かってる。時間稼かせぎくらい余よ裕ゆうでできらあ」

　強がりを口にして、アーサーはＡＲ衣い装しようの外がい套とうを大きく翻ひるがえし、ハーフマスクを装着、そして持てる全すべてのＳＳＲ武装ブレイドを周囲に展開させる。

　あの怪物を、幼い子どもたちの前には絶対に連れて行くわけにいかない。

　食い止めるべきは、今。ここが一歩も退けない正念場。

「──ふざけるのも大概にしろよ、ぴょんぴょん野や郎ろうどもが」

　アーサーが最初に手を伸のばした武装ブレイドは、アリアと出会った際に最初に使った、長大な砲身と刀身を持つ無骨な砲ほう剣けん『ガラティーン』。その砲口は、薄うす気き味み悪わるい翅はねを広げて階段を跳とび越こし、跳ちよう躍やくとともに襲おそい掛かかる群態スワームドラグラビットへ。

　撃うち出された砲ほう弾だんが日輪の輝かがやきとともに敵の巨きよ大だいな体たい軀くに炸さく裂れつ、四方に爆ばく炎えんと爆風を巻き上げる。炎属性の攻撃は敵の弱点のはず──

『対象物にダメージを与あたえられません』

　だが、圧あつ倒とう的てきな火力にドラグラビットは吹ふき飛ばされたものの、やはりダメージは一切なく、ＨＰゲージが減る気配もない。当然、まるで怯ひるむ様子を見せず、再び臨戦態勢。

　アーサーはガラティーンを放ほうり捨て、次の武装ブレイドへと手を伸ばす。

　きのうツバサが使っていた大おお槌つちと同種のＳＳＲ武器『レディレイクスパイク』。

　トゲ付きハンマーの柄えを摑むとともに、アーサーはドラグラビットの群れの中ちゆう核かくへと飛び込む。頭上から振り下ろされる巨大な前足。初撃を大槌で弾はじき返し、冷や汗あせとともに二撃目を紙かみ一ひと重えで避よけ、がら空きになった胴どう体たい目掛けてハンマーを叩たたきつけた。

『対象物にダメージを与えられません』

　そのままジャイアントスイングの要領でハンマーを振り回し、砲丸投げのように群態スワームドラグラビットへと投げつける。

『対象物にダメージを与えられません』

「次！」

　続いてその手に握にぎり締しめるは、光り輝く大剣。次いで戦せん斧ぷ。さらに太刀たち。

『対象物にダメージを与えられません』

『対象物にダメージを与えられません』

『対象物にダメージを与えられません』

　ＡＲウインドウの表示が追いつかないほどの連続攻撃が続く。

　一度でもその身に受ければゲームの数値に関係なく絶命してもおかしくない致ち命めい傷しように至る攻撃を絶え間なく回避し続け、持てるＳＳＲ武器を次々と使い潰つぶしながら一撃一撃を的確に狙ねらい続ける。

　群態スワームドラグラビットは攻撃が命中する度たびに分ぶん裂れつし、凶きよう悪あくな面つら構がまえの殺人ボーパルドラグラビットをけしかけてくる。が、アーサーが逃げれば後方の子どもたちが襲われる。ゆえに、次から次へと武装ブレイドを持ち替かえ、波状攻撃で敵の群れを怯ませることで、この先に一歩も進ませまいと防衛線を死守しているのだ。

「すご──」

　その光景に、アリアは行動を起こすことも忘れて見み惚とれていた。

　背後では、ヒーローショーかなにかと勘違いした子どもたちが能天気な声せい援えんをアーサーへと送っている。アーサーは公言したとおり、一いつ匹ぴきたりともドラグラビットを子どもたちへと近づけさせはしなかった。

「やり込んでんだよ、こちとらよ。仲間たちと苦心して作ったゲームを暗黒ブラック会社に奪うばわれて、なーんもする気が起きなくて、毎日毎日未練がましく『ブレイドワールド』にしがみついていたもんでな」

　群態スワームドラグラビットの巨体が、僅わずかに欠けていく。目まぐるしく続くアーサーの攻撃の数々により、再生する余裕もないのだ。

　代わりに小型の殺人ボーパルドラグラビットの群れが増え始めるが、アーサーはそれら全ての行動パターンを把は握あくしているのか、全ての攻撃を武装ブレイドで弾き返していく。

「付き合ってくれた仲間たちともどもランキング上位を独どく占せんしても、まるで気分は晴れなかった……ちっとも楽しくなかったな……だけど今──」

　装備の耐たい久きゆう値が一いつ瞬しゆんで激減した武装ブレイドを放り捨て、ＳＳＲ武器の大半が同じように使いものにならなくなった状態で、それでもアーサーは荒あら々あらしく瞳を輝かせた。

[image: ]

「──なんだかちょっと、面おも白しろくなってきた」

　そうして、口元に大きく笑えみを浮うかべる。

「ちょっと待って……」

　そこでアリアは気づいた。ドラグラビットたちの攻撃に対し、アーサーは自分の武器を使い、まるでゲームのように鍔つば迫ぜり合いの打ち合いを続けている。彼の武装ブレイドは、敵と違い、単なるＡＲの映像でしかないはずなのに。

「まさか──」

　アリアは、アーサーが展開したＳＳＲ武器の山へと駆かけ寄り、先ほど彼が一発の砲撃で使い捨てたガラティーンを手に取る。無骨で巨大な鉄の塊かたまりだが、羽のように軽い。重量設定ゼロのＡＲなのだから当然だ。

「こんのぉ！」

　アリアはガラティーンの砲口を群態スワームドラグラビットに向け、アーサーの援えん護ご射しや撃げきとして盛大に爆炎の塊を撃ち出す。直撃するも、やはりダメージは発生しない。

　代わりに、ウサギの大群の一部が燃え始めた。『ブレイドワールド』に存在する、毒や麻ま痺ひといった状態異常のひとつ、『炎えん上じよう』だ。効果は対象の攻撃力の低下と、一定時間の固定ダメージが発生する。

「ンー、火薬って男の子の臭におい」

　むせ返るような火薬臭しゆうに少し頭をくらくらさせながらも、アリアは砲剣のフレーバーテキストを急ぎ確かく認にんした。能力は、状態異常『炎上』附ふ与よの追加効果。

「団長くん！　確かに武器で攻撃してもダメージは発生してないけど、それ以外の付ふ随ずい効果はちゃんと発揮されてるよ！」

「それがどうした！」

「にぶちんだなあ！　ダメージ関係なく倒せる武装ブレイドとか持ってないの？　あーるぴーじーじゃお約束でしょ、一撃必殺！　まさか作ってないなんて言わないよね！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声こわ色いろのアーサーだったが、アリアの言葉に、にんまりと笑みを浮かべる。

「あるぞ──貴様に相応ふさわしい武装ブレイドは決まった！」

　途と端たん、群態スワームドラグラビットを指差し、フリック操作で新たな武器を召しよう喚かん。

「魔ま槍そう『ロンゴミアント』！」

　現れたのは、先端だけが血色に染まった、白い長槍。

　真しん紅くに濡ぬれた先端部が異質な存在感を放っている。その特とく殊しゆ効果は、攻撃のクリティカル判定に成功した場合、高確率で『即そく死し』を引き起こすというもの。言ってみれば、交戦中のドラグラビットの殺人攻撃と同じ効果だ。

「アリア！　隙すきを作れ！」

「任された！」

　初連係とは思えない息の合った動きで、前衛後衛を切り替えるアーサーとアリア。

　が、その瞬間。

　群態スワームドラグラビットの巨体が一層大きく膨ふくれ上がったかと思うと、突とつ然ぜん無数の小型ウサギに分裂し、周囲に飛び散った。

「しまった、分ぶん離り状態に戻もどられた！　この状態だとコアウサギの場所が特定できない！」

「なんでそんな余計な設定あるん!?」

「俺のアイデアにケチつけんな！」

　蜘蛛くもの子のようにわらわらと無数に群れたドラグラビットたちが、前衛のアリアへと襲い掛かる。

「こんなん前衛やってられないって！」

　砲剣を担かつぎアリアは逃げ惑まどう。後方のアーサーもウサギたちに群がられてしまっていた。

　──と。

「団長ちゃん、下がってくださ～～い！」

　場の緊きん迫ぱく感かんにそぐわぬのんびりとした声が、屋上に響ひびく。

　同時に、放たれたいくつもの矢が瞬またたく間にドラグラビットの群れを射い貫ぬいていく。

　弓矢系のＳＳＲ武装ブレイド『フェイルノート』。放った矢は必ず狙った敵に命中するのがその効果だ。

「円卓ニート序列・オブ十一・イレ位ブン、ＭＩＫＯ。ただいま参上しました～～！」

　背筋を伸ばし、優ゆう雅がに髪かみをかきあげ、フェイルノートを構えたまみこが自信に満ちた微び笑しようを浮かべていた。その背後には、同じくハンマーを構えたツバサの姿もある。

「でかした！」

「ってあれ、すっぴんのままだけど、いいん？」

　まみこの矢が邪じや魔まなドラグラビットを次々と射貫いていく。ダメージは発生しないものの、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのように絶え間なく飛来する矢の雨を受け、ドラグラビットの群れの動きは明らかに鈍にぶっていた。

『対象物にダメージを与えられません』

『対象物にダメージを与えられません』

『対象物にダメージを与えられません』

『対象物にダメージを与えられません』

　矢の一発一発に警告メッセージが表示され、ウインドウのポップが止まらない。

　ドラグラビットの数に勝まさるのではと思わせるほどの、視界を塞ふさぐメッセージＡＲの乱立。

　その間かん隙げきを縫ぬって、アーサーが駆けた。

　ロンゴミアントを構え、怪かい物ぶつの群れへと向け、突とつ貫かん。

　狙うは、白ウサギの群れの中に隠かくれる、返り血を浴びたように真っ赤な色いろ違ちがいのドラグラビット。

「見つけた、コアウサギ！」

　合体時の核かくとなるドラグラビットのリーダーだ。

　コアが見つかったことを悟さとるや否いなや、白ウサギの群れはリーダーを守るべく密集隊形へと移る。再び集まって群態スワーム形態になろうとしているのだ。

「あれが！　よぅし、逃にがすかあーッ！」

　アリアはガラティーンの砲口を赤いドラグラビットへと向け、大火力の砲撃を敢かん行こうする。燃え盛る火か炎えんに炙あぶられる白ウサギの群れ。

「食くらいやがれ、魔槍ロンゴミアント！」

　瞬間、アーサーはＡＲの槍やりを力いっぱい握り締め、全力で投とう擲てき。

　純白の槍は空を裂さいて炎を纏まとい、小さなウサギの眉み間けんへと、真紅に染まった穂ほ先さきを突つき立てる。

　中核を果たす赤ウサギが串くし刺ざしになったことで、群態スワーム形態になろうとしていた他ほかのドラグラビットたちも、巨きよ体たいを維い持じできずにバラバラと崩くずれ落ちるのみ。

　そうして、一同が固かた唾ずを吞のんで見守る中、無数のドラグラビットたちの実体化を始めていたＡＲの肉体は光の粒りゆう子しとなって消えていった。

　それを受け──一連の戦せん闘とうを観戦していた子どもたちから、わーわーと声援の声が上がる。へなへなとその場にへたり込むアリア。そしてばったりと倒たおれるアーサー。まみこは、極限状態から解放されたふたりの様子に、不思議そうに首を傾かしげている。

　ツバサはいつもの無表情で、消えていくドラグラビットたちの姿を見つめていた。そんな中。荒あらい息をこぼしながら仰あお向むけに寝ね転ころがったアーサーが、ぽつりと呟つぶやく。

「あいつ、レアドロップ落としてないでやんの……。魔槍ロンゴミアントはドラグラビットのボス戦で手に入る武装ブレイドなのに……」

「団長くんたら、そんなマメ情報、今はどうでもいいっしょ」

「ふじゃけるなよ。こんなに苦労したのにドロップ品なしとか俺の『ブレイドワールド』がクソゲーとしてその名を天地に轟とどろかせてしまうわ。おまわりさんここにクソゲーがいます。クソみたいなゲーム取とり締しまり法ほうで取り締まってください」

「疲つかれてるの？　いつもよりキレがないね？」

「ぐううううううううううううううううう!?」

　無理して面白いことを言おうとしていたアーサーだが、アリアのダメだしで痛いところを突かれ、悶もん絶ぜつの表情に。

　そんな光景をほほえましそうに見ていたまみことツバサだったが、屋上の騒さわぎを聞きつけたのか、彼女らの周りに多くのプレイヤーたちが一いつ斉せいに押し掛かけてきた。

「なんの騒ぎだ？」

「あ、あれＭＩＫＯだ。メガネかけてる」

「ほんとだ、アカウント名見ないと分からなかった」

　言うなり、プレイヤーたちはまみこを囲んでパシャパシャと写真を撮とり始める。いつものことで慣れているのだろう、まみこはそんな彼らに対して自信たっぷりに決めポーズ。

「あ」

　それを見たツバサが、しまったとばかりに呻うめき声を漏もらす。

「まみこさん、ゲーム中なのにすっぴんじゃん。メガネかけたままだし。珍めずらしい」

「え……？　ええっ？」

　と、アーサーの何気ない一言がまみこの耳に届く。慌あわててＡＲ手鏡で自分の顔を確認するまみこ。当然ながらピンク髪もエルフ耳もそこには映っていない。

「俺は良いと思──」

「えええぇぇぇぇぇええええええええ～～～～～～～～～～～～～!?」

　途端まみこは両手で自分の顔を隠し、何気ないアーサーの呟きに耳を傾かたむける余よ裕ゆうもなく、一目散にその場から逃げ出してしまった。

　ちなみに、すぐにもインターネット上に拡散されてしまったＭＩＫＯの素す顔がおであったが、彼女自身がすっぴんに気づいていなかったこともあってかオドオドした感じはなく、これはこれで良いというマニアックなファンが増える結果となった。
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　同時刻。

　ショッピングモール屋上の戦闘を観戦していた人ひと影かげが、もうひとつあった。

　人影のいる場所は、同じ街の区画にそびえ立つクリミナル・コーポレーション本社ビルの最上階。

　窓まど際ぎわに立ち、望遠機能を持つオペラグラス状のＡＲを覗のぞき込み、その人物は不ふ愉ゆ快かいそうに唇くちびるを尖とがらせていた。

「ちょっとどういうことなのよォ。あの坊ぼうや、ＡＲアルＣＡカＮＡナを使わなかったわよン。せっかくカマキリちゃんをけしかけたのに、まったくのムダじゃない」

　甘ったるい、鼻にかけたような物言い。

　だが声は低い。

　ド派手で高価そうな毛皮のコートを羽織ったその人物──面おも持もちは端たん整せいだが、広い肩かた幅はばといい鍛きたえ上げられた肉体といい、どう見ても男だ。

「ホントがっかりだわァ。せっかく面おも白しろいものが見られると期待してたのにィ」

　より詳くわしく説明するならば、オカマだった。

　ダーティな金きん髪ぱつと、日に焼けた浅黒い肌はだ。口紅を塗ぬった唇を歪ゆがませ、薄うすくアイシャドウを引いた涼すずしげな目元を細め、ひどく落らく胆たんの面持ちを浮うかべている。

　そして彼の失望の目は、背後にいる白衣姿の研究者たちにも向けられていた。

「あーたたち、ＡＲＩＡちゃんの報告はホントなんでしょうねェ。魔法を使う相手が一いつ般ぱんピーポーなんて、ダサすぎて願い下げよォ。それでなくともこっちは急なお仕事で彼氏ダーリンとのデートを邪魔されて、プリプリしてるんだからァ」

　オカマは懐ふところから一枚のＡＲカードを取り出す。

　ふたりの男女の仲を天使が取り持たんとしている絵え柄がらの、タロットカード。

　──『恋ザ・ラ人バーズ』のＡＲアルＣＡカＮＡナ。

「まァでも、受けたお仕事はきっちり完かん遂すいするわよォ。なにせこちとらプロの傭よう兵へい稼か業ぎようで、カレルレンの弟子でし、魔法使いなんですものン」

　そう言って、クリミナル社顧こ問もん魔法使いベニス・ペニーワーズは、本人だけがチャーミングだと思い込んでいる凄味のある笑え顔がおを見せた。

　彼の手元のＡＲ端たん末まつには、『ブレイドワールド』プレイヤー有志によるファンサイトのウインドウが表示されている。

　そこには、第二十四次キャメロット攻こう城じよう戦、参加者募ぼ集しゆう中ちゆう──とのメッセージが記されていた。
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　ショッピングモール騒そう動どうの翌日、シーズンフェイズは秋。

　キャメロット城の窓からも、赤や黄色に色づいたＡＲ遊ゆう戯ぎ都市の景色を目にすることができた。

　そして、城じよう壁へきの周囲に続々と集結している、第二十四次キャメロット攻城戦参加プレイヤーたちの姿も。その数は、先日の第二十三次のときよりもさらに大人数が集まっている。

　無理もない。きょうは水曜日とはいえ祝日なのだ。

「えらいこっちゃえらいこっちゃ」

　アーサーは朝も早くに目を覚まし、大規模イベント戦を控ひかえて珍しく慌てた様子を見せている。

　対してアリアはぼんやりと談話室の壁かべにもたれかかっていた。

「アリア、お前も落ち着いている場合じゃないぞ！」

「なんじゃらほい。団長くん朝からどうしたの？」

「窓の外を見ろ！　やつらまた懲こりずに攻城戦を仕し掛かけてくるつもりらしい。どう見ても数百人はいそうだぞ……こっちは最高でも十二人、アリアを入れて十三人しかいないのに……」

　その十三人も、当然ながら全員揃そろいはしない。

　ただでさえひきこもり中で返事もしないメンバーが多いというのに、海外の大会に出ている者、中にはＶＲ犯罪に巻き込まれて今もデスゲームに囚とらわれ続けている不幸な者や、妹様のように連日の徹てつ夜やでノックダウンしている者もいる。

「まみこさーん！　いつまでもひきこもってないで出て来てくれー！」

「いやですぅ～～～～～～～～～～～～～～！」

　さらに、すっぴんを晒さらした一件が原因で、まみこまで自室に閉じこもっている始末。

「素顔をネットで晒されて拡散されてまとめられて……、こんなんじゃもう……お外を出歩けませぇ～～～～～～ん！」

　アーサーがいくら扉とびらを叩たたこうと、まみこは決して部屋から出てこようとしない。

「団長くんたらてんてこ舞まい。こりゃ、今度こそ落城しちゃうかもだね」

　アリアも、大人気ない参加人数を目にし、諦てい観かんの苦笑いを口元に浮かべている。

「不法侵しん入にゆう者しやどもにキャメロット城の支配権を奪うばわれることになったら、毎日毎日朝から夜までずっとレア狙ねらいのプレイヤーたちで敷しき地ち内がごった返すことになるんだぞ！　そうなりゃ朝あさ寝ね坊ぼうも昼寝もできなくなるというのに！」

「夜よ更ふかしだけは思う存分できるけどね」

　──きのうの一件は、アーサーにとってすでに過ぎたことになっているらしい。今はすっかり眼前のピンチに目を奪われてしまっている。それは仕方のないことで、というのも、ドラグラビットが実体化した形けい跡せきなどまるで残っていなかったからだ。

　アーサーたちの逃とう避ひ行こう中に壊こわされた施し設せつの各所も、帰り道で目にしたときにはどれも傷ひとつなかった。粉々にされたはずの吊つり橋でさえ直っていたのだ。

『ははーん。俺としたことが超ちようリアルなＡＲについ騙だまされてしまったようだな』

　というのが、きのうのアーサーの弁。

　意識を失って倒れたプレイヤーたちも、モールの救護室ですぐに目を覚ました。症しよう状じようはバーチャルゲームでもよくある『乳揺ゆれ酔よい』と同じで、笑い話で終わってしまった。

「うっせーぞ、駄兄ダニ！」

　騒ぎ立て続けるアーサーの声で目を覚ましたのか、鬼おにの形相の妹様が現れた。

「朝っぱらくらい、ちっとは静かにできねーのか！」

　全身黒ずくめのセーラー服姿の中で、目だけが真っ赤に充じゆう血けつしている。二日続けて徹夜をしてしまい、すっかり気が荒あれている様子だ。

「あ、妹様。おはようございまっす」

　その姿を見、アリアが軽いノリで朝の挨あい拶さつをする。

「……えっと、確かアリアだっけ？　おはよーさん」

　自信なさげに首を傾かしげる妹様。きのう、アーサーが妹様に小こ遣づかいをせびる際にアリアとの顔合わせは済ませていたものの、原げん稿こう執しつ筆ぴつに集中するあまり記き憶おくがおろそかになっていたのだ。アーサーは、ふたりの挨拶が終わるのを律りち儀ぎに待って、妹様に顔を近づけた。

「あいやしばらく。そうは言うがな妹様、よく考えてみろよ。普ふ段だんの俺は昼間まで惰だ眠みんを貪むさぼる優ゆう雅がなイカレポンチだ。人生で時計を見るのはアニメの録画をするときとアニメの視し聴ちようをするときとカップ麵めんに熱湯を注いだときだけと決めているくらいだ」

「そうだね駄兄ダニぃちゃん」

「言わば、現代社会に存在しながら社会的貢こう献けんを一いつ切さいしない道楽貴族的生活を送るディスイズアニート。日々をダラダラ過ごすことに関してはスパルタな男として知られている。そんな俺がどんな理由でこんな時間にあんな連中の相手をしなきゃいけないのか。怒おこりたいのはお兄ちゃんのほうなの」

「そうだね駄兄ダニぃちゃん」

　兄の話を妹様は怒いかりの笑みとともに聞き流す。

　と、ふたりのやり取りを傍はた目めに見ていたアリアが苦く笑しようとともに口を開く。

「……団長くんて、妹ちゃんからダニ呼ばわりされてるんだ。害虫扱あつかいなんだ」

「アリア、ふじゃけるなよ。男子の鑑かがみのようなお兄ちゃん、略してダニだ。最上級の褒ほめ言葉になると、まっこと男子の鑑のようなお兄ちゃん、略してマダニに進化するのだ。我が家の兄きよう妹だい仲を貶おとしめるような発言はよせ」

「いや言ってねーし。マジでダサイお兄ちゃん、略してマダニだし」

「ちょっと待って！　まるでダメ呼ばわりのほうがまだマシなんだけど！」

　妹様の心無い一言に本気でショックを受けるアーサー。

「アハハ。まごうことなくダメでダサイお兄ちゃんだと思うぞ？」

　さらに追い打ちをかけるアリア。

　が、しかし。

「……い、いやっ、そこまでダメじゃねーし……、ダサくもねーし……」

　言い出した張本人であるはずの妹様は、なぜかあからさまにそっぽを向きながら、消え入るような小声でブツブツと文句をこぼした。

「え、今なにか言った？」

「な、なんでもねーし！」

　怪け訝げんそうに聞き返すアーサーを、妹様は腕うでを組んでじろりと睨にらみ返した。

「アリアの言うとおり、紛まぎれもなくダメでダサくてダニっぽい駄兄ダニぃちゃんだなって言ったんだよ！」

　二対一ではいくら口の回るアーサーでも勝ちは拾えない。圧あつ倒とう的てき敗戦により虫ケラ扱いの汚お名めいを着せられたまま、すごすごと引き下がった。

　そうして妹様はアリアへとくるりと振ふり返る。

「それにしても、アリアは新入りなのにうちの駄兄ダニのことよく分かってるなー。お似合いカップルかよおいー、このこのー！」

　その面持ちは、朗ほがらかでフレンドリーな笑顔だ。

「絶対に渡わたさねーけどな」

　そして笑顔のまま不ふ穏おんな声こわ色いろで一言付け加える。

「…………へっ？」

　最後に言われた敵意ある台詞せりふを聞き逃のがしたのか、はたまた耳にはしたものの理解が及およばなかったのか、アリアは引きつった顔つきとともに固まってしまう。

「ともかく、今使えるメンバーのケツを叩いて攻城戦に駆かり出さないと！　ああでもあいつら、ゲーム制作時代から一丁前に休きゆう暇かだけは主張しやがるからな……」

　未いまだアリアも知らない円えん卓たくメンバーのことを言っているのだろう、アーサーは再び騒さわぎ始める。

「いや待てよ」

　が、ふとした面おも持もちで、急になにやら考え込む素そ振ぶりを見せる。

「ツバサなら、もしかしたらなんとかできるかも──」

　そうして、アーサーは早足でその場から去っていった。

　残ったのはアリアと妹様のみ。

　アリアはチラッと妹様の様子を盗ぬすみ見た。

　アカウント登録された名前はそのまま『妹様』。だから本名は当然分からない。それにしてもなんと唯ゆい我が独どく尊そん極きわまる名前だろうか。

「ねえ妹様、ふたつ質問があるんだけど」

　と、アリアは黒ずくめのセーラー服少女へと話しかける。

「その名前、自分でつけたの？」

「……や、アカウント取得を駄兄ダニに任せたらこうなった」

「じゃもうひとつ。どうして団長くんはムキになってこのアパートを守ろうとするの？　妹様なら知ってるよね？」

　アリアは、ＡＲで再現されたキャメロット城内にぽつんと建っている、寂さびれた安アパートの内装をぐるりと見回し、一言。

　先ほどの問いかけと違ちがい、妹様は即そく答とうしなかった。

「妹様？」

　アリアが首を傾げて顔を覗のぞき込んだところ、妹様は苦々しげに口を開く。

「……まだ昔のことが吹ふっ切れてねーんだよ」

　そして、ため息まじりに語り始めた。

「うちの駄兄ダニは、クリミナル社に『ブレイドワールド』の利権を取られた今もそうだけど、どうにも未練がましいところがあってな。このアパートも、言ってみりゃ子どものころの思い出の場所ってわけだ。オレ、小さかったからちゃんと憶おぼえてねーけど」

「子どものころ？」

　どこか遠い目で、妹様はアパートの内装を見み渡わたした。

　ＡＲ技術の発展とともに随ずい分ぶんと様変わりしてしまった屋内の景色。それを見つめる彼女の視線は、どこか寂さみしげだった。

「オレらはここの市長の子どもだから、昔はそこそこいい場所に暮らしてた。もともとここに住んでたのは、子ども時代のお兄ちゃんとスゲー仲の良かった、幼おさな馴な染じみの女の子」

「住んでた、って……」

「今はいない。病気でさ。その幼馴染、生まれつき体が弱かったみたいで、あんまり出歩けなかったらしい。このアパートが世界の全すべてだったわけ。で、お兄ちゃんは相手をなんとか楽しませてやろう、笑わせてやろう、って、あの手この手でちょっかいかけてた。ま、オレはその背中に付いて回ってただけだけど──」

　肩かたをすくめながら、妹様は言葉を続ける。

「あのころだったな、お兄ちゃんが『面おも白しろいこと』にこだわり始めたのは。毎日を面白いこと探しに費ついやして……ああそうそう、ムリしてでも面白いこと言おうとするあの癖くせも、始まりはその辺だったと思う。病気の幼馴染の現実を、少しでももっと面白くしてやりたかったんだろう」

　妹様は苦い顔つきで、言い辛づらそうに続きを口にする。

「だけど、ある日その幼馴染の病気が悪化して──後に親父おやじから聞いた話だと相当深刻だったらしい──で、入院することになって、アパートから出て行った。またこの場所で再会しよう、なんて、できもしねー約束までしてな」

　──ＡＲの発展により医い療りよう水準はかなり向上したが、そのほとんどはメスを用いる外科手術の技術水準だ。人体及び患かん部ぶの正確な立体視が拡張現実で可能になろうと、取り除けない病巣や、大病の治ち癒ゆとなると、話は別。

「その子から、音おと沙さ汰たとかは……」

「入院先は分かってる。なにせうちの親父が手配した市営病院だ。聞いた話じゃ、かなりの治療を施ほどこしてくれたそうだ。でも、この八年ずっと寝たきりの状態でさ……。お見み舞まいにも行っていたんだけど、二年前から始まった面会謝絶で顔を見ることもできなくなった。それでもお兄ちゃんは、まだ再会を諦あきらめてないらしい」

「そう、だったんだ……」

「で、二年前の都市開発の際、アパート潰つぶしてここいら一帯にハコモノ作ろうとしてた親父と対立したうちの駄兄ダニは、当時開発中の『ブレイドワールド』に協賛企き業ぎようを募つのって金を確保して、あたりの敷地をアパートごと買い取った。親子は対立、駄兄ダニは家を追い出され、ひとりじゃ寂しいだろうと憐あわれんでやったオレも同行、お前は行かないでと泣いてすがる親父のドタマ蹴けり飛ばして、こんなみすぼらしいアパート暮らしってわけ」

　キャメロット城がすっぽり収まるほどの敷地。確かに、こんな広大な敷地が都市開発で活用されることもなく残っているのはおかしいとアリアも思っていた。

　アーサーは自分のことをアパートの家主のようなものと言っていたが、同時に地主でもあったわけだ。

「考えてみりゃ……リアルゲームなんぞを作り始めたのも、病気の幼馴染の現実をもっと面白くするためだったんだろーな。だからあの子がアパートに戻もどってきたときのために、ここを最上位スポットとして設定したんだろうし。ま、そこまでして作ったゲームも、協賛企業のひとつだったクリミナル社に足元すくわれて乗っ取られたんだけどさ」

「クリミナル社──」

　知り合ったばかりの相手に兄の身の上話を長く話し込んでいたことを、今さらながら自覚したのか、妹様はそこで話を切り上げてアリアに背を向けた。

「オレは徹てつ夜や続きで眠ねむいから、もう行くわ。でもアリアは、まー気が向いたら駄兄ダニの手伝いでもしてやってくれ」

　そうして、顔を見られたくないのかそそくさと自室に戻ろうとする妹様。

「……妹様、気づいてなかったかもしれないけど、無意識だとお兄ちゃんってちゃんと呼んであげるんだ」

「は、はぁ!?　言ってねーし！　呼んでもねーし！」

　結局、彼女は顔を真っ赤にして逃にげるように部屋に戻ってしまった。

　残されたアリアはため息まじりに呟つぶやく。

「仕方ないなあ。団長くんのために一ひと肌はだ脱ぬいであげよっか」

　そうして小さくほほえんだ、その瞬しゆん間かん。

　前まえ触ぶれもなくアリアに対して「おとうさん」から連れん絡らくが届いた。

　受け取ったメッセージを慌あわてて確かく認にんする。

『第二十四次キャメロット攻こう城じよう戦中、監かん視し対象のＡＲアルＣＡカＮＡナを確認後、身み柄がらを確保する。我が社の顧こ問もん魔ま法ほう使つかいを手伝え──』

　それは、アリアにとっては産みの親である「おとうさん」──クリミナル・コーポレーションのＡＲ開発スタッフからの、突とつ然ぜんの指令だった。




　　　[image: ]




　談話室を離はなれ、アーサーは十二号室へとやって来た。

　ツバサの部屋だ。

　ノックをするが返事はない。急ぐあまりアーサーは、鍵かぎが開いているのをいいことに勝手に上がりこむ。

「すまんツバサ。大至急頼たのみたいことがあるんだが──」

「すや……すや……」

　アーサーがそう言うも、ツバサは布ふ団とんの中で冬とう眠みん中の小こ熊ぐまのように丸くなっていた。

　というか実際、小熊の着ぐるみパジャマを着ている。

「おーいツバサ、起きてくれ」

　悪いと思いつつも、眠るツバサの近くによって肩を揺ゆさぶるアーサー。

「……おはようございます、団長」

「ああ、おはよう。眠っているところ悪いな」

「……夜よ這ばいですか？」

「ロロロロロ、ロリコンちゃうわ!?　夜這いちゃうわ!?　清すが々すがしい朝の到とう来らいを告げるただの親切なモーニングコールサービスだわ！　ってかそんな言葉誰だれに教わった!?」

「そうですか、残念です」

　顔を真っ赤にして首を横にブンブンと振るアーサーに、ツバサは普ふ段だんどおりの無表情でそう言ってのけた。

　と、ツバサはアーサーの目の前でＡＲグローブを軽くタッチ。次の瞬間、小熊の着ぐるみパジャマはパッと消え去った。どうやら実際のパジャマではなくＡＲだったようだ。

　その実ツバサは下着姿で眠っていたらしい。アーサーの目に飛び込んでくる、色白の肌はだに良く似合う健全で純白の上下の下着。

「俺を性犯罪者にしようとするのやめよう!?　俺はロリータ少女と結けつ婚こんしたいコンプレックス略してロリコンの類たぐいじゃねえから！」

「でもまみこさんが、そういうひとはこの世に三億人くらいいるって……」

「俺をその三億人の中に入れないで!?　残り六十七億人の圧あつ倒とう的てき大多数側に属してますから安心してください。マイノリティは死ねマジョリティ生きろが口くち癖ぐせの模も範はん的てき日本人なので！　マイナー否定メジャー志向の右にならえな模も倣ほう的てき日本人なので！」

　叫さけびながらも、アーサーはツバサの下着姿を目に焼きつけた。決してタナー分類第三期以下の裸ら身しんに欲よく情じようするようなロリコンではないものの、こういうハプニングに遭そう遇ぐうした以上、どうせなら網もう膜まくを酷こく使ししたほうが得だと判断したからだ。

「じろじろ見ないでください」

「さっきまでと態度違くね!?」

「なら、もっとじろじろ見てください」

「ふじゃけるなよ!?」

　と、そこでアーサーは自分の口を押さえた。

　いくらなんでも先ほどから大声を出し過ぎている。これで妹様がこの場に乱入するようなことになったら、命が危あやうい。

「これ、まみこさんにきのう買ってもらったやつです。似合っていますか？」

　そんな中、アーサーの胸中も知らず、ツバサが無む邪じや気きに自分の白いブラの紐ひもを摘つまんで見せた。

「すまない、似合っているかどうかは分からないんだ。なぜならさすがにもう見てないから。うん、これ以上自分の網膜に激務を強しいるのは俺も悪いと思って」

　小さなブラにすっぽりとジャストフィットしている蕾つぼみが見えそうで見えない。が、さすがにアーサーもここで覗き込もうとするほど不ふ埒らち者ものではない。すでに目を両手でガッチリと覆おおい隠かくしていた。

「下着のことはよく知らないので、お礼は水着を買ってお返ししようと思っていますが、団長はどんな柄がらがいいと思いますか？」

「そ、そうだな。これは究極と至高の選せん択たくになってしまって俺には決めきれないけれど、究極ならスイカ柄のビキニ。至高ならメロン柄のビキニかな。片パイがスイカで片パイがメロンの柄違いビキニがあれば山だの海だの揉もめる必要ないんだけどな」

　両手で目元を隠したまま、ごにょごにょとのたまうアーサー。
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　すると──

「団長。もうだいじょうぶなので目を開けてみてください」

「どれどれ……ひいっ!?」

　眼前には、先ほどまでほんの微かすかに控ひかえめな盛り上がりがあるだけだったはずのツバサの胸むな元もとが、とんでもなく育っていた。

　まみこほどではないが、すっかりたわわに実ってしまっている。

　ロリ巨きよ乳にゆうだ。

「ＡＲで大きくしてみました」

　拡張現実で本来ないものをあるように見せられる今の時代、もとからあるよりないほうが自由度は高いのだ──とでも言わんばかりのクールな無表情で、ツバサは胸の谷間を作ってみせてアーサーの眼前に突つきつける。

　おまけにブラまで、アーサーのリクエストどおり片側がスイカ、片側がメロンの左右非ひ対たい称しようデザインのＡＲに置き換かえられている。

「どうぞ。好きなだけじろじろ見てください」

「こ、小こ悪あく魔まっ！　ここに小悪魔がおる！」

「突つついてもいいですよ。ＡＲの感かん触しよくテストです」

「ど、どっち!?　どっちなら突いていいの!?　究極オア至高!?」

「さすがに冗じよう談だんです」

　淡たん々たんとしたツバサの一言に、アーサーは重圧から解放されたようにその場でへなへなと腰こしをぬかしてしまった。

「た、助かった……悪魔に俺のピュアな魂たましいを奪うばわれるところだった」

「きのうまみこさんに、パンツ姿で迫せまれば団長も簡単にモノにできると、そうアドバイスを受けたもので。少し試ためしてみたくなりました」

　まったく悪びれた様子もないその声こわ色いろに、しかし今まで振ふり回されていたアーサーは、怒おこる気も起きないくらい疲つかれ切っている様子だった。

「で、団長。なんの用件で私の部屋に？」

「うわー、さらっと話題を切り替かえるのな。そういうところ超ちようクール。まあ、用件は単純な話なんだが──」

　動どう悸きが収まらない心臓を押さえながら、アーサーはツバサの耳元に何事か耳打ちする。

「……できそうか？　天才ＪＣの天才力を見込んでの頼たのみなんだが」

「はい。できます」

　そう言って、ツバサは椅い子すにひっかけていたクマ耳フード付きパーカーとスパッツの普ふ段だん着ぎに手早く着き替がえた。捕ほ捉そくしておくと、すでに本来の貧乳に戻っている。さらに、ガラクタ置き場のような機材類から、頼みごとに必要なパーツを数点取り出す。

「頼む。さすがにあんな大人数に真正面から攻せめ込まれたらヤバいからな」

「……大人数？　知りませんでした。あんなにたくさんいたんですね」

　ツバサは今さらながら窓から外の様子を確認し、両手に荷物を抱かかえ、涼すずしげな鉄面皮のまま一言。そうしてスリッパをつっかけてパタパタと自室を出ようとして──

「そういえば団長」

　後ろに続こうとしたアーサーのほうへと、くるりと振り返る。

「……さっきのこと、みんなにはナイショですよ？」

　口元は、小さくはにかんでいた。
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　──攻城戦参加組、本部。

　キャメロット城の敷しき地ちに臨のぞむ公園で、急きゆう遽きよ用意された催さい事じ用テントを中心に、多くの人だかりができていた。

　そしてその中で、特に異い彩さいを放つ人物がひとり。

　派手で高価そうな毛皮をその身に纏まとった、豊満で長身のゴージャスな美女だ。

　目を引くのは、ダーティな金きん髪ぱつと小麦色の肌。そして濃こい化け粧しよう。おおよそリアルゲームプレイヤーとは思えない出いで立ちで、傍はた目めには夜の世界の住人にしか見えないが、アイシャドウを引いた目元には只ただ者ものではない雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「なによォ、こんなに集まっちゃうワケ？　多すぎて把は握あくできなくなっちゃう。もォみんないい年して好きねェ、ゲーム」

　鼻にかけたような物言いとともに、その美女はテントに用意されたパイプイスの上に窮きゆう屈くつそうに跳はね上がったヒップを乗せ、レザーパンツに包んだ長い脚あしを組み替えた。ただそれだけの動作で、豊かな胸元が大きく揺れる。

　そして、リップを塗ぬった肉厚の唇くちびるをキュッとすぼめ、色気たっぷりの流し目で自分の周りに集まったプレイヤーたちを一望する。

「今回、私は初めて参加するワケだけどォ、あーたたち、ちゃんと命令には従いなさいよォ。なにせこの中では、私が一番強いんですものねェ」

「は、はいベニーさん。喜んで」

「まさか、レベルをカンストさせたプレイヤーさんが無職王の他ほかにいらっしゃるとは」

　アカウント名を『ベニー』という、その美女。小指を立てた手で摘まんだのは、高級香こう水すいの瓶びん。それを惜おしげもなく自分の体に吹ふきかけていく。

「レベル？　あァン、ここに表示されている数字のことね。たいしたことないわよォ、うちの社は顔が利きくから運営に言ってチートでちょちょいっと…………なんでもないわァ！　今のは気にしないでちょうだいな！　オホホホホ！」

　余計なことを言いかけたベニーは、慌あわてて笑って誤ご魔ま化かす。

　だが、どこか凄味のある海外からやって来た美女を前に、まさか強く出られる者がこの場にいるはずもない。

「とりあえずゥ、戦せん闘とう中にこのキュートな男の子を発見したら、すぐ私に連れん絡らくを入れなさい。いいわねェ？」

　そう言ってベニーが取り出したのは、男性がひとり写ったＡＲの写真映像。そこには、ベニーとペアルックのド派手な服装のオカマが写っていた。

　広い肩かた幅はばに似合わぬしなを作ってウインクしている。さらには手慣れた自じ撮どりポーズ。心構えなしに見るには少々インパクトの強い写真だ。

「なにこのオカマ」

「うわすごいオカマ」

「黙らっしゃいあーたたちッ！　こっちは人ひと違ちがいよッ！　あとオカマオカマ言うんじゃないわよッ！」

　クリミナル社の顧こ問もん魔法使いベニス・ペニーワーズが写った写真映像を慌てて消し、謎なぞの美女ベニーは別の写真を取り出した。

「あ、無職王だ。良かったこっちはオカマじゃない」

「そうそうコイツですよ。ベニー姐ねえさんと同レベルの廃はいプレイヤー」

　写っているのはアーサーだ。当然、面々も見覚えがあるため口々に訴うつたえている。

「知っているなら話は早いわねェン。この坊ぼうやの相手は私がするから、あーたたちは黙だまって見てなさい！」

　ベニーの言葉に、他プレイヤーたちは喜んで頷うなずく。

　なにせラック・イーターの犠ぎ牲せいになって不幸のどん底に落とされたプレイヤーは数多く、彼らとしても犠牲者たちの二の舞にはなりたくなどなかった。

　そうして作戦会議は早々と終しゆう了りよう。イベント戦の開始を待つばかりとなった。

「さてと──」

　最後までテントの下に残ってくつろいでいたベニーが、しばらくしてようやく重い腰を上げる。

「スモークチーム、フラッシュチーム。あーたたちもぬかるんじゃないわよォ」

　そう言ってベニーが視線を向けた先には、無機質めいた笑えみを浮うかべた、数人の美少女プレイヤーたちの姿があった。

　彼女らはベニーの声に頷くでもなく、人形のように笑って佇たたずむのみだった。







「そろそろ開戦だな、準備はいいかアリア」

　キャメロットの城門に待機したアーサーが、ふと隣となりのアリアへと目を向けた。

　普ふ段だんの元気印もどこへやら、彼女はうわの空でぼんやりと佇んでいる。

　アリアが装備しているのは、きのうキャンペーンで手に入れたレア防具と、そしてアーサーが貸し与あたえた砲ほう剣けん『ガラティーン』。

　レベルは未いまだ最弱とはいえ、アリア本人の運動神経とこれだけの装備があれば充じゆう分ぶん第一線で戦えるだろう──というのがアーサーの目もく論ろ見みだった。

　アーサーもまた、ハーフマスクで顔の上半分を隠し、防ぼう御ぎよ力の高いＳＳＲ防具の外がい套とうを装備し、臨戦態勢を整えている。

「おーい、アリア？　もしもしアリアさん？」

　ただし、結局イベント戦に備えているのはふたりのみ。

　ツバサやまみこを含ふくめ、他のメンバーの姿はどこにもない。

　おまけにアリアが心ここに在らずといった様子では、アーサーが不ふ安あんに駆かられるのも無理はない。

「アリアさん、ちゃんと聞いてくれてます？　今はあなただけが頼たよりなんですよ？」

「うん……」

「教えてやった『ブレイドワールド』の基き礎そ知識も全部覚えてるだろうな。先生、抜ぬき打ちテストしちゃうぞ」

「うん……」

　アーサーがなにを言っても、アリアの返事は常に同じ。

「それでは質問です！」

「ぎゃわっ！　アワワ、急になになに？」

　ところが、アーサーが頰ほおでもつねってやろうと手を伸のばしたところで、アリアは慌てて反応を示し、触ふれられまいと飛び退のいて身構える。

「クエッション・ワン！　『ＳＴＲ』とはなんの略？」

「凄すさまじくたくましい裸ら体たいの略、つまり攻スト撃レン力グスの数値！」

「クエッション・ツー！　『ＤＥＦ』とはなんの略？」

「どうにもえげつない腹筋の略、つまり防デイ御フエ力ンスの数値！」

「合格だ、もう教えることはなにもない」

「ドモです」

　教えられたとおりに答えたアリアに、アーサーは満足げに頷く。

「……って、本気でふたりで戦うん？　援えん軍ぐんもなしにあの大軍を相手にするなんて、どうにも不可能だっしょ」

　先ほど届けられた『おとうさん』の命令をなんとか頭の片かた隅すみに追いやりながら、アリアはアーサーへと尋たずねた。

「安心しろ。今ツバサがとびっきりの助っ人とを手配してくれている。それまで持ちこたえられればそれでいい」

「助っ人？」

　アリアが小首を傾かしげた、その瞬しゆん間かん。突とつ如じよとして攻こう城じよう戦参加者たちが大声を上げ、武装ブレイドを構えて一いつ斉せいに押し寄せてきた。

「よっしゃこいやあああああああああああああ！」

　対たい抗こうするかのように負けじと大声を張り上げ、アーサーも迫る群衆目め掛がけて駆け出す。

　取り残されたアリアだが、彼女はもともとギルドシンボルを守るようアーサーから命じられている。軽けい率そつに動くわけにはいかない。

　それに──「おとうさん」の命令が今も頭をかすめている。

　もしもこの場から動いて、そこで命令を実行に移さなければならない場面に出会ったら、自分はアーサーを裏切らなければならない。

「……そんなの、面おも白しろくないよ」

　アーサー──子どものころの約束を守って、今もひとりの女の子の帰りを待ち続けている少年。そんな彼を裏切るなど、たとえ命令とはいえアリアは我が慢まんならなかった。

　しかし、所しよ詮せん彼女は『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』。魔ま法ほうに等しいＡＲ技術によって生み出された人工物でしかない。拒きよ否ひ権など最初から存在していないのだ。

　だからアリアには、せめて何事も起きませんようにと、その場に残って祈いのることしかできなかった。

　彼女の視線の先。大たい剣けんの武装ブレイドを振ふり上げたアーサーは、レベル差と熟練度にものを言わせ、並みいる敵を真っ向から斬きり倒たおしていく。ゲームに対する慣れもそうだが、ＳＴＲやＤＥＦといった数値の差がその他大勢のプレイヤーたちとは段違いなのだ。

　が、そのとき。

　無機質な笑顔を張りつけた美少女プレイヤーが、三名ほど突とつ然ぜんアーサーの目の前に突つっ込んできた。

　彼女らはアーサーの正面、左方、右方にそれぞれ陣じん取どり、その視界を塞ふさぐ。

　次の瞬間。

　三人の少女たちの体が、突然、光に爆はぜた。

「え──」

　息を吞のむアーサーだが、どれだけゲーム上の数値が高かろうと、現実に起きたハプニングに対応できるはずもない。アーサーを含めた周囲一帯のプレイヤー全員の目が、圧あつ倒とう的てきな光量に晒さらされ、同時に灼やかれる。

「うおっ、目が、目がっ!?」

「なにも見えないっ!?」

　それはまるで、閃せん光こう弾だんの炸さく裂れつを目まの当たりにしたかのよう。

　ただ事ではない様子のプレイヤーたちの悲鳴が飛び交かう。

「なんだ、今の技わざは！　こんなもの『ブレイドワールド』には存在していないぞ！」

　さしものアーサーもたじろいでいた。だが、他のプレイヤーたちのように両手で目を覆おおって混乱しているわけではない。

　間かん一いつ髪ぱつ、彼の反応よりも早く装備していた仮面が遮しや光こうの効果を発し、炸裂した光を防いだのだ。本来なら、ゲーム上の状態異常を防ぐための装備。目くらましに類する技を使ってくる敵は『ブレイドワールド』にも多々存在している。しかし、明らかに人体に悪あく影えい響きようが出てもおかしくないような暴力的な閃光など、当然だがアーサーはゲームに入れた記き憶おくもない。クリミナル社もそんな犯罪まがいな仕様変へん更こうはしていなかったはずだ。

　突然の事態にアーサーも頭の混乱を抑おさえられないでいる、そんな中──

　喚わめき続けるプレイヤーたちの合間を抜け、再び数人の美少女たちがアーサー目掛けて駆け寄ってきた。先ほど光に消えた美少女とは印象も姿形も違うが、その作り物めいた表情だけは似通っている。

「まさか──」

　再び閃光に襲おそわれるのではと、無意識のうちに片かた腕うでで目元をガードするアーサー。

　が、その瞬間。

　今度の少女たちは、全身を白はく煙えんへと変えた。

　突然のスモークは一瞬のうちにあたり一帯を煙けむりに包む。あまりに広こう範はん囲いで、アーサーを含めた周囲のプレイヤーたちは全すべて白煙に吞まれてしまう。

「くそっ！　なんじゃこりゃ！」

　視界ゼロの中、闇やみ雲くもに武装ブレイドを振るうアーサー。

　だが、狙ねらいを定めて振るったわけでもない攻こう撃げきは誰だれにも命中せず、逆に周囲のプレイヤーたちが出で鱈たら目めに振り回した攻撃がアーサーにヒットしてしまう始末。

「このままじゃ、為なす術すべなくゲームオーバーだ！」

　アーサーはひとまず、混乱するプレイヤーたちの間を強ごう引いんに抜け、煙の及およばない場所へと駆け出した。

「皆みなさァン、こっちよ、こっちよォ──」

　誰かの呼ぶ声がする。加えて、煙の異い臭しゆうに紛まぎれて、ドギツイ香こう水すいの匂においも。

「こっちは安全よォ──」

　早くも安全圏けんから避ひ難なん誘ゆう導どうを始めたプレイヤーがいるのだろうか。

　度たび重なるハプニングにアーサーは警けい戒かい心しんを薄うすれさせたまま、声と香かおりを頼りに、そちらへと近寄っていく。

　そんな彼を、大きく手を広げて出で迎むかえたのは──

「初めましてになるわねェ、こんにちは『世ザ・ワ界ールド』の坊や」

　嘴くちばしのように鼻の長い不気味なペストマスクを装着し、毛皮のコートを羽織った、長身で大おお柄がらなオカマの男だった。
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　ペストマスクのオカマを前に、アーサーはたじろいでいた。

　異様な衣い装しようの怪かい人じん物ぶつなど、リアルゲームが流行はやって以降、人の往来激しい街中だろうが頻ひん繁ぱんに目にする機会が増えた。とっくに見慣れている。

　が、目の前のアカウント名『ベニー』は、決して愉ゆ快かいな人物ではない。相対しただけで相手の異常性がひしひしと伝わってくるかのようだ。

「オホホホホ、ちゃんと仮面で顔を隠かくしてはいるようだけどォ、そのハーフマスク、いかにも半人前って感じねェ。まァ、魔法使いとしてのファーストステップは及きゆう第だい点ってところよォ。だけど、お辞じ儀ぎを忘れちゃいけないわァ」

　言って、相手はペストマスクを被かぶった顔を深々と下げ、大おお仰ぎように優ゆう雅がな一礼。

「そしてお次は名乗り。私はクリミナル・コーポレーションの顧こ問もん魔法使い、ベニス・ペニーワーズ。手に入れたＡＲアルＣＡカＮＡナは『恋ザ・ラ人バーズ』のカードよォ」

　そして顔を上げ、仮面の長い鼻を揺ゆらしながら、わざとらしく両手を広げておどけてみせる。

「さあ、次はあーたが名乗る番よ。そしてあーたが授さずかった魔法の力を私に見せてごらんなさい、『世ザ・ワ界ールド』の坊ぼうや」

「待て。クリミナル社だと……どういうことだ！」

　ところが、苛いら立だったアーサーの言葉に台詞せりふを遮さえぎられベニスは白けた風に肩かたをすくめる。

「あー、それ？　そォねェ、うちの社は前からＡＲ技術の権利独どく占せんに躍やつ起きだからァ、当然ながらＡＲアルＣＡカＮＡナにはご執しゆう心しんなのよォ」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、そして声のトーンと落とす。

「──っつーかさァ、せっかくこっちがノリノリで挨あい拶さつしてんだから、あーたも空気呼んで付き合いなさいよ。面白味の欠片かけらもないガキね」

　ペストマスクの下に隠されているであろうベニスの表情は、見るまでもなく憎にく々にくしげに歪ゆがめられていることであろう。それだけの怒ど気きが声に漏もれていた。

「魔法だのＡＲアルＣＡカＮＡナだの、わけのわからんことを！　それよりなにより、俺が気に入らんのはお前がクリミナル社の手先ということだ！」

　言うなり、アーサーは両りよう刃ば斧おのの武装ブレイドを構えて攻撃を仕し掛かける。

「見たいのはそんなオモチャじゃないの……分かってないわねェ」

　対してベニスは軽く指を鳴らす。

　瞬間、未いまだ立ち込めているスモークの中から、人形のように無機質な笑え顔がおの少女たちが一斉に襲い掛かって来た。

　無論、狙いはアーサーただひとり。

　少女たちは、各おの々おのバレリーナやフラメンコめいた踊おどるような奇き怪かいな動きとともに、アーサーへと駆かけ寄って来る。

　そして、少女たちの肉体とともに爆ぜる閃光。

　次いで、鼻から脳天へと突き抜ぬける、強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆう。眼球までもが一瞬にして、化学反応を起こしたかの如ごとく過か敏びんに反応し、涙なみだを溢あふれさせる。

「くそっ、いったいなんなんだよ!?」

　顔を覆い隠しながらも、混乱のあまりたまらず叫さけぶアーサー。

　そんな少年の懐ふところへと、ベニスはしなやかな動きで肉にく薄はくし、鳩尾みぞおちを鋭するどく蹴けり上げた。

「がはっ!?」

「あっらァー、ごめんなさいねェン。足が滑すべっちゃったァ」

　悶もん絶ぜつするアーサーの姿を、ペストマスクにサディスティックな笑みを隠して見下ろすベニス。同時に、直接的な物理攻撃、物理的被ひ害がいをそれぞれ感知した両者の『ブレイドワールド』のアカウントが、ＡＲグローブからけたたましい警告音を発する。

「チッ、うっさいわねェ。せっかくスモークに隠れて坊やと私がふたりっきりでイイコトしてるっていうのに、これじゃバレて邪じや魔ま者ものが寄って来ちゃうじゃない」

　そう言って、ベニスは自分のＡＲグローブと、そしてアーサーのグローブを外す。

「こんなオモチャ、攻城戦を仕切るためのお膳ぜん立だてでしかないもの。いらなくなったらポイしちゃいましょ」

　そうして、グローブの電源をふたつともシャットアウトし、適当にその場に放ほうり捨ててしまった。

　これでアーサーとベニス、双そう方ほうのアカウントは未起動状態に。当然、アーサーが身に纏まとっていた衣装も消えてしまう。

　対してベニスの姿は、ペストマスクや毛皮のコート含ふくめ、『ブレイドワールド』とは無関係。その佇まいに変化はない。

「さ、さっきのは……」

　嗚お咽えつを吞み込みながら、アーサーが口を開いた。

　今も刺激臭は周囲に立ち込めている。

　が、先ほどベニスは、異臭をものともせずに訓練された戦せん闘とう技術的な動きを披ひ露ろうしてみせた。アーサーにとってはそれが解げせない。

「ど、どういう……っ」

　今も止まらない涙をだらだらと流し、蹴り上げられた腹部を抱かかえつつも、アーサーは怒いかりの形相でベニスを見上げる。

　対してベニスは仮面の下に余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。

「コレよコレ、この仮面の長いお鼻よォ。黒死病ペストマスクって聞いたことなあい？　大昔はこのお鼻に香こう草そうを詰つめて防毒マスクとして使っていたのよォン。だ、か、ら、私もこの特注の仮面さえあれば、閃光弾や催さい涙るい弾だんのダメージを受けないってワケ」

　閃光弾。催涙弾。

　ベニスは確かにそう言った。

　が、そんな物ぶつ騒そうなもの、一度たりともこの男は使う素そ振ぶりを見せなかった。無論アーサーにもそんな代しろ物ものを目にした記憶はない。

「催涙弾だの……そんなもん、使った素振りもなかったろうが……っ」

「あーた、私と同じ魔法使いのくせに、まっさかそんなことも分からないのォ？　教育がなってないわねェン」

　蹲うずくまっていたアーサーを再び豪ごう快かいに蹴り飛ばし、広がるスモークを背に、他プレイヤーたちの目の届かない場所に陣じん取どる。そこまでは刺激臭も届いていなかった。

「そもそも、肉眼で視し認にんできるＡＲなんておかしいと思わなかったのォ？　なにも知らないで魔法の種を手に入れたみたいだけどォ、その価値がまったく分かってないみたいねェ。『ＡＲ理アルカ想都市デイア計画』の関連都市は全て、魔法に等しい科学技術の結けつ晶しようたるＡＲアルＣＡカＮＡナの恩おん恵けいを受けているのよォ。たとえば、こんな風にねェ──」

　言って、ベニスは呟つぶやく。

「オーバーテクノロジー、ダウンロード開始」

　コートの中から取り出したのは、『恋ザ・ラ人バーズ』のＡＲカード。

　そしてもう一方の手には、手しゆ榴りゆう弾だんを小型化させたような、ピン付きの四角い物体。

　先ほどの会話から、アーサーはすぐにも察した。

　前者のタロットカードの正体はまったく理解が及ばないが、後者は分かる。閃せん光こう弾だん、あるいは催涙弾。間ま違ちがいなくそういった代物だ。

「《噓偽イミテりのーシヨ恋人ン・ラたちバーズ》」

　ベニスがまるで古めかしい呪じゆ文もんを詠えい唱しようするかのように呟いた、次の瞬しゆん間かん。

　ＡＲの輝かがやきを放ち、彼が手にしていた爆ばく弾だんが、見る見るうちに人型へと変わっていく。

　その口元に人形めいた無機質な笑みを浮かべ、カクカクと主あるじとともに一礼してみせた、架か空くうの少女。閃光弾か催涙弾かは知らないが、爆弾が少女に変身したのだ。

「これが私の魔法。現実を侵しん食しよくする拡張現実『ＡＲアルＣＡカＮＡナ』のひとつ、物体擬ぎ人じん化能力『恋ザ・ラ人バーズ』よン。私が触ふれたものは、いかなる物体でも美しい異性の姿になるの。そして思い通りに動かせる」

　ともにダンスを踊っていた人形のＡＲ少女から手を離はなし、今度はペストマスクをズラして露あらわにした自らの素す顔がおに触れてみせるベニス。

　たちまちその姿は、奇き天てれ烈つなオカマであるベニス・ペニーワーズから、先ほど攻城戦前にプレイヤーたちの前に姿を見せていた謎なぞの美女『ベニー』へと変じる。

「こォんな感じでェ、自分の姿も自由自在」

「まるで……魔法だ……」

「でっしょォ？　でもねェ、唯ゆい一いつの難点は、擬人化させられるのが使用者にとっての異性に限定されているシステムってことなの。性別の問題さえなけりゃ、いじめたくなるような美少年からいじめられたくなるような壮そう年ねんのナイスミドルまで、選より取り見取りのハーレム三ざん昧まいだったのにィ！　なんで同性の恋人はダメなのよォ！」

　美女の姿のまま、ベニス──いや、ベニーは苦々しげに肉厚の唇くちびるを尖とがらせた。オカマだけあって、美少女を量産する力があるというのに欲よく望ぼう方面には使い道がないらしい。

「なら、さっきの女の子たちは全部……」

「そォよォ。ぜェんぶ私が作った爆弾少女たち。煙えん幕まく弾だんのスモークちゃんやら、閃光弾のフラッシュちゃんやら、色々。──本業の傭よう兵へい稼か業ぎようじゃ、戦場の最前線に立つこともあるんだから、容よう赦しやなく手榴弾や時限爆弾も使っちゃうケドねェン」

　ねっとりとした喋しやべり方だが、その眼光は驚おどろくほど鋭く、それ以上に冷たい。

　アーサーが今まで目にしたことのない瞳ひとみの持ち主だった。

　人のかたちをした爆弾や凶きよう器きを自由自在に動かせるなど──魔法などという夢物語のおとぎ話のような呼び方では生ぬるい、テロに使われれば最悪の力だ。

　その力──俺だったらもっと面おも白しろい使い方ができるぜ──

　と、お得意の憎にくまれ口を叩たたこうとしたアーサーだったが、言葉がのどから上にせり上がって来ない。

　あんな力があれば、どんな美少女も思いのまま生み出して思うまま動かして最高のハーレムが作れるというのに、その程度のおふざけの台詞が口から出て来ない。

　絶体絶命の恐きよう怖ふ。

　いくら現実とはいえリアルゲームでは今まで感じたことのなかった、命の危険。

　目の前のオカマ男、あるいはオカマ女に対し、アーサーは、柄がらにもなくそんな感情を抱いだいてしまっていたのだ。

「よく見るとォ、あーたもなかなかいじめたくなっちゃうタイプじゃない？　そォゆゥ青ざめて引きつったいたぶり甲斐がいのある顔が似合うわよン、坊や」

　倒たおれたままのアーサーの体を踏ふみにじりながら、ベニーは笑みを深めた。

　アーサーの頭上から、嘲あざけりの笑い声が聞こえてくる。『ブレイドワールド』のアカウントは起動しておらず、データ上の存在でしかないこけおどしの武具防具は失われた。今のアーサーは、メッキが剝はがれ落ちたただの少年に過ぎない。

「ふざけるなよ……」

　呟く。

　そして、怒りの感情が吹ふき荒あれる。

「……ふざけるなよ、俺」

　不甲斐ない自分に対して。

　自分の期待に応こたえられない自分に対して。

　こんな無様を晒さらして、なにがどう面白いというのか──

「あらァ？　やっとこ、あーたも魔法を使う気になったのォ？」

　踏みつけられながらも、起き上がろうと足あ搔がく。

　上から押さえつけられる力よりも強く下から反はん抗こうし、その身を起こす。

「……なにが、魔法だ」

　ベニーの足をどかせると、アーサーはその場に二本の足で立ち上がり、よろけながらも目の前の敵を睨にらみつけた。

「……なにが、オーバーテクノロジーのダウンロードだ。きのうも言ったが、だから長いんだよ……俺なら──こう略す！」

　啖たん呵かとともに、叫ぶ。




「オーバーロード、《魔法ウイザ仕掛ーデイけのング・新ブレイド世界ワールド》!!」




　脳のう裏りに響ひびいた、呪文の如き言葉を。
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「アワワ、こっち来んな！　近寄んな！　あっちいけ！」

　アリアはギルドシンボルの正面に陣取り、先ほどからずっと砲ほう剣けんガラティーンの砲ほう撃げきをぶっ放し続けていた。

　押し寄せて来る攻こう城じよう戦参加組の大軍と、その後方に広がる不ふ審しんなスモーク。

　アリアはあっという間にアーサーの姿を見失ってしまっていた。

「ホントは、こんなことしてる場合なんかじゃないのに……」

　どこでクリミナル社の顧こ問もん魔法使いがアーサーと接せつ触しよくしようとするか分からない。ともすればもう、そんな事態になってしまっている可能性も充じゆう分ぶん考えられる。

　だが──

　目の前の邪魔者たちをやっつけて、アーサーのもとに駆けつけられたとして、そのあとどうするというのか。

　アーサーを裏切って、その身み柄がら確保に協力する。

　あるいは──

　クリミナル社を裏切って、アーサーとともに顧問魔法使いを撃退する。

　もしも後者を選んだ場合、自分の境きよう遇ぐうを危あやうくすることくらい、アリアも馬ば鹿かではないので自覚している。

　彼女はクリミナル社のＡＲアルＣＡカＮＡナ研究班が生み出した、架空の少女。

　創造主たちの力なしに存在し続けることは叶かなわない。生かすも殺すも彼ら次し第だい。そもアリアが自由意志めいた自我を持ち合わせているのも、彼らが魔法に等しい高度科学技術から抽ちゆう出しゆつした力の成果だと聞かされている。

「選せん択たく肢しなんか、ないよ……、だけど……」

　しかし。

　確かに、あるのだ。アリアには自由な意志が。

　事情を知る者の誰だれもが人工の感情でしかないと笑い飛ばすだろうが、彼女は確固として、自分の中にある自我を自覚していた。

　そして彼女の自我は、ふたつの選択肢のうちのどちらを選ぶか、強く主張していた。理性ではなく、感情に従って。

「あーもぅ！　みんな邪じや魔ま！　アタシの邪魔をしないでよ！」

　八つ当たり気味に撃うって撃って撃ちまくる。

　この場のプレイヤーたちの中では最もレベルの低いアリアだが、アーサーから譲ゆずり受けた武具防具のおかげでなんとか敵の勢いをせき止められている。

　が、ほんの僅わずかでも隙すきが生まれ綻ほころびが生じることがあれば、この最終防衛ラインは一瞬で崩ほう壊かいしてしまうだろう。

　と。

　その瞬間、アリアの隣となりに新たな人ひと影かげが、それも十数人分現れた。

「あれっ!?　誰このひとたち!?」

　突とつ然ぜん音もなく現れた増ぞう援えんたちの姿に、アリアは慌あわてて周囲を見回す。ほとんど見覚えのない連中だったが、見知った顔がひとつ、妹様だ。

　対して、攻城組のプレイヤーたちにとってはどれも見た顔なのか、彼らは警けい戒かいするように進軍の足を止めてしまう。

「まさか円えん卓たくどもが勢せい揃ぞろいするなんて！」

「全員揃そろうなんていつ以来だ！」

　戦せん慄りつするプレイヤーたちの声。

　アリアの救きゆう援えんに駆かけ付けたのは、ギルド『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』の総勢だったのだ。

　──が、しかし。

「……これ、ＡＲじゃん」

　アリアの目には、一いち目もく瞭りよう然ぜんで『円卓ニートの・オブ・暇人ラウンド』の姿が拡張現実の映像だと見み抜ぬけてしまう。誰ひとりとして生身の参戦者はいない。

　ふと後ろを振ふり返ってみれば、ギルドシンボルの物もの陰かげに隠かくれるツバサとまみこの姿があった。勢揃いしたギルドメンバーたちの映像は、どうやらツバサが作り出して動かしているらしい。

「あそこにいるのは四天王最強と名高いランスロット！　聖剣『アロンダイト』の使い手で、ＶＲのデスゲームからプレイヤーたちを解放した英えい雄ゆうだ！」

「それに、パズルリアルゲームで世界チャンプに輝いた連れん鎖さ王パーシーの姿もあるぞ！」

　こけおどしの映像とは知らず、攻せめあぐねるプレイヤーたち。

　どうしても集まらないギルドメンバーたちの代わりに、さも彼らが集結したかのようなＡＲを見せ付けて、彼らの足止めを図はかる。それがアーサーの打開策であり、ツバサへの頼たのみごとであったのだ。

　計画は上手うまくいき、確かに攻城戦参加者たちの足は止まってしまっている。

「……だけどそういえば、ランスロットさんは今、別のＶＲのデスゲーム事件に巻き込まれているって噂うわさじゃなかったっけ……？」

「連鎖王も、確か海外の大会に遠えん征せい中ってニュースサイトに上がっていたような……」

「言われてみれば、他ほかのメンツも……」

　だが、すぐにもプレイヤーたちは首を傾かしげ始める。

「マ、マズイよー！　誤魔化して！　とりあえずなんでもいいから動かしてー！」

　勢揃いしたＡＲギルドメンバーの隣に並んでいたアリアは、訝いぶかしがり始めた敵の様子に、慌てて再び後方を振り返ってツバサへと指示を送る。

「分かりました」

　ツバサは淡たん々たんと頷うなずき、手元のＡＲ端たん末まつを操作。

　すると、ＡＲの自宅警備団たちは統とう率そつのとれた動きで全員同じように右みぎ腕うでを上げたり左ひだり脚あしを上げたりする。

「こ、怖こわい！　とても怖い！」

「あれはなんだ、威い嚇かくのダンスか！」

　一糸乱れぬ自宅警備団の動きに、戦せん々せん恐きよう々きようとするプレイヤーたち。対してアリアは、奇き妙みようなポージングを繰くり返すＡＲの隣で、恥はずかしそうに顔を真っ赤にしてぷるぷると震ふるえている。自分もやらねば、などという考えは露つゆほどにも浮うかばなかった。

「アリアさん。今のうちです。ここは私たちに任せて、団長のところへ行ってください」

「いや任せられないよ!?」

　平然と頼もしいことを言ってのけるツバサに対し、思わず声を上げてしまうアリア。

「だいじょうぶです。なにも問題ありません」

「あれ見てなにも問題ないってムリがあるでしょ！」

　全員同じモーションでムーンウォークを披ひ露ろうしているギルドメンバーの姿を指差し、アリアは猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。

「でないと私が代わりに行っちゃいますよ」

　にもかかわらずツバサはマイペース。しかし、相変わらずの無表情だが、なんとなく不敵な印象が感じられる。

「えっ、ええっ……」

　アリアは、必ずしも助けに行くのが自分でなければならない、とまでは別に思っていなかったはずなのに、なぜかその一言で頭より先に足が動き始めた。

「わ、分かった！　じゃあ任せちゃうからね！　どうなっても知らないからね！」

　トゲ付きハンマーを構えたツバサ、こそこそとギルドシンボルの後ろに隠れたままのまみこ、そしてハリボテの自宅警備団に最終防衛ラインを任せ、アリアは走り出した。

　混戦模様を見せるプレイヤーたちの人だかりを抜ぬけ、周囲の景色を覆おおい隠しているスモークの壁かべへ。

　その最中、スモークの向こう側の一角で激しいＡＲの輝かがやきがほとばしった。

　すぐにアリアはその方角へと向かう。

「──《魔法ウイザ仕掛ーデイけのング・新ブレイド世界ワールド》!!」

　声が聞こえてきた。

　間ま違ちがいない、アーサーの声だ。

　もうもうと立ち込める煙えん幕まくを抜け、アリアはアーサーのもとへと駆けつける。ひらけた視界に映ったのは、クリミナル社の顧問魔法使いと対たい峙じする、ひとりの少年の姿。

　体にフィットした黒服と、その上からマントのように羽織った真しん紅くの外がい套とう。顔の上半分を隠すハーフマスク。それらは全すべて、アリアもこの数日でよく見かけた、ゲームプレイ中のアーサーのいつもの姿。にもかかわらず、装着したＡＲグローブの電源は落とされている。『アーサー』という名で登録されたアカウントは未起動状態のままなのだ。

　彼にＡＲの衣い装しようを纏まとわせたのは、紛まぎれもなくアーサーの手の中で燦さん然ぜんたる輝きを放ち続けている『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナ──その所有権を示すタロットカードに違いなかった。

「なによなによォ、ガッカリだわァ」

　その姿に、ベニーは変身を解き、もとのオカマ男としての姿に戻もどる。

　ペストマスクを外したままの素す顔がおに浮かべた表情は、落らく胆たん。

「どんな力かと期待してたのにィ、ゲームを再現しただけェ？　ンなモン、魔法使い同士の決けつ闘とうじゃ、クソの役にも立たないってーの」

　ベニス・ペニーワーズは、失望のため息とともにマスクを被かぶり直す。

「とっととボコって拉ら致ちって帰らせてもらうわ。愛いとしの彼氏ダーリンも帰りを待ちくたびれているだろうし。……まったくもう、気分サゲサゲよォ」

　ＡＲアルＣＡカＮＡナなど使わなくとも、傭よう兵へいとして培つちかった体術だけで打ちのめせると判断したのだろう、ベニスは威い圧あつ感かんを発しながらゆっくりと近づいてくる。

　対してアーサー。驚おどろくべきことに、彼もまたベニスへ向かって悠ゆう然ぜんと歩き始めていた。

「あァン？　まさかそれでこの私と対等のつもりィ？　ゲーム遊びに夢中のお子様の分際でェ、チョーシ乗ってんじゃねェわよォ！」

　その光景に気分を害したベニスは、猛然と速度を上げ、ガッチリと分厚い筋肉が引き締しまった腕うでを振り上げる。アーサーも右腕に力を込め、人差し指、中指、薬指、小指、そして親指と、ゆっくりと指を折りながら握にぎり拳こぶしを作っていく。

「ジョーダン！　そんななまっちょろいパンチで私を傷つけられるとでもォ？」

　次の瞬しゆん間かん。両者はほぼ同時に殴なぐり拳を繰り出す。

　顔面に直ちよく撃げきを喰くらい、大げさなほどに吹ふっ飛んだのは、ベニスのほう。

「……え？」

「ァあっれェ──？」

　その光景に息を吞のむアリアと、呆ぼう然ぜんと殴り倒たおされるベニス。

　アーサーが繰り出した鋼鉄のような拳は、ベニスの一撃より数段早く、その顔面に突つき刺ささっていたのだ。

「ちょ、ちょちょちょ、チョイ待ちなさいよォ！　私が競せり負けた？　あーたが私よりも鍛きたえてるっての？　ンなワケねーでしょうがァァァァァァァァァッ！」

　だが、傭兵稼か業ぎようは口先だけではなかった。ベニスはすぐさま体勢を立て直し、受け身を取ると同時に再び拳を振り上げて突っ込んでくる。

　アーサーの反射神経で追いつける瞬発力ではない。ベニスの渾こん身しんの一撃は、まるでパンチングマシーンのように的確にアーサーの腹部へと叩たたきこまれた。

　が、しかし。

　アーサーは身み動じろぎひとつなく、ただの一歩も下がっていなかった。

「なにこのえげつない腹筋!?」

　──アーサーがトレーニングしているとはいえ、それは所しよ詮せんゲームのためのもの。本格的要素の欠片かけらもなく、当然腹筋が割れているはずもない。

　だというのに、ベニスが拳を叩きこんだアーサーの腹部はまるで鉄てつ塊かいの如ごとき硬こう度どだった。殴ったベニスの手のほうが骨折寸前にまで陥おちいったほどに。

「うそ……、まるで……団長くんのゲーム上の攻こう撃げき力や防ぼう御ぎよ力が、そのまま現実になったみたい……」

　その光景に、ただアリアは息を吞む。

「フハハハハハハ！　この俺がボコボコにされたくらいで心を折ると思ったか？　バカめ絶好調だ！　むしろ、俺がお前の身も心もボッコボコのメッキメキにしてやる！」

　怯ひるんだベニスを、アーサーは力いっぱい足あし蹴げにする。

　どことなく楽しそうだ。もいっちょ足蹴にする。追い打ち。蹴ける。蹴る。蹴り倒す。足あし癖くせの悪さは兄きよう妹だい共通のようだ。

「ザケんじゃないわよォッ！」

　懐ふところから新たな閃せん光こう弾だんを取り出し、構えるベニス。だが、彼が手にした閃光弾を投げつけるより先に、その鉄の塊かたまりは真っ二つに両断されていた。

「貴様に相応ふさわしい武装ブレイドは決まった」

　ベニスの攻撃に先んじてフリック操作で武器を召しよう喚かんしていたアーサー。手にしたのは、不気味な三日月を思わせる大おお鎌がま『ラック・イーター』。

「オカマにはカマってことォ!?　クッソ生意気だわッ!?」

　怒ど声せいを張り上げたベニスだが、すぐにも違い和わ感かんに気づく。

　アーサーが手にしたのはＡＲの武器だ。対して、斬きられたベニスの閃光弾は、当然ながら現実の代しろ物もの。架か空くうの刃やいばが、どのように現実の物質を斬り裂さいたというのか──

　そのまま、断頭台の刃のように振り下ろされるラック・イーター。

「ま、待って!?　さすがにそんなもので斬られたら死んじゃうゥッ!?」

　取り乱しながらもベニスは慌あわてて飛び退のいた。戦場での経験で培った直感が、迫せまりくる架空の刃に不ふ吉きつさを感じ、急ぎ彼を後方へと下がらせたのだ。

　だが、僅わずかに間に合わず、その頰ほおが浅く斬り裂かれる。

　普ふ通つうなら、ベニスでさえ、ＡＲの大鎌ではなくカマイタチかなにかが原因だと思うことだろう。しかし彼の頰には薄うすいながらも確かに傷がつき、傷口からは微かすかな赤い雫しずくが垂れていた。

「……よ、よくもカワイイお顔に傷──を？　あらン？」

　すぐさま怒ど髪はつ天てんを衝つき怒いかり狂くるうかと思われたベニスだったが、不意に懐からメロディが流れ始めた。どうやら着信音のようだ。

　ベニスはすぐにアーサーから距きよ離りを取り、油断なく身構えながらも懐の通信機器を取り出し、小指を立てながら応答する。

「はァい、もしもしィ？　ダーリン？　もォ、急になんなのよォ、お仕事中はお電話ＮＧっていつも言ってるじゃナイ？　話？　え？　えっ……」

　現実の恋こい人びと相手に甘ったるい返事をしていたベニスだが、話が進むとともに声こわ色いろが深刻そうに沈しずんでいく。

「え────別れましょう、って突とつ然ぜんどうして!?　理由を教えてッ!?　なぜ、ホワイ、私のなにが悪かったの!?　ダァァァァァァアァリィィィィィィィィンッ!?」

　悲痛に叫さけぶベニスだったが、アーサーにもアリアにもその会話の流れが見えないまま、恋人からの通話は一方的に切られてしまったらしい。手にしていた通信機器を力なく取り落とし、茫ぼう然ぜん自じ失しつのままがっくりと膝ひざをつくベニス。

「ど──どういうことなのォ──？」

　今度は、ベニスが疑ぎ問もん符ふを浮かべてアーサーの顔を見る番だった。

「この武装ブレイドはラック・イーター。俺が考えたＳＳＲ武器で、斬られた相手のＬＵＫ値を全損させて吸収するというゲーム設定だ。ちなみにデザインしたのは俺の妹様だ」

「ゲームの話なんて誰だれもしてねェわよ!?　お遊ゆう戯ぎなら砂場でやってなさいよッ!?」

　半ば正気を失ったまま、恋人にフラれたてホヤホヤのベニスは、懐から新たな爆ばく弾だんを取り出し、擬ぎ人じん化させる手間も惜おしんでアーサーへと投げつける。今度は投とう擲てき前に鎌で両断できるような距離ではない。リーチは届かない。

　アーサーはフリック操作で、今度はＡＲの大おお盾たてを召喚。

「ンなモンで防げるワケないでしょーがッ！」

　半はん狂きよう乱らんの高笑いを上げようとしたベニス──だが。

　次の瞬間、小規模とはいえ殺傷力のある爆発がアーサーの体を襲おそうも、架空の盾が爆ばく炎えんや爆風の全てを弾はじき返してしまった。

「──ハァ？」

　わけがわからぬまま、ベニスはただ、首を傾かしげるばかり。

　それはアリアも同じだった。

　呆然とした面おも持もちで立ち尽つくし、アーサーとベニス、ふたりの戦いを見守るのみ。

　そんなアリアの傍かたわらへと、アーサーはゆっくりと歩み寄った。

「アリア。このオカマ野や郎ろう、どう考えても危険人物だ。危ないから警察呼ぶまでお前は城の中へ避ひ難なんしておけ」

「へ？　いやでも、あの──」

　なんと返したらいいか分からず困り果てたアリア。

　その手を、アーサーはごく自然に取った。

　ギュッと握られる自分の手──味わったことのない感覚に、アリアは絶句する。

　ぬくもりが伝わってくる。恐おそる恐る握り返せば、アーサーは痛まない範はん囲いでより強く握り返してくれた。──体は、幻まぼろしのはずなのに。

「アワワワワ……」

「ボケッとするな、ふじゃけているのか。俺は大おお真面まじ目めだぞ。さっさと避難しろ」

「や、ふじゃけているのは団長くんのほうだし……そのふざける云うん々ぬんのふざけた言い方が証しよう拠こだし……」

　アリアは、自分の息が荒あらくなっていくのを感じた。そしてまた違和感。

「息？」

　もしや、手だけではないのか。試ためしにアリアは、アーサーと繫つないだままの手を、自分の頰まで引っ張った。そして、彼の左手を右みぎ頰ほほに押し当てさせる。

「「やわらかい」」

　ふたりはほぼ同時に同じ台詞せりふを口にする。

「そんなハズない……だって、だってアタシの体は──」

　拡張現実。架空の存在。実体のないＡＲなのだから。

　にもかかわらず、アーサーの手のひらから、今もぬくもりを感じ続けている。




「──まさか、ＡＲを、実体化させる能力？」




　かすれる声で、アリアは言った。

　他者に不幸をもたらす鎌は、その設定どおりの呪のろわれた鎌に。

　きのうのウサギの怪かい物ぶつは──アリアはてっきりクリミナル社が所有するＡＲアルＣＡカＮＡナのいずれかと思っていたが──そうではない。そうではなかった。

　アーサーに対してけしかけられたドラグラビットは、誰あろうアーサー自身の力で実体化を果たそうとしていたのだ。今、アリア自身の体が、アーサーとの接せつ触しよくを経て、具現化し始めているように。だからこそ、アカウントが未起動のままにもかかわらず、『ブレイドワールド』の武具防具がアーサーの意志によって再現されたということだろうか。

　否いな。それはおかしい。ＡＲを実体化させるだけなら、現時点で存在しないＡＲを実体化することは不可能だ。

　そしてアリアは思い出す。拡張現実の偶ぐう像ぞうである自分を作ったのは、確かにクリミナル社の研究班。だが、彼らはアリアの今のアリアとしての姿を、とある少年から汚きたない手段で奪うばい取った『ブレイドワールド』のシステムプログラムを使って構築したのだ。

　彼女には「おとうさん」からそう聞かされた記き憶おくがあった。

「そういや、唐とう突とつだが思い出した」

　まったくの不意に、アリアの頰を撫なでたまま、アーサーはぽつりと呟つぶやいた。

　そして、武装ブレイドを手放した手で、懐から一枚のタロットカードを取り出す。

　紛まぎれもなく、『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナ。

「コレ────確か、『ブレイドワールド』の全システムのＡＲプログラミングに使えるデータバンクだって、素人しろうとばかりでゲーム作り始めるときに、貰もらったんだった」

　アーサーが口にした答えで、アリアの中で全すべて繫がった。

　ＡＲの実体化。

　ただし限定条件がひとつ。

　ＡＲアルＣＡカＮＡナの所有者が一から創造に携たずさわったＡＲ世界の産物に限る。

　しかし自らの世界から生み出されたものなら──別の者の手で派生したＡＲも含ふくめ──いついかなるときであろうと召喚することができる。




「『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナ──それは、高次物質化能力。自らの手でＡＲの世界を創つくり、その世界を、現実の世界に反映させる能力──」




　アリアが導き出した解答に、ちんぷんかんぷんの様子で首を傾げるアーサー。

「はあ？」

　彼は半信半疑の面持ちで手元のタロットを見下ろした。

　だが、そのカードがあったからこそアーサーは『ブレイドワールド』のＡＲを実体化させることができたのだし、ゲーム上に登場する武具防具に至るまでフレーバーテキストの設定どおりに再現せしめたのだ。ゆえに、相手の運を吸収するラック・イーターは実際の現実でも敵対プレイヤーを不幸にし、アーサーに幸運をもたらした。また、ゲームのステータス値であるＳＴＲやＤＥＦまで現実のアーサーの攻こう撃げき力と防御力として反映された。だからベニスの攻撃に対してびくともしなかった。

「ってことはなに。ＡＲで作ったものなら、金銀財宝だろうが核かく兵器だろうが、巨きよ万まんの富も一国に匹ひつ敵てきする武力も思いのままってワケ？　どころか宇宙船だって軌き道どうエレベーターだって星そのものを丸ごとひとつだって、なんだって実体化させられるってこと？」

　からくりを知り、ベニスはやおらヒステリックに叫ぶ。

「あーた……あーたねェ……そんなトンデモない魔ま法ほうでッ！　最強のＡＲアルＣＡカＮＡナでッ！　世界を作り変え、世界を支配できるほどの絶対の能力で────なァんで、ゲームなんか作ってんのよォォォォォォォォォォォォォォッ!?」

「決まってるだろう。面おも白しろそうだからだ！」

　目を血走らせ、懐ふところから両手に余るほどの手しゆ榴りゆう弾だんを取り出したベニス。対してアーサーはアリアの体をその手で抱だき寄せながら、これを迎むかえ撃うつ。

　ベニスの持つ『恋ザ・ラ人バーズ』の物体擬人化能力により、合計六つの手榴弾が全て人形に。

「余よ裕ゆうで迎え撃つ！　キャメロット全砲ほう門もん開け！」

　高い殺傷力を持つ凶きよう悪あくなパイナップル娘むすめたちが、一いつ斉せいにアーサーたちへと駆かけ出した、その瞬しゆん間かん。アーサーの号令に応じて、そびえたつキャメロット城の城じよう壁へきに存在する全ての砲門が開き、その標的をベニスたちに定めた。

「容よう赦しやはいらん。撃て」

　命じるアーサー。実体化した城壁の砲門全てが、同じく実体化した砲弾を次々と撃ち出す。手榴弾などではまるで張り合えない、圧あつ倒とう的てき火力。頭上から降り注いだ砲火は、砲門が開いた時点で一目散に逃にげ出したベニスを吹ふき飛ばし、パイナップル娘たちを誘ゆう爆ばくにより一いつ掃そうする。

「無む茶ちやよォォ!?　無茶苦茶よォォォォッ!?　あーた、ここが街中だってこと忘れていらっしゃるんじゃナイ!?」

「なにかあれば、責任は市長である親父おやじが取る！」

　逃げようとするベニスを、当たれば即そく死しの砲弾が雨や霰あられやと追い立てる。

「第一、キャメロット攻城戦では砲弾飛び交かう戦場はもはや風物詩！　街の住人たちはおろか、この場にいるプレイヤーたちさえ、当たらなければ微み塵じんも不思議に思わない！」

　高らかに叫ぶアーサー。無茶苦茶だったが、確かに彼の言うとおり、攻城戦参加組のプレイヤーは誰も取り乱さない。

　驚おどろくべきことに誰もがいかにも慣れた様子で砲門の角度を見み極きわめ、爆発が届かないところで今もランスロットやツバサやまみこと能天気に交戦している。

「やめてェェ!?　私はどうなるの、私が死んだらあーた殺人よォ!?」

「塵ちりひとつ残さず始末すれば、誰も俺を訴うつたえない！　立件できなければ殺人じゃない！」

「殺人罪に問えなくても殺人は殺人なんですけどォォォォォォォォッ!?」

「アハハハハ……」

　荒ぶるアーサーの腕うでの中で、アリアはもう力なく笑うしかない。だが、彼の体を通じて感じられるぬくもりが、周囲の騒そう音おんなど気にならなくなるくらい、甘くて幸福だった。

　──いつか、どこかで感じたことがあるような。そんな錯さつ覚かくさえ起きてしまうほどに。

「こ、こうなったらこれでどうよォ！」

　そんな中。全身汗あせだくの状態で逃げおおせていたベニスは、長年の戦せん闘とう経験で培つちかった判断力を活いかし、あえて一いつ般ぱんプレイヤーたちがいる方角へと駆け出していた。

　非道な爆撃の嵐あらしも、一般人を巻き込んで続けるはずはないと踏ふんでの行動だ。この判断は的確だった。当然、さすがのアーサーもその手を止め、全砲撃を解除する。

「オホホホホホホホ！　どうよ！　今まで踏んできた場数が違ちがうのよッ！」

　人ひと垣がきの中に姿をくらませ、そのまま逃げおおせようとするベニス。

「傾けい注ちゆうするがいい！　我が円えん卓たくの騎き士したち、そして有う象ぞう無む象ぞうの敵兵どもよ！」

　瞬間。アリアの体を抱きしめたまま、アーサーは傲ごう岸がん不ふ遜そんに叫さけぶ。

「そこの見苦しいオカマを仕留めた者には、俺から褒ほう美びをくれてやる！　ＳＳＲ武具を集めに集め厳選えらびに厳選えらんだ我が武装ブレイド、そのコレクションの中からどれでも好きなものを選んでいいぞ！」

　その言葉は、攻城戦中の全てのプレイヤーたちを、驚くほどに静まり返らせた。

　彼らは本来の標的であるギルドシンボルから視線を逸そらし、一斉にベニスのほうへと振ふり返る。その手には、誰だれもが全て武装ブレイドを構えていた。

　アーサーとその仲間たちが考え、作りだした、『ブレイドワールド』の武器を。

　当然、それらのＡＲはどれもがアーサーの能力指定範囲内。

　見れば、全ての武装ブレイドが現実味を帯びた危険な光こう沢たくを発していた。

「──ま、待って！　話し合いましょうッ！　話し合ってちょうだいッ!?」

　しかし、見ず知らずのオカマを相手に、欲よくに目が眩くらんだプレイヤーたちが手加減するはずもない。そもそも見覚えがないのだから容赦する必要はない。

　彼らは、イベント戦開始前に『ベニー』というアカウント名の美女とは顔見知りになったが、目の前で無様に命いのち乞ごいするオカマのことなど、まるで知らないのだから。

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに泡あわを食って逃げ出そうとするベニスだが、すでに手て遅おくれ。

「ギッ────ギャャャャャァアァァァァァァァァッ!?」

　武装した大軍勢に押し潰つぶされ、ベニスの断末魔の叫さけびは無残に搔かき消えた。
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「このカードにそんな力があるなんて……ぬかった。実にぬかった」

　キャメロットの丘おかに立ち、ベニスがボッコボコのメッキメキにされるさまを眺ながめながら、ふとアーサーは悔かい恨こんのため息をこぼした。

「なになに、どうしたんだい？　やっぱり、団長くんも世界征せい服ふくとかに使ったほうが良かったと思うん？」

「ふじゃけるなよ。最初から知ってたにせよ、ゲームを作ることに変わりはない。ただ、それならエッチな女の子たちのハーレムを作れる十八禁リアルゲームにしておくべきだったなぁぁぁぁぁぁ……って。そしたら全員を実体化して、酒池肉林だろ？」

「アハハ。サイテー」

「本気にするなよ!?　冗じよう談だんに決まってるだろが!?」

　抱かれたまま冷たい目を向けてくるアリアに対し、アーサーは慌あわてて意見を撤てつ回かいした。内心、色々と不ふ埒らちな想おもいを募つのらせてはいたが、心の奥底に封ふうじ込めた。

「第一そんなゲーム、誰かといっしょにプレイできんだろう」

「ん？　誰かって、だあれ？」

「誰かは誰かだ。もしも……万一……そうたとえばの話だが、寝ねたきり生活を終えてようやく帰ってきた女の子が、今までやりたくてもやれなかったゲームができるようになって、さらにそれを通じて今まで嫌きらっていた現実を面白いと思ってくれるようになるのなら──そんなゲームを作ってやりたいと思ってな」

　どこか遠い目で、キャメロット城の方角を見つめるアーサー。

　と、アリアがいつまでも黙だまっているので、視線を戻もどす。

「どした？」

「どしてもない」

　首を傾かしげながら、アーサーはようやくアリアから手を離はなそうとする。

　が、逆にアリアのほうからアーサーへと抱きつき、しがみつく。

「ど、どした？」

「どしてもない」

　言って、アリアははにかむ。

「ただ──最さい期ごは、こうしてあったかいのを感じたままがいいなって──」

「…………え？」

「きのうさ、団長くん、ウサギのモンスターに対して怒おこってたじゃん。自分の作ったモンスターがひとを襲おそうなんて許せなかったからでしょ。それと同じ。おとうさんも、私が命令に従わなかったことを、許してくれない」

「……なんの話だ？　おとうさん？　わけが分からん」

　アーサーは首を傾げる。彼はまだ、アリアがＡＲでデザインされた架か空くうの存在だと知りもしない。ベニスとの戦闘時に彼女が何事か核かく心しんに触ふれる呟つぶやきをしていたが、あのときはアーサーも完全に無我夢中だった。察しよく理解が及およぶはずもない。

「なあ、アリア。事情があるならちゃんと教えてくれ。ふざけないから」

「アハハ──これはわがままだけどさ、最後くらい、ヤなこと考えずにいたいかな……」

　問いかけに対して微かすかに首を振って、アリアはそのまま居い心地ごこち良さそうにアーサーの体にもたれかかる。

　アーサーのＡＲアルＣＡカＮＡナの恩おん恵けいを受け、実体化を果たしたはずの彼女の体が──

　ゆっくりと、光の粒りゆう子しとなって消えていく。

　もとの、実体のない拡張現実の姿に戻るわけではない。

　完全なリセット。いや、デリートと呼ぶべきだろう。

　不要になったデータの処分。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすアーサーの腕の中で、アリアの体が──否いな、存在が、あっけなく消えていく。

「……後味悪くてゴメンね、アーサーくん──。そういえばさ……、本名、教えてもらってないん────」

　結局、困った顔を最後に浮うかべて、アリアは最期の呟きをアーサーの耳元に残す。

　台詞せりふを言い終えることさえ許されず、ほんの数秒で、その困った顔ごと彼女の存在は消え去った。

　あとにはもう何もない。

　まばたきさえ忘れ、わけの分からないまま首を傾げて絶句し続けているアーサーだけを、丘に残して。
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　ある日のうららかな昼。

　シーズンフェイズは冬。窓の外には、冷たくない雪がぱらぱらと降っている。

　なぜ冷たくないかどうかが分かるかというと、安アパートの軒のき先さきでぼんやりと座り込んでいるアーサーがなんの反応も示さないからだ。舞まい散るＡＲの雪は、アーサーの頭に降りかかると、途と端たんに消えてしまう。

　そんな中。チチチ……と、可愛かわいらしい鳴き声が聞こえてくると同時に、二匹ひきの小鳥が中庭の止まり木を無視してアーサーの頭の上に着地した。鳥にはＡＲとそうでないものの区別がついているらしい。

　二匹の小鳥はようやく落ち着いた様子で気き兼がねなくイチャイチャするも、アーサーは未いまだに無反応のまま座り続けている。

「トリが飛ぶ……」

　いや。ようやくアーサーの口が開いた。

　自分の頭の上から飛び立った二匹の小鳥を見上げ、さらに一言。

「ご覧のトーリ……」

　しかし口から出てきたのは、そんなダジャレだった。

「ううう……お兄ちゃんのやつ……面おも白しろいこと言おうにもすっかりキレがなくなっちまってる……」

　お地蔵さんもかくやという実の兄の野ざらしな姿に、止まり木の後ろで隠かくれて見守っていたセーラー服姿の妹様が、はらはらと涙なみだを流す。

　──きのう、アリアが消えた。

　そのショックで、『ブレイドワールド』の廃はいプレイヤーとして鳴らしたアーサーは、すっかりただの廃人になってしまっていた。

　アーサーの手には、アリアに渡わたした十三号室の鍵かぎが力なく握にぎられている。談話室でツバサが拾ったものだ。最初、アーサーが放ほうり投げた際、アリアとしては受け止めるわけにもいかず平面の床ゆかのＡＲに覆おおい隠しておいた。それをツバサは見つけたらしい。鍵は一度も使われてさえいなかった。

　それこそが、彼女が実体のない拡張現実の存在であるという証あかし。

「オレが締しめ切り前で修しゆ羅ら場ばってた間に、いったいなんでこんなことに……」

　ぐぬぬと顔をしかめさせて、妹様は自分の背後を振り返った。

　そこに集まっている円卓メンバーは三人。全員が全員、彼女の機き嫌げんを損そこねないよう地べたに正座して控ひかえている。序列十一位のまみこ。十二位のツバサ。そしてなぜかこの場にいる、アリアに代わって序列十三位に収まったベニス・ペニーワーズ。

　正しくは『ベニー』だ。彼と呼ぶべきかあるいは彼女と呼ぶべきかは曖あい昧まいだが、今ベニーは『恋ザ・ラ人バーズ』のＡＲアルＣＡカＮＡナを自分に対して使用し、ド派手な美女に変身している。

「おいクソオカマ！」

「失礼ねェ、妹様。オカマをオカマって呼ばないでいただけるゥ？」

　嚙かみつかんばかりの妹様に対し、ベニーはさも心外といった様子で肩かたをすくめた。それでも正座は崩くずさない。

「うっせー！　もとはと言えばてめーがお兄ちゃんにちょっかい出してきたのが悪いんだろーが！　根絶やすぞ、諸悪の根源！　だいたいなんでオカマのくせに女になれるんだ！　オカマならオカマらしく男のままでいろ！」

「あーた、オカマの存在意義ぶち壊こわす発言するわねェ」

「やかましゃーッ！」

　容よう赦しやなく顔面を蹴けり上げられながらも、ベニーは唯い々い諾だく々だくと従って言葉を続ける。

「ともかくゥ、きのうちゃんと説明してあげたでしょ？　あの子──ＡＲＩＡが、私が所属していたクリミナル社のスパイＡＲだったって」

「……ああ、聞いたよ。あのクソ会社が狙ねらってるっていうＡＲアルＣＡカＮＡナの話もな」

「そォよォ。中でも団長サマの『世ザ・ワ界ールド』はとびっきりの最強のカードよォ。使い方によったら世界の王になることすら簡単なんだからァン。でなきゃ、私もあーたたちに情報提供する代わりに匿かくまってくれ、なんて持ち出さなかったわよォ」

　ベニーが女の姿のままでいる理由──

　彼はもともと自分の美び貌ぼうと美的感覚に絶対の自信を持っている。オカマ男の状態の美しさを最大値の一〇〇とすれば、オカマ女状態は九九というのがベニーの持論。基本的には、より美しい姿でいたい乙女おとめ心ごころがベニーには宿っている。

「だってェ、クリミナル社がＡＲアルＣＡカＮＡナの秘密をどれだけ握っているのか私も知らないけどォ、カレルレンの技術は相当所有しているハズ。だからこうして任務失敗の制裁を恐おそれて、顔と身分と性別を隠した上であーたたちに協力してるんじゃナイ」

　顧こ問もん魔ま法ほう使つかいという立場だったにもかかわらず、ベニーは損得勘かん定じようでクリミナル社から手を引き、今や無職。めでたく自宅警備団入りというわけだ。

　その対価として、きのうの時点で自分の知り得る情報を差し出した。アーサーは終始うわの空だったが、団長以外の円えん卓たくメンバーがベニーから聞き出した情報は多々ある。アリアの秘密。クリミナル・コーポレーションの企たくらみ。そしてカレルレンと呼ばれる人じん智ちを超こえた拡張現実機関の存在と、彼らがもたらしたというＡＲアルＣＡカＮＡナの力。

　アーサーが、そのうちでも最強の魔法と呼ばれるカードを所有していることも。

　それを誰だれから受け取ったのか──という話は、アーサーがなにを聞いても無反応に近い生返事だったので、不明のままだが。

「まあ……そんなのは建前で、『世ザ・ワ界ールド』の力を持つ団長サマに味方したほうが、後々甘い汁しるが吸えるってだけの打算的な判断なのよねェ。ムフフ」

　誰にも聞こえないほどの小声で本音を漏もらすベニー。しかし、カレルレンの弟子でしを自負する彼も、自分がどうやってカードを手に入れたかまでは明かさなかった。

「明かさないンじゃなくて、憶おぼえてないのよォ。ＡＲアルＣＡカＮＡナの中には、データメモリーやら人間の記き憶おくやらいじれる情報改かい竄ざん能力を持つカードもあるって話ですものォ」

　その話がどこまで真実かは分からないし、ベニーが隠しておきたいだけだったのかもしれないが、ともかく必要な情報は集まった。

　今後またアーサーがクリミナル社から狙われるであろうことも、想像に難かたくない。

　それどころか、消失させられたアリアの残ざん骸がいデータから、クリミナル社は『ブレイドワールド』が『世ザ・ワ界ールド』を下地に制作されたことをすでに把は握あくしてしまっていることだろう。となればゲームの全面的な解かい析せきがすでに始まっているはず。その証しよう拠こに──

「きょうになって突とつ然ぜんの『ブレイドワールド』長期メンテナンスと～～、全アカウントの凍とう結けつですもんねぇ～～……」

　まみこが、ちっとも困ってなさそうなのんびりとした口調で頭を抱かかえた。いくらＡＲグローブをタッチしても、『ブレイドワールド』のアカウントが起動しない。本来なら、大おお幅はば制限を受けるものの、ローカルプレイが可能なリアルゲームにもかかわらず、だ。

　そもそも、先ほどから彼らの目に映る景色は、小高い丘おかの中腹に建つ安アパートだけ。そびえ立つキャメロット城の威い容ようさえどこにもない。

「やることがこすいです」

「ツバサちゃんて、たまに毒どく舌ぜつですよねぇ～～」

「はい。ナイショですよ？」

「団長サマのおゲームは、なんとかアカウント使えるようにしといたほうがいいわよォ。きのう私がボコられたときみたく、ＡＲアルＣＡカＮＡナを持ってない一いつ般ぱんピーポーでさえ戦力になり得るんですものねェ」

　トラウマが甦よみがえったのか、顔を青ざめさせて会話に自然と交じるベニー。

「団長サマがクリミナル社に狙われる限り、ここも絶対に安全とは言えないわァ。ギルドメンバーに自衛の力があるのとないのとじゃ大おお違ちがいよォ」

「いつの間にか馴な染じんでんじゃねーよ。でも、ま、しゃくだけどオカマの言うとおりだ。なーツバサ、得意のハッキングでなんとかアカウント凍結を解除できねーの？」

「やってやれないことはないと思います」

「さすがオレのツバサ。期待してるぜー」

　淡たん々たんと答えるツバサは、早さつ速そく手元の端たん末まつを操作し始めた。そんな彼女の背中に大きくもたれかかる形で、妹様も画面を覗のぞき込む。と、ツバサは珍めずらしく眉まゆをひそめた。

「軽くディープウェブ越ごしにアクセスしてみました。ですが、とても一般企き業ぎようのものとは思えない氷アイスが張ってます。カチンコチンです」

「アイス？」

「アイスクリームのことですかぁ～～？」

　ツバサの呟つぶやきに、妹様とまみこが揃そろって首を傾かしげる。

「あーたたちお気楽ねェ。ＩＣＥ──侵しん入にゆう対たい抗こう電子機器のことよォ。ハッカー対策はバッチリってワケ」

「でも問題ありません。私特製の氷アイス破ブレイりカーを使いますから」

「なんだか凄すごそうなアイスクリームですねぇ～～」

「対ＩＣＥクラッキング・ソフトです」

「とりあえず、そのソフトクリームを使えばアイスクリームを倒たおせるんだな！」

　ツバサの端たん的てきな説明に対し、妹様もまみこもまるでついていけていない。

　その様子に、ベニーは露ろ骨こつに肩をすくめた。

「……ため息出ちゃうわァ。ツバサちゅわん、こんなおバカなふたりはほっといてチャッチャとやっちゃってちょうだい」

「はい。もとよりそのつもりです」

「うがー！　誰がバカだ誰が！」

「ツバサちゃんも否定してくれません～～やっぱり毒舌です～～」

「──かちクラツわりシユ・氷アイスの強度を十に設定、シロ補助ップツール追加起動、いただハツクきますスタート」

　周囲の雑音もすでに聞こえていない様子で、ツバサは淡々と本人にしか分からないコードを使いながら、目を見張るほどに手早くＡＲ端末を操作していく。

　その画面を注視する妹様、まみこ、ベニーの三人。だが、しきりに首を傾げ続ける前者ふたりに対し、ベニーだけはあっという間に顔面蒼そう白はくになって冷や汗あせすらかき始めた。

「ちょ、ちょちょっとちょっとホントにいけるんでしょうねェコレ!?　素人しろうと目めに見てもヤバすぎる代しろ物ものじゃないのよォ!?」

「だいじょうぶです。天才ですから」

　ツバサとベニーのふたりだけで盛り上がっている。妹様とまみこはまったくわけが分からず、画面を見ていてもまるで理解が及およばず、ついには時間潰つぶしにアッチ向いてホイを始める始末。そして、じゃんけんに勝てないまみこが妹様のフェイントに引っ掛かかって負け続けること二十二回目にしてようやく、ツバサが小さくため息をついた。

「ごちそうさまでした」

「しゅごいィィィ……どえらいモン見せてもらったわァ……」

　何事もなかったかのように操作の手を止めるツバサと、その隣となりで感かん極きわまって感かん涙るいしてしまっているベニー。ふたりの姿に、妹様とまみこもようやくじゃんけんの手を止める。

「あ、やっと終わった？」

「はい。とりあえず、円卓のみなさんのアカウント権限は取り戻もどしました。それと、向こうのデータをクラッキングする前に、少しばかり手元にダウンロードもできました」

「どれどれ。あの暗黒ブラック企業が今までどんなことしてたのか気になるぜ。オレにも見せてみ」

　好こう奇き心しんでツバサの収しゆう穫かくを覗き込む妹様。

　──と。その中にひとつ、『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』にまつわる計画書を見つけた妹様は、その目を大きく見開いて硬こう直ちよくしてしまった。

「妹様～～？　どうかしたんですかぁ？」

　同じ画面をまみこが見るも、妹様がなにに驚おどろいているのか分からず、しきりに首を傾げている。それはツバサやベニーも同じだった。

「オイ、お兄ちゃん！」

　今までにない切せつ羽ぱ詰つまった声で妹様は叫さけぶ。しかし依い然ぜんとしてアーサーは反応がない。

「この駄兄ダニ！　あーもう、ツバサ、そのデータを駄兄ダニのところに転送してくれ！」

　言われたとおり、ツバサは妹様に見せたデータを、そのままそっくりアーサーの端末のアドレスへと転送。遠く、メッセージ受け取り音が小さく響ひびいた。

　のろのろと画面に視線を落とし、届いたメッセージを確かく認にんするアーサー。瞬しゆん間かん、彼もまた妹様と同じ反応を示す。

　そしてその場にすっくと立ち上がり、視線を巡めぐらせて、ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市の中央に位置するクリミナル・コーポレーションの本社ビルを睨にらみつけた。かさついていた唇くちびるをふてぶてしく舐なめ、アーサーは攻こう撃げき的てきな笑えみを取り戻す。

「おい妹様。円卓の全員を非常招集してくれ。ひきこもっている連中は全員叩たたき起こして、世界大会で海外に行っている連中にも連れん絡らくを入れるんだ」

「どーすんだ、駄兄ダニぃちゃん」

　対してアーサーは、傍そばに控ひかえた相棒と、そして遠巻きに自分を見守っていた仲間たちへと目を向け、ふてぶてしく言い放つ。

「そんなもん決まってるだろうが。クリミナル社に、隕いん石せきを落とすぞ」




　　　[image: ]




　数日後、事は成った。

『ブレイドワールド』の長期メンテナンスを続けたままのクリミナル・コーポレーションに大規模な強制捜そう査さの手が及んだのだ。

　かけられた容疑は、リアルゲーム利権の不法盗とう用よう。先日ツバサがハッキングして得た情報の中には、アーサーの目を覚まさせた『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』計画を始め、もっと重大な企業犯罪の事実が秘ひ匿とくされていたのだが、出で処どころ不明のハッカーの情報が司法の役に立つはずもなく、物証もなしに立件することは不可能だった。

　そこでアーサーが考えたのが、かつて『ブレイドワールド』をデザイン・制作した円卓と、その利権を奪うばったクリミナル社の問題を蒸むし返す、という手段だった。

　もちろん、当時アーサーは利権を取り戻すべく実の父である市長にこうした訴うつたえをしたことはある。が、本当に違い法ほうな手段であったかどうかは疑わしいということで、父親に突つっぱねられていた。

　今回も、クリミナル社は一流の弁護士を立てるだろうし、結局のところゲームの利権が戻ってくる可能性は薄うすい。だが、捜査の手が入れば、芋いもづる式に他ほかの問題が明るみに出る。本当に糾きゆう弾だんしたいのは『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』計画にまつわる法にも人道にも外れた企業実態のほうだ。

　現在クリミナル社の本社ビルの前に詰つめかけている、多数の捜査官と警官隊。彼らを動かしたのは、誰だれあろう遊戯都市の市長だ。

　小さく顎あご鬚ひげを蓄たくわえたナイスミドルの中年男性で、オーダーメイドのスーツをそれなりに着こなしている。アーサーの父親だけあって、どことなく顔つきが似ている。市長は、パトモービルの窓ガラスに映る自分の顔つきをしげしげと眺ながめながら、クリミナル社が捜査で丸まる裸はだかにされるのを待っていた。

「さすがツバサのＡＲお化け粧しようだ。ほんとに親父おやじそっくりでやんの」

　ガラスに映る市長は、まるで少年のような落ち着きのない仕草とともに、随ずい分ぶんと目を丸くしていた。

「市長、機材押収が済みました。これよりクリミナル社の社長を任意同行致いたします」

「おお、お巡まわりさんご苦労さん。うちのハンサムな息子むすこの問題とはいえ、身内のことで手間をかけさせるな。ガッハッハッハ」

　まるで威い厳げんを感じさせない軽けい薄はくな態度で、捜査官のひとりに大きく頷うなずいてみせる市長。もちろん市長に見えているのは見かけだけで、中身はアーサーその人だった。拡張現実で市長に化け、権限を勝手に使って警察を動かしたのだ。

「団ちょ──じゃありません、市長ちゃん。ほんとにだいじょうぶなんですか～～」

　父親に化けたアーサーの隣には、メガネ着用のまま秘書に化けたまみこの姿がある。

「変装は完かん璧ぺきです、市長」

「似合ってるわよン、市長サマ」

　さらに、無理のある第二秘書や第三秘書に扮ふんしたツバサとベニーの姿もあった。

「問題ない。親父のアカウントを勝手に拝借して始めた強制捜査だが、本物の親父は今、久しぶりに実家に顔を出した妹様に夢中で職務放ほう棄きの真最中だ。あのクソ親父は昔から妹様には甘くて目がないからな」

　ツバサのハッキングで父親の権限を乗っ取り、警察や司法を始めとした根回しに数日を要したものの、ここまでは順調。なんとか強制捜査にこぎつけることに成功した。ここで本物の市長に出て来られては全すべての企たくらみが水すい泡ほうに帰すので、父親を引き止める大役を担になっている妹様の時間稼かせぎが成功してくれることをアーサーは内心祈いのる。

　クリミナル社の周辺には、強制捜査の知らせを受けて多くの野や次じ馬うまやマスコミが集まっていた。ゲーム利権問題の追つい及きゆう中に、もっと重大なクリミナル社の企業犯罪が次々と明るみに出れば、彼らの興味もそちらに移っていくことだろう。

「市長、貴様はなにを考えている！」

　と、そこへ、真っ青な顔をしたひとりの中年男が怒ど鳴なり込んできた。

　アーサーを市長と勘かん違ちがいして肩かたを怒いからせたまま近寄ってきたその男は、アーサーにも強い見覚えがある。クリミナル社の社長だ。以前アーサーにすり寄って来たときにはもっと穏おだやかそうな顔つきを取り繕つくろっていたが、今の形相はケダモノのそれだ。

「アラ、シャッチョサンたら怖こわい顔ねェ」

　アーサー側に寝ね返がえっているベニーは、しれっとした顔つきで社長の醜しゆう態たいを眺めている。もっとも、美女の姿に変身しているときには面識がないからか、はたまた社長側がそれどころではないからか、悶もん着ちやくのひとつも起きはしなかったが。

「この強制捜査、本当に貴様の仕し業わざか？　ふざけているのか！」

　真っ青な顔を真っ赤に変えて、クリミナル社の社長はわなわなと手を震ふるわせる。当然、今はまだ任意同行でしかないため手て錠じようはつけられていない。が、そのせいで今にも摑つかみかかって来そうな雰ふん囲い気きだ。

「落ち着け社長。誰だれもふじゃけておらん。さ、臭くさい飯がお前を待ってるぞ」

「これが落ち着いていられるか！」

　社長のあまりの剣けん幕まくに、周囲の警官たちがその両りよう脇わきを固めて、穏おん便びんに押さえにかかる。が、あろうことか社長は興奮のあまり警官のひとりを突き飛ばしてしまった。これで公務執しつ行こう妨ぼう害がいだ。ドツボにハマっていく相手の醜態に内心ざまあみろと思いながら、アーサーはつとめて飄ひよう々ひようと振ふる舞まう。

　──だが。次の瞬間には、アーサーの余よ裕ゆうは剝はがれ落ちた。

「裏切り者め！」

　連行されていく社長が、市長に化けたアーサーを指差し、そう叫んだのだ。

「息子が『世ザ・ワ界ールド』の所有者だと判明した途と端たんに手のひらを返すなど、こんなことをしてタダで済むと思っているのか！　私だけではない、お前も共とも倒だおれすることになるんだぞ！　聞いているのか市長！」

　警察のパトモービルに押し込まれた社長の叫びが耳に届く。

「…………は？」

　アーサーは父親に似せた自分の顔を指差し、理解の及ばない面おも持もちで首を傾かしげた。







　同時刻。

　ＡＲ遊戯都市の市議会ビルにて、妹様は応接間のソファーに横おう柄へいに座り、不ふ機き嫌げんそうに足を組んでいた。対面にいるのは遊戯都市の市長。アーサーと妹様の父親だ。無言で娘むすめの様子をじっと見つめている。

　兄とともに家を飛び出してからしばらく経たつ。父の顔を久しく見なかったうちに、随分と雰囲気が変わったように妹様には思えた。かつての父なら、決まって出会い頭がしらに、彼女が辟へき易えきするくらいにスキンシップを求めるはずなのだが。

「ケッ。なんだか、かなり居い心地ごこちが悪いな……」

　忌いま々いましげに腕うで組ぐみする妹様。無言を貫つらぬく父親の態度がどこか不気味に感じられて、できることなら今すぐ応接間から飛び出してしまいたかった。

「ま、まあ、これもお兄ちゃんのためだからな……」

　だが、時間稼ぎの目的で市長をこの場に留とどめておかなければならないため、妹様としてもこの場を脱だつするわけにはいかない。

「娘のお前に、プレゼントがある」

　不ぶ躾しつけに市長がそう口を開いた。彼はどこか焦しよう点てんの合わない顔つきで、妹様に一枚のＡＲカードを裏向きに差し出す。

「んだよ。今さら改めて。プレゼントなんて顔を合わせるたびにしょっちゅう買ってくれてたじゃねーか。オレは頼たのんじゃいないけどな」

　彼女は無む警けい戒かいにカードを手に取り、伏ふせられた絵え柄がらへと目を落とした。

　描えがかれていたのは、禍まが々まがしい角と翼つばさを持つ山羊やぎ頭の怪かい人じんバフォメットと、その足元にかしずく人間の奴ど隷れい。

『悪ザ・魔デビル』のＡＲアルＣＡカＮＡナ。

「えっ？」

　呆あつ気けに取られた妹様の呟つぶやきが応接間に響く。

　ベニーの情報提供の際に見せられた、タロットカードを模した魔ま法ほうの種、ＡＲアルＣＡカＮＡナ。絵柄こそ初めて目にするものだが、その正体はひと目で看破できた。

　次の瞬間、カードを手にした妹様のセーラー服がざわつき始めた。

　ざわつくというのは他でもない。服そのものが蠢うごめいているのだ。

　本来は膝ひざ上うえ丈たけのはずのスカートが、まるで成長しているかのようにロングスカートに、さらにウェディングドレスのように引きずるくらいに丈を伸のばす。一方向に流れるプリーツスカートのひだの隙すき間まからは、ちらりちらりと姿を覗のぞかせる、びっしりと生え揃そろった牙きば。最後に、セーラーカラーに引かれたラインがむず痒がゆそうに──まぶたを開く。

　中から露ろ出しゆつしたのは、ぎょろりと血走ったふたつの眼球。その姿は、今までセーラー服に擬ぎ態たいしていた一いつ匹ぴきの悪魔が、眠ねむりから目覚めてしまったかのよう。

「な、なんだこれ……、オイ、親父！」

　恐きよう怖ふに震える妹様の叫さけびに、市長は応こたえなかった。

　眼球を見開いた悪魔のセーラー服は、まるで拘こう束そく具のように主あるじである妹様の体を雁がん字じ搦がらめに縛しばり上げ、怒りと恐おそれがないまぜとなった彼女の顔に、のっぺらぼうの無貌の仮面を被かぶせる。それを最後に、彼女は叫び声ひとつ上げなくなった。

　代わりに、異形へと変へん貌ぼうしたセーラー服が怪かい物ぶつの如ごとき嬌きよう声せいを上げる。そうして、足元に広がっていたスカートがさらに四方に伸び、牙の生え揃った口を大きく開けた。

　オーバーロード《水火セーラ夫服をーウエ着たア・悪魔デビル》。

　怪かい異い発現能力。

　万ばん人にんには認にん識しきできないにもかかわらず、しかし視みえる者の目には映るという謎なぞめいた非実在の怪異現象オカルト。その元げん凶きようを一種の拡張現実として区分し特定の物体に降こう霊れいさせ、ポルターガイストのように行使する。それが『悪ザ・魔デビル』の力。

　セーラー服に降霊した拡張現実の悪魔は、その長いスカートを深海蛸の触しよく腕わんのように広げて地面に直立し、抵てい抗こうもできない少女を中ちゆう核かくに取り込んだまま、黄色く濁にごった目玉で市長の顔を見下ろす。

「悪魔よ。プログラム通りにゲームを始めろ。それがカレルレンからの言こと伝づてだ。世界各国のＡＲ理アルカ想都市デイアは、全てカレルレンのために用意された遊び場なのだから」

　そう言って、市長は新たなＡＲカードを手元に呼び出す。描かれていたのは、天から降り注ぐ雷かみなりと火球に焼け落ちる、巨きよ大だいな塔とう。

　即すなわち、全二十二種のタロットの中で最も不ふ吉きつとされるカード──『塔ザ・タワー』。







　アーサーの目の前で、クリミナル社の社長を乗せたパトモービルが事故を起こした。

　自動で警察署まで移動するはずが、突とつ如じよとして方向感覚を失い、クリミナル本社ビルの壁かべに自ら突っ込んだのだ。

　そうした異常事態はそこかしこで起きていた。

　コンピュータ制せい御ぎよされた自動機械のほぼ全てが本来ありえない動きを取っている。逆走するエスカレーターや、高速で開閉を繰くり返すシャッター。さらには信号や道路標識、コラボ中の巨大怪かい獣じゆうの姿に至るまで、街中のＡＲ表示は全て、ゲームにバグが起きたかのように出で鱈たら目めに明めい滅めつや混乱を繰り返し始めたのだ。

　その様子はまるで、ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市全体が悪質なディープウェブウイルスに感かん染せんしたかの如き乱らん痴ち気き騒さわぎだ。無論、アーサーの姿を市長に化けさせていた視覚情報誤認のＡＲも、一いつ瞬しゆんで消し飛んでしまっている。

「お、おい、社長のおっさん！」

　アーサーは自分の姿が戻もどっていることにも気づかず、血相を変えてひしゃげたパトモービルへと駆かけ寄った。突とつ然ぜんの事故に身構える間もなく壁に激げき突とつしたため、社長は頭を打ちつけたのかぐったりと倒れている。

「ふざけるなよ！　親父おやじが、市長が裏切り者ってどういうことだ！」

　心構えもないまま真相を聞かされ、アーサーは錯さく乱らんとまではいかないまでも大きく狼ろう狽ばいしていた。今の自分が市長に化けてこの場に現れていることも忘れ、うなだれたままの社長に詰つめ寄る。

「……わ、私にＡＲアルＣＡカＮＡナの情報を開示したのは、市長である貴様だろう……」

　だが、社長も記き憶おくが混こん濁だくしているのか、眼前のアーサーを市長と勘違いしたまま弱々しい声で責めようとする。

「む、息子むすこの作ったリアルゲームを奪うばわせたのも、貴様の指示だったはず……、くそう……私を利用していたのか……おてんとう様にも見み抜ぬけなんだわ……」

　社長の言葉は、多少意味不明な語ご彙いが混ざっていたものの、アーサーにとってはあまりに衝しよう撃げき的てきなものだった。父が黒幕と知らされ、彼は頭かぶりを振りながら一歩よろめく。

「わけが分からん！　『ブレイドワールド』の乗っ取りも親父の差し金だと？」

「それがＡＲ理アルカ想都市デイアの長の責務だと、貴様も、ご主人様も言っていたではないか……」

「ご、ご主人様？」

「そうだ……匿とく名めい性の高い身み振ぶり手振りでレーゾンデートルを指し示す三角定規は二等辺、行き場を失った直角はワイヤレスのおたまじゃくしとなって自動行進する……それこそがＡＲ理アルカ想都市デイアだと……」

「はあ!?」

　奇き天てれ烈つめいてきた社長の言葉に、アーサーは思わず自分の耳を疑う。

「……精神ブレイ情報ンハツ改竄キングです」

　そんな中、背後からツバサの呟きが聞こえてきた。彼女は珍めずらしく深刻そうな面持ちで、表情筋がぐにゃぐにゃに歪ゆがみ始めた社長の顔を見つめている。

「それも言語障害が起きるほどの重じゆう症しようです」

「いかにも。さすがは自じ慢まんのデザイナーズクローンチャイルド。こうもあっさりこちらの閲えつ覧らんと検けん閲えつに気づくとは優ゆう秀しゆうな素体だ。手放して野に放った甲か斐いがあるというもの」

　と、社長は輝かがやきを失った目つきでツバサを見やり、クフフフと童女の忍しのび笑いのように肩かたを揺ゆらした。とてもではないが、常人の中年男性の見せる反応ではない。

「では、これにてオールアップを迎むかえた千両役者は大手を振ってご退場！　舞ぶ台たいに残った幼年期の諸君らの健けん闘とうに期待しつつ、さらばだ！　今にもだ！」

　言語機能が狂くるった語り口とともに、社長はパトモービルから飛び出すなり、あらぬ方向へ捻じ曲がった片足に鞭むち打うって全速力で駆け出した。もちろんすぐに骨折は悪化し限界は訪おとずれ、彼は走ることもままならず頭から転てん倒とうし、動かなくなる。

　明らかに、本人とは別の意志で操あやつられていたかのようだ。そして、ツバサは今の怪現象が引き起こされた理由に、なにか心当たりがある様子だった。しかし、今のアーサーにはそのことを問い質ただす余裕も時間もなかった。

「だ、団長ちゃん～～！　あれ見てください、どうなってるんですかぁ～～!?」

「ちょっとちょっとォ、いくらなんでも只ただ事ごとじゃねェわよォ!?」

　混乱ぶりに拍はく車しやをかける、まみこやベニーの悲鳴。

　街中で暴走するＡＲの群れが、道行く人々を襲おそい始めたのだ。

　アーサーの能力のように実体化しているわけではない。だが、非現実の産物たちはまるで自分の意志を持っているかのように現実の人々に寄生し、それこそまるで悪あく霊りようが憑ひよう依いするかのようにその体を乗っ取り始めている。

　先ほどの社長と同様、意識と体の自由を奪われた街の住人たちは、奇き怪かいな動きで周囲の人々を襲って犠ぎ牲せい者しやを増やしている。それも、激しく点てん滅めつする信号や道路標識のＡＲを始めとした、長期メンテナンス中の『ブレイドワールド』以外の拡張現実映像の全すべてが──それこそ都市を闊かつ歩ぽする頭上の巨大怪獣に至るまで。

　まるで、現実の支配者がＡＲたちに取って代わられてしまったかのよう。

「こ、これもＡＲアルＣＡカＮＡナのせいなのか？　たちの悪い悪夢みたいだ」

　アーサーは自分の目をしきりにこすっていたが、眼前に広がる光景は、夢から覚めるように、とはいかなかった。

「おい、クソオカマ！　これはお前らクリミナル社とは本当に関係ないのか！　そもそも俺の親父がクリミナル社と繫つながってたって、本当のことなのか！」

「し、知らないわよォ。こちとら所しよ詮せん、会社に金で雇やとわれていただけのしがないサラリー魔法使いよォー！」

　アーサーに詰め寄られたベニーも、この異常事態をまるで把は握あくできないらしく、泣き言を口にするばかり。

　そうこうしているうちにも、暴走するＡＲは次々に寄生先を増やしていく。周囲の人々のほとんどが犠牲となり、いつの間にか、街の各所に配置していた他ほかの円えん卓たくメンバーたちとも連れん絡らくが取れなくなっていた。

　そして連絡が取れないのは、妹様も同様だった。

「クソッ、親父のところにいるはずの妹様と連絡が取れない！」

　気づけば、無事と言えるのはアーサーたちと数名の捜そう査さ官や警官たちのみ。まるでパンデミックが一瞬で感染拡大するかのように、あっという間に街中の人々が吞のみこまれてしまった。それだけ、遊戯都市にＡＲが散乱していたということだろう。

「妹様のところへ行く。それに、親父にも聞かなきゃならんことがある」

　アーサーは『ブレイドワールド』のアカウントと『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナを同時に起動させ、ハーフマスクの下に意を決した面おも持もちを浮うかべる。

　当然ながら、ＡＲアルＣＡカＮＡナの影えい響きよう下にある彼のＡＲが暴走する気配はなかった。

「団長。これを持って行ってください」

　そう言うなり、ツバサがアーサーのＡＲ端たん末まつに大量のデータを転送し始める。

「これは？」

「はい。『ブレイドワールド』のホストデータと管理者権限です。警察のみなさんが押収した機材からハッキングして取り出しておきました。ナイショですよ？」

　クリミナル社に奪われていた、『ブレイドワールド』の全データとアクセス権。それらがアーサーの手に今まさに取り戻されたのだ。

「よし。道を開くぞ。ツバサ、まみこさん、ついでにオカマ、俺に付いてこい」

　見み渡わたす限りの暴走ＡＲと、それに取り憑つかれた暴徒たちが、街中の路みちという路を塞ふさいでしまっている。とてもではないが妹様がいる市議会ビルへと辿たどり着くのは不可能だ。

　にもかかわらず、アーサーはふてぶてしい面持ちを浮かべ、ホストデータにアクセスし、掌しよう握あくした『ブレイドワールド』の懐なつかしいデータソースをＡＲ表示させる。

「行くぜ！　オーバーロード、《魔法ウイザ仕掛ーデイけのング・新ブレイド世界ワールド》!!」

　起動キーワードコードとなる呪じゆ文もんを唱えた、その瞬間。

　悪夢めいていたＡＲ遊戯都市の光景が、アーサーがデザインした理想のファンタジー世界観へと、一瞬で塗ぬり替かえられていく。

　街中の街路樹は無数の花を咲さかせて色とりどりの輝きを放ち、高層ビルの群れはゴブリンたちの住む砦とりでに、ショッピングモールは冒ぼう険けん者しやたちの挑いどむ迷めい宮きゆうに、大通りの先に位置する市議会ビルと隣となりに併へい設せつされた市営病院は魔ま王おうの巨大な居城へと変わっていく。

　そして、アーサーたちの遥はるか背後でその威い容ようを天高くそびえ立たせた、キャメロット城。さらには、先日アーサーたちが苦戦したドラグラビットを始めとした、数あま多たのモンスターＡＲたちまでもが現れた。

　メンテナンスと称しようして凍とう結けつされていた『ブレイドワールド』の全ＡＲを全解除したうえに、その全てを『世ザ・ワ界ールド』の力で実体化させたのだ。

「さあ、俺のモンスターたち！　暴走するＡＲどもを打ち倒たおして活路を開け！」

　アーサーが召しよう喚かんしたモンスターたちは、本来の所有権を取り戻した主あるじの命のまま、その実体化した驚きよう異いの体たい軀くを自在に駆く使しして、暴走するＡＲの群れへと襲い掛かかる。

　先せん陣じんを務めるドラグラビットの群れは、悪霊ＡＲに操られて暴徒と化した街の住人たちには危害を加えず、ＡＲ本体のみを次々と打ち倒していく。怪異現象オカルトの元げん凶きようさえ倒せば、人々は意識を失った状態ではあるものの、無事に解放されていく。

「いい子で待っていろよ、妹様。すぐにまっこと男子の鑑かがみのようなお兄ちゃんが迎えに行ってやる。そして、親父を張り倒してでも助け出してやるからな──アリア!!」

　消えたはずの少女の名を叫さけび、アーサーは配下のモンスターたちが切り開いた活路を、全速力で駆け出した。
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　ＡＲ遊戯都市全土を舞台とした、拡張現実のモンスターたちの大だい進しん攻こう。その最さい後こう尾びに、息を切らしてとぼとぼとついていくまみこの姿があった。

「ううう～～……団長ちゃんたちと完全にはぐれてしまいましたぁ～～……」

　完全に泣き顔のまみこ。ズレ落ちてしまったメガネを拾う間さえ惜おしんで走っているというのに、すでにアーサーの背中はどこにも見当たらない。

　彼女は今『ブレイドワールド』のＡＲ衣い装しようこそ身に纏まとっているものの、お化け粧しようセットに関してはアーサーのＡＲアルＣＡカＮＡナの範はん囲い外がいのため使えずにいる。ゆえに、自信の源であるピンク色の髪かみもエルフ耳も今はない。

「団長ちゃんに置いてかれて……、ああもう、自己嫌けん悪お……」

　疲ひ労ろうが募つのった頭に思い出されたのは、同じく疲労感に苛さいなまれていた昔の記き憶おく。

　かつて、アーサーに置いて行かれてしまった経験が、彼女にはあった。

　トレーニングで普ふ通つうに走っていただけのアーサーに対し、太っていたころのまみこはすぐにランニングに音を上げ、ウォーキングへと移行していた。そしてどんどん距きよ離りを離はなされていってしまった。まみこの脱だつ落らくに気づいたアーサーが振ふり返ってくれるまでの間、彼女は、振り向いてもらえない自分のことを心の中で蔑さげすみ続けていた。

　出口の見えないダイエットという、辛つらい記憶。

　──いや、ダイエットなんてどうでもいい。本当に見つけなければならない出口は、劣れつ等とう感かんに追いかけられ続けている自分自身の行く先だ。当時は体重の数値に最も苛まれていたため、目に見える劣等感から抜ぬけ出すべく、出口に思えたダイエットという逃にげ道をなんとなく進んでいただけ。

　本当の意味では成功させる気さえなかったダイエットがうまくいったのは、連れ添そってくれた少年がいたからこそだ。なぜだか、彼といっしょにいるとやる気が湧わいてくる。

　だが、まみこが目指すべき劣等感からの脱だつ却きやくへの道はまだまだ険しかった。瘦やせても、未いまだにすっぴんでは周囲の注目に耐たえられないという体ていたらくなのだから。そして今また彼女は少年に置いて行かれてしまっている。

「振り向いてもらえないままなんて……、そんなのやだ……」

　──知り合ったころからずっと、アーサーは面おも白しろいことを探して全力疾しつ走そう。まみこは追いつこうとするだけで精せい一いつ杯ぱいで、あちらが足を止めて待っていてくれるのをずっと期待してきた。そんな情けない自分自身が、自分自身への失望そのものが、劣等感の元凶。

　とうとう、まみこの足が止まった。

　気づけば、前方にいたはずの頼たのもしいモンスターたちの姿さえどこにもない。アーサーとともに最前線を駆かける一群を除けば、今も街中で暴走ＡＲたちに支配されている犠牲者たちを各個救うべく、散開してしまったのだろう。

「ふえええええ、ふええええええ～～……」

　周囲には、解放されて倒れ伏ふしたままの住人たちの姿が点々としている。まみこはそんな彼らに駆け寄ることもできず、おろおろおろおろと狼ろう狽ばいするばかり。

　と、そのとき。アーサー指揮下のモンスターが撃うち漏もらしたのだろう、人間に取り憑いて意識と体を奪うばおうとするＡＲが新たに姿を現し、ゆっくりとまみこを包囲していく。

「だ、だれかぁ～～……」

　腰こしを抜かし、尻しり餅もちをつきながら後ずさるまみこ。震ふるえる手で魔ま弓きゆうフェイルノートを構えて射い貫ぬこうとするも、放てば必中の肝かん心じんの矢が、思うように弓につがえられない。

　大おお粒つぶの涙なみだを浮かべながらまみこは自問自答する。どうしてまごまごと手間取っているのか。ＭＩＫＯのときは、あんなにも優ゆう雅がに弓を引けるというのに。

　そんな中。

「まみこさん」

　急に、背後からツバサが顔を出した。

「ツバサちゃん！　助けに来てくれたんですね、ええ～～ん、怖こわかったですぅ～～！」

　まみこは弓を放ほうり出し、自分よりもずっと背せ丈たけの小さい少女にすがるように飛びつく。

　が、すぐにも自分たちに迫せまる暴走ＡＲと、腕うでの中の無防備なパーカー姿のツバサとを見比べ、彼女は意を決したように震える脚あしでその場に立ち上がる。

「わ、わたしが時間稼かせぎしているうちに、ツバサちゃんは逃げてください～～！」

　そして、ツバサを守るように暴走ＡＲの前に身を挺ていし、立ちはだかる。

　ツバサはまみこの頼もしいのか頼もしくないのか今ひとつ判断に困る背中を見上げると、彼女が普ふ段だんのような猫ねこ背ぜではなく、この状じよう況きようにあって背筋を正していることに気づく。

「……まみこさん。突とつ然ぜんですが、占うらなってみますか？」

　そう言って、ツバサはパーカーのだぼだぼの袖そで口ぐちから、ＡＲカードの束を取り出した。

「そ、それってもう運を天にお任せしないといけないってことですかぁ～～？」

「違ちがいます。でも、まみこさんがそう思うならそれでいいです。こうなったら運を天にお任せしてみましょう」

　言って、ツバサは唐とう突とつに取り出したカードの束をまみこへと突つきつける。

「タロットカード占いなんてしてる場合じゃないですぅ～～～～！」

　まみこは悲鳴を上げながらも、彼女たちを取り込もうと迫る暴走ＡＲを見て、とりあえず一枚引いた。引いてみた。

「それは、希望を暗示するカードです。どんな状況でも望みは捨ててはいけない、ということです」

「ふええ？」

　引いたカードの絵え柄がらは、天空に輝かがやく大小合わせた八つの星。




　──『星ザ・スター』。




「まみこさんの望みって、なんですか？」

「わたし……あのひとに振り向いてもらいたい……ううん、そうじゃありません。わたし、わたしは──あのひとに、追いつきたいんです！」

　まみこの言葉に呼応してカードが激しい光を放つ。『星ザ・スター』のＡＲアルＣＡカＮＡナは新たな所有者の意を酌くんで合言葉なしに起動した。

　オーバーロード《流星にハイ願いがスピとどくード・速さでスター》。

　願望具現化能力。

　他ほかのカードと違い、特定の固有能力があるのではなく、所有者の望みが能力の内容を決定する。カレルレンがこの星に残した科学技術の全すべてが『星ザ・スター』を所有する魔法使いを祝福し、他二十一種の魔法を含ふくめた全てのオーバーテクノロジーを総動員して望みを形にするＡＲアルＣＡカＮＡナ。その力はまるで、あらゆる願いを叶かなえる流れ星のよう。

　ただし望める願いはひとつだけ。まみこの胸の内にあったのは、最前線にいるであろうアーサーに追いつきたい、その一心。そして、絶えず追いかけてくる劣等感さえ周回遅おくれで突き放してブッチぎる、圧あつ倒とう的てきなスピード。

　現れたのは、ほうき星を模したブーツ。まるで灰はい被かぶりの少女のために用意されたガラスの靴くつのような、魔法に等しい科学技術の粋すいを集めた魔法の靴が、彼女の両足にＡＲとして具現化する。

　同時に、まみこの長い髪が流星の尾おのように光熱を伴ともない、光り輝く鮮あざやかなピンクに染まる。エルフ耳がぴこんと伸のびる。そうして、クラウチングスタートを切る彼女の顔を、バイクレーサーがヘルメットの上から着用する大型ゴーグルが仮面の如ごとく覆おおう。

　いち、にい、さん。ようい、どん。

　──ドン、と、音速の壁かべをブチ抜く音が聞こえた気がした。

　助走なしでいきなりめいっぱい加速した最大速度の爆ばく走そう。世の中の景色の全てが時代遅れになるような、開放感。まみこたちを取り囲んでいた暴走ＡＲたちは、爆音とともに放たれたソニックブームで綺き麗れいさっぱり吹ふき飛ぶ。

　だが、危機を乗り越こえてなお、まみこはそのまま走り出した。

　道路標識のＡＲの異常のせいで大きく歪ゆがんだ大通りの道のりをひと息に乗り越え、あらゆる障害を軽々と飛び越え、街を闊かつ歩ぽしていた巨きよ大だい怪かい獣じゆうごと行く手を阻はばむ全ての暴走ＡＲを加速の余波と衝しよう撃げきでなぎ倒していく。

　爽そう快かい感かんに包まれ、目に映る全てが流れていく中──

　スタートからほんの数秒のうちに、まみこはいつも目にしている年下の少年の背中を見つけた。ロンゴミアントを手に、ドラグラビットの群れを始めとしたモンスターたちを率い、一路、市議会ビルを目指している。

　加勢しよう──そう思った瞬しゆん間かんまみこはさらに加速した。

　少年の背中に追いつき、追い越して。ほんの瞬またたきのうちに、彼が戦っていた敵対ＡＲの全てが一瞬の一撃で全ぜん滅めつし、光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「え…………ま、まみこさん……？」

　なんとなく呼ばれた気がして、エルフ耳をぴこぴこと動かしながら、ようやく彼女はブレーキをかけることにした。

　白熱するほうき星のブーツが火花を散らして急停止する。

　追いついてきた気け怠だるい疲労感を心地ここちよく受け止め、息を切らしてたわわな胸を弾はずませながら、声のしたほうへとゆっくりと振り返る。

　呆あつ気けに取られて絶句しているアーサー。まとめて吹き飛ばされて目を回しているウサギたち。そして、彼を手こずらせていたＡＲたちの残ざん骸がい。小首を傾かしげながらそれらを見回して、まみこはおっとりと口を開く。

　ゴーグルを頭の上にずらし。額に汗あせし、素そ朴ぼくな笑えみを浮うかべて。

「ふぅ～～～～。みなさん～～……のんびり屋さんなんですねぇ～～～～」

　気の遠くなるようなこの一瞬で、まみこは随ずい分ぶんと、今までに見せたことのないような、弾はじけた笑顔をするようになっていた。

　二の句を継つげないでいるアーサーを尻しり目めに、彼とともに最前線で大おお鎌がまラック・イーターを借り受けて戦っていたベニーが、目を丸くしながら口を開く。

「どォしたのよォ、まみこちゅわん。あーた、それＡＲアルＣＡカＮＡナの力じゃないのォ？　もしかしてあーたも魔ま法ほう使つかいでェ、今までちゃっかり隠かくしてたってワケ？」

「い、いえいえ、そんなまさかぁ～～……これはさっき──」

　ねちっこく問い質ただしてくるベニーに対し、まみこが相変わらず間延びした口調でツバサのことを口にしようとした、その瞬間。

　一行の目と鼻の先まで近づいていた、魔王の居城と化した市議会ビル。

　その最上部が、突とつ如じよとして破は裂れつした。

　まるで、内部の体積が膨ふくらみ過ぎて膨ぼう張ちようした結果、壁も床ゆかも天てん井じようも負ふ荷かに耐え切れずに弾け飛んでしまったかのような光景だった。

「あれは──」

　と、アーサーは頭上を見上げる。

　炸さく裂れつした市議会ビルの中から、ひとつ、小さな人ひと影かげが虚こ空くうへ放り出されるのが見えた。先ほどから都市の各所で現実とも幻まぼろしともつかない悪夢めいた光景が繰くり広げられているが、頭上から落ちてくる人影の姿は、その中でも特に悪あく趣しゆ味みだ。

「まさかのコードレスバンジージャンプ!?　いくらワイヤレスのが便利だからって命いのち綱づなまでレスしたら駄だ目めだろ!?　ええい、今の俺の身体能力なら受け止められるはず！」

　半ば自信なさげだったが、しかし理性よりも良心がアーサーを突き動かしていた。ロンゴミアントを放り捨てて人影の落下地点に駆け寄り、両手を広げて受け止める。

　現実に反映されたＳＴＲやＤＥＦがあればこそ、想像以上に容易だった。

「……って、まさかの親父おやじ!?」

　助けた人物の顔を見、アーサーが驚おどろく。落ちてきたのは、クリミナル社の社長と内通し、黒幕として暗あん躍やくしていたように思われていた彼の父、遊ゆう戯ぎ都市の市長だったのだ。

「おいふざけるなよ親父！　親父には妹様のことやアリアのことや一応クリミナル社のことや、聞きたいことが山ほどあるんだからな！」

　耳元で叫さけぶアーサーだったが、市長は息子むすこの腕の中であうあうとアシカのように鳴くばかり。目の焦しよう点てんもあっておらず、口にするのも鳴き声だけで、正気とは言い難がたい様子だ。

「まさか親父もクリミナル社の社長みたく、頭の中をどうにかされたのか？」

　先ほどツバサが口にしていた精神ブレイ情報ンハツ改竄キングによる言語障害という言葉が、アーサーの脳のう裏りをよぎる。

　──と。

　父親の両りよう頰ほおに連続ビンタをくれていたアーサーの目に、見知った少女の姿が映る。

　ショートボブの黒くろ髪かみと、黒セーラー服、黒タイツという、全身黒ずくめの少女。彼女はスキップまじりの上じよう機き嫌げんな歩き方で、魔王城と化した市議会ビルの入り口から出てくる。

　円卓ニート序列・オブ四位・フオー、妹様。

「あ、お兄ちゃーん！」

　珍めずらしく、素す直なおに兄への親愛の情をアピールするかのような、柔やわらかな笑顔を向ける妹様。

　しかしその背後には、異形のＡＲたちをぞろぞろと引き連れている。街中で暴走する拡張現実とも、アーサーが指揮下に置いた『ブレイドワールド』のモンスターたちとも違う。まるで心しん霊れい写真のような、生理的嫌けん悪お感かんを催もよおす不気味な悪あく霊りようとでも言うべきか。

「い、妹様……？」

「なーんだー。親父のやつ死んでなかったのかー。いけないなー、大好きなお兄ちゃんを今までいじめてきたやつらはさー、みーんな地じ獄ごく送りにしないとなー」

　にこやかな笑顔を張りつけたまま妹様が鼻歌まじりにそう言った、次の瞬間。

「オレのお兄ちゃんをいじめるやつは、餌えさにしていい──、暴食しなっ！」

　本ほん性しようを現したかのように烈れつ火かの面おも持もちで叫ぶ妹様。持ち主の気性の荒あらさそのままに、彼女が身に纏まとった魔性のセーラー服が文字どおり牙きばを剝むいた。

　突然、セーラー服が黄色い目玉を覗のぞかせ、蛸たこが獲え物ものを捕ほ食しよくする際大きく触しよく腕わんを広げるように、スカートが膨れ上がったのだ。

　ミニスカートから一気にカーペットのように広がった裾すそが、一瞬のうちに周囲を吞のみ込み、人間だろうがモンスターだろうが見境なしに襲おそい掛かかる。

「な、なんだこれ!?」

　アーサーは咄とつ嗟さに父親を容よう赦しやなく盾たてにして難を逃のがれた。傍かたわらではまみこも『星ザ・スター』の加速力で緊きん急きゆう回かい避ひ。

「マズイわよォ！　ＡＲアルＣＡカＮＡナの力が暴走してるぅうおおおおおおッ!?」

　しかしベニーは避よけるのが間に合わなかった。広がったスカートの裾に足を取られ、モンスターたちや市長ともども、怪物の口内めいたスカート内部へと引きずり込まれる。

　そのさまを、妹様の『セーラーデビル』は愉ゆ快かいそうに目玉を細めて眺ながめていた。

「こ、こんな非常時でなけりゃ、俺だって妹様のスカートの中の秘密基地に飛び込みたいくらいだが……」

「団長ちゃん～～！　そんなこと言ってる場合じゃありませんよぅ～～！」

　ついインモラルな感想を口にしてしまうアーサーに対し、さすがのまみこも呆あきれ顔。

　しかし、ベニーや市長やモンスターたちを吞み込んだセーラーデビルのスカートの内側から、メキメキメキという粉ふん砕さい音、次いでボリボリボリという咀そ嚼しやく音が響ひびき始めると、アーサーたちも顔面蒼そう白はくの有様に。

「腹八分目」

　対して妹様は、暴れるスカートを押さえつけようともせず、にこやかにそう言った。
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　その笑顔を、ＡＲアルＣＡカＮＡナの輝かがやきとともに無貌の仮面が隠す。

　さらにその上から、もうひとつ、別の仮面が現れる。『悪ザ・魔デビル』とは別のＡＲアルＣＡカＮＡナ──市長が持っていた『塔ザ・タワー』の力を宿した仮面だ。

　オーバーロード《破タワ滅ー・のオブ・塔バベル》。

　拡張オーグメ現実ンテツド汚染・リアル能力ハザード。

　人類が共通言語を失い、永遠に他者と分かり合うことができなくなった原因とされる、神々の住む宇宙まで届かせんとした、空想的で実現不可能な愚ぐ物ぶつの塔。その名を冠かんしたオーバーテクノロジーの力が、降霊能力を持つ『悪ザ・魔デビル』と融ゆう合ごうし、妹様のセーラーデビルに、そして遊戯都市全体で今も暴走しているであろうＡＲたちに、現実を侵しん犯ぱんする力を与あたえていたのだ。

　拡張現実が現実を凌りよう駕がし、支配下に置く。それは、覚めない夢が現うつつを食い散らかすように、狂くるった虚きよ像ぞうたちが現実世界の人類を脅おびやかすことを意味する。

　──カレルレンが仕込んだ、ともすればこの星を滅めつ亡ぼうへと導きかねない、邪じや悪あくな魔法。

　再び妹様のスカートの裾が伸び、地面に落ちていたロンゴミアントとラック・イーターを搦からめ捕とって拾い上げる。そうしてセーラーデビルは、今から始まるメインディッシュが待ちきれないとばかりに、魔ま槍そうと大鎌をナイフとフォークになぞらえて構えてみせる。

「──お兄ちゃん愛してる。誰だれよりも、ぺろりと食べちゃいたいくらい」

　仮面の下の笑顔を向けたまま、最悪のＡＲアルＣＡカＮＡナの力で暴走する『悪ザ・魔デビル』に憑ひよう依いされた妹様は、隠してきた長年の本音を口にした。




　　　[image: ]




　ツバサの姿は、アーサーたちの戦いの場から離はなれた、市営病院の中にあった。

　走り去ったまみこの背中を見届けた後、彼女はいつの間にかここまで移動していたようだ。今は目元の下までフードを深く被かぶり、口元を除き、その顔を隠している。

　目指す先は、隔かく離り病びよう棟とう。廊ろう下かに人影はない。どうやら院内の職員たちもＡＲの感かん染せん拡大に巻き込まれて、意識を乗っ取られたままどこかへ行ってしまったのだろう。

　目当ての病室の扉とびらは厳重に封ふう鎖さされており、解除にはパスワードが必要らしい。

　だが、ツバサが懐ふところから取り出した一枚のＡＲタロットカードをかざしただけで、いともあっさりと電子ロックは解除されてしまった。

「だ、誰だ！　お前はいったい──」

　突然室内に入ってきたツバサの姿を見、病室にいた白衣の男が慌あわてた声を上げる。

「見つけました、あなたですね。アリアさんの「おとうさん」と名乗っていたひとは。そして『吊るさザ・ハンれた男グドマン』の持ち主は」

　フードの下に鉄面皮を隠した少女に、抑よく揚ようのない声でそう指し摘てきされ、男はたじろぐ。

「『世ザ・ワ界ールド』と『吊るさザ・ハンれた男グドマン』は真逆の力。ＡＲの新世界を現実の物質世界に上書きするのが前者の力です。そして後者は、現実の物体や物質をＡＲ世界に投とう影えいさせる力です。つまりは、人間の意識を切り離してＡＲにしてしまうことも可能です。私、最初から見み抜ぬいていましたよ。アリアさんと初めて会ったときから。だって、全すべてのＡＲアルＣＡカＮＡナは私たちが生み出した力ですから」

　あくまでフードに表情を隠したまま、ツバサは淡たん々たんと口元を動かす。

「で、では、あなたが……」

「はい。カレルレンのひとりです。私の役目は、面おも白しろそうなひとにカードをお渡わたしすること。この魔法仕じ掛かけの現実をこれから動かしていく素質を持ったひとたちに──」

　露ろ出しゆつした口元に微び笑しようが浮かぶ。常に無表情な彼女にしては至し極ごく珍しい、微かすかな笑み。

「もちろん、逆に相応ふさわしくないひとにＡＲアルＣＡカＮＡナが渡った場合は、それを回収したりもします。つまるところは、あなたのようなケースです」

　そうして彼女は、先ほどから手にしていた『隠ザ・ハ者ーミツト』のカードを周囲にかざす。

　カンテラと杖つえを持つ老ろう賢けん者じやの絵え柄がら──そのＡＲアルＣＡカＮＡナの力は情報改かい竄ざん能力。

　ありとあらゆる情報媒ばい体たいに干かん渉しようし、操作してしまう。機械へのハッキングはもちろん、その力にかかれば人間の脳さえファイアウォールのないコンピュータのようなもの。ＡＲ映像が織りなす発光映像を目にし、『吊るさザ・ハンれた男グドマン』の男はまるで洗脳されたかのように意い志し薄はく弱じやくの顔つきで立ち尽つくす。

「今の、ナイショですよ？」

「──いいやナイショにしておく必要はもうないよ」

　ところが突然、白衣の男は再び口を開いた。

「だって、君が私同様に人類に英知を与えて魔ま法ほう使つかいを増やしていることを、私もとっくに見抜いているのだから」

「……精神ブレイ情報ンハツ改竄キング」

　突然、道どう化け師しのようにおどけた仕草を見せ始めた男に対し、ツバサは小さく唸うなる。

　男が何者かに操あやつられていることを、彼女はひと目で見抜いた。

　なぜならば、本来精神ブレイ情報ンハツ改竄キングは『隠ザ・ハ者ーミツト』の力のひとつ。その『隠ザ・ハ者ーミツト』のカードをツバサが持っている以上、普ふ通つうならツバサしか情報改竄能力は扱あつかえないはず。だからこそクリミナル社の社長が異常をきたした際、彼女は驚いたのだ。

　しかし。ツバサの持っていないＡＲアルＣＡカＮＡナの中には、他ほかのカードの能力をコピーする力を持つＡＲアルＣＡカＮＡナがあってもおかしくない。そして、そうしたタロットを相手が所有しているということは──

「あなたもカレルレンの一員ですね」

　操られた男越ごしに、ここにはいない誰かに向けてツバサは語りかける。

「ベニーさんが持っていた『恋ザ・ラ人バーズ』のＡＲアルＣＡカＮＡナを始め、『悪ザ・魔デビル』や『塔ザ・タワー』、それにこの『吊るさザ・ハンれた男グドマン』。どれも私の所持していなかったカードばかりです。あなたはいったい誰ですか？」

　床ゆかに落ちていた『吊るさザ・ハンれた男グドマン』を拾い上げ、ツバサが問う。

「あはは。君は憶おぼえていないかもしれないが、二年前に君がこの街を訪おとずれて市長に会って、そして『世ザ・ワ界ールド』の今の持ち主と出会ったとき、私も一いつ緒しよにその場にいたんだよ」

　対して、男はツバサの『隠ザ・ハ者ーミツト』をそれとなく指差しながら、嘲あざけるように答える。

　その反応に、ツバサの顔色が変わった。いかなる術か、精神ブレイ情報ンハツ改竄キングが自分にも施ほどこされていたのだろうか──唇くちびるを嚙かんだ彼女の口元はそう語っていた。

「そのときに市長やこの男に、いくつかカードを仕込んでおいた。精神ブレイ情報ンハツ改竄キングで君のお気に入りにちょっかいをかけるよう暗示を施して。今までナイショにしておいたけどね。あははははは──」

　操り人の哄こう笑しようを最後に、白目をむいた「おとうさん」は糸の切れたマリオネットのようにその場に倒たおれ伏ふす。

　ベニーを雇やとったクリミナル社の社長、アーサーの父である市長、そして市長の部下でありクリミナル社の研究員でもあった『吊るさザ・ハンれた男グドマン』の男──

　全員が、ツバサとは別のカレルレンの手て駒ごまとして動かされていた。

　いや。もうひとりいる。

　アリアもそうだ。

「……ひとまず今は、ＡＲの暴走を止めることが先決ですね」

　多少不愉快な感情は残っていたものの、ツバサはクレバーに気持ちを切り替かえた。

　そうして病室の一番奥、生命維い持じ装置とデータ収集装置を兼かねたクリミナル社の機材にチューブで繫つながれた、ひとりの寝ねたきりの少女のもとへと歩みを進める。

「起きてください。出番ですよ」

　ツバサは、寝たきりの少女に回収したばかりの『吊るさザ・ハンれた男グドマン』を握にぎらせる。

　少女の手のひらで、ＡＲアルＣＡカＮＡナが輝く。魔法の種の起動とともに、どこからともなく伸のびてきた一本のＡＲの紐ひもが、寝たきりの少女の片足に絡みつく。

　次の瞬しゆん間かん、釣つり針ばりに食い付いた魚が勢いよく吊り上げられるように、生身の少女の体の中から少女の霊れい体たいが逆さまの状態で引っこ抜ぬかれた。

　それが幽ゆう体たい離り脱だつというのなら、これほど乱暴な幽体離脱もそうあるまい。

　オーバーロード《吊るハンされたグドマ傀儡使いンサー》。

　拡張現実化能力。

　ＡＲを実体化させる『世ザ・ワ界ールド』とは逆に、現実に存在するあらゆる物質──それこそ生きている人間さえもＡＲ化させてしまう、いわば拡張現実の幽霊を生み出す魔法。

「アワワワワワワーッ!?」

　おかしな叫さけび声を上げながら、紐で片足を縛しばられて宙ちゆう吊づりにされた少女の霊体。

　今も寝たきりのままの少女の中から吊り上げられたのは、輝くようなＡＲのオレンジ色の髪かみを持つ、可か憐れんな面おも持もちの架か空くう美少女、アリアだった。

「なんじゃこりゃ!?　アタシってばデリートされて消えたはずじゃなかったっけ!?」

　アリアは宙ぶらりんのまま、ミニスカートを押さえて目を回している。

　──そもそもクリミナル・コーポレーションの強制捜そう査さなどという計画をアーサーたちが実行に移したのは、全てはこのため。

　ツバサがハッキングで手に入れた『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』計画書。

　その計画とは、生きている生身の人間を被ひ検けん体として、『吊るさザ・ハンれた男グドマン』の力を使ってその中から自我を持ったＡＲを引き出し、ゆくゆくはコピーを成功させて量産させようというものだったのだ。

　それこそが、本来アーサーが白日の下もとに晒さらしたかった、クリミナル社の非人道的な企き業ぎよう犯罪。

「数日ぶりです、アリアさん」

「あ。ドモですツバサちゃん。なんかお久しぶり……ってじゃなくて！　どうしてアタシまだ存在してられるのかな!?」

　吊られたままのアリアを見上げ、ツバサはフードを取って小さく会え釈しやくする。

「ええと……細かい話は後で。先に団長の加勢をお願いします」

　面めん倒どうくさそうに説明を省くと、ツバサは今も寝たきりの少女と頭上のアリアとを見比べ、病棟の外へと顔を巡めぐらせる。

　すると、アリアの片足を引っ張り上げていたＡＲの紐も、ツバサの視線に合わせて同じ方向に動く。当然、吊られたアリアは振ふり子の要領で壁かべへと激げき突とつ。

「アワワワワワワワワワワワ!?」

　またしてもアリアの悲鳴。しかしＡＲの霊体は壁を大きくすり抜け、外へ。

「ワワワワワワワワワワワーッ!?」

　そのまま紐は切れ、病棟の外へと放ほうり出され、アリアは悲鳴を上げながら空中でじたばたと手足を振り乱している。

　空高く投げ出された空中からは、遠くにそびえるタマゴから羽が生えたようなキャメロット城を始めとした『ブレイドワールド』の世界と融ゆう合ごうしたＡＲ遊ゆう戯ぎ都市の街並みが一望できた。

　──これが、アーサーが夢見た世界。

　なんだか面白そう、と、アリアは宙ぶらりんのままそう思った。

　すでに暴走ＡＲに取り込まれた街の住人たちも、アーサーが作ったリアルゲームのモンスターたちによって救い出されている。

　拡張現実汚お染せんの影えい響きようを受けたＡＲのうち、すでに残っているのは、妹様に憑ひよう依いしているセーラーデビルのみ。

　アーサーが、眼下の地上でセーラーデビルと戦っている。

　アリアは自分の意志で、少年のもとへとＡＲの体を急降下させた。

　地面に激突しようと、この体が傷つくことはない。それより今は、一刻も早くアーサーの前に現れたかった。

　と、上空から落下してくる人ひと影かげに気づいたのか、戦せん闘とう中のアーサーがふと頭上を見上げた。もしかしたらその拍ひよう子しにスカートの中身が覗のぞかれたかもしれない。いや。その心配は不要だ。なぜなら、目視規制で絶対に中は覗けないようになっているはずだから。

「──お待たせッ！」

　気き兼がねなく、アリアはアーサーの目の前に着地した。

　片かた膝ひざを地面につけ、さながらスーパーヒーローのような登場。

「なにやってるのさ、団長──ううん、アーサーくん。動きが鈍にぶいぞ、もしやトレーニングが足りてないんじゃない？」

「…………アリ、ア？」

　身を起こし、不敵な面持ちとともに背後を振り返るアリア。

　対してアーサーは、驚おどろきを禁じ得ない様子で呆ぼう然ぜんと少女の顔を見入っている。なにしろ、一度はその目の前で跡あと形かたもなく消えてしまった少女なのだから。

「目を潤うるませるより先に手を動かして！　アタシになんか武装ブレイド貸してちょうだい！」

「あ、ああ！」

　アリアに急せかされ、アーサーは今が戦闘中だということを思い出す。妹様を完全に内部に取り込んだセーラーデビルには、今のところどんな武装ブレイドも効いた様子はない。

　それどころか、今はロンゴミアントとラック・イーターだけでなく、先ほどまでアーサーが使っていた砲ほう剣けんガラティーンや大おお槌つちレディレイクスパイクまでもが奪うばわれてしまっている。セーラーデビルのスカートが四方に捻ねじれて腕うでとなり、四つの武装ブレイドを振り回しているのだ。

「──待ってろ。今新しいのを作ってやる。俺とお前に、相応ふさわしい武装ブレイドをな！」

　アーサーはふてぶてしい笑えみを取り戻もどし、グローブをかざして『ブレイドワールド』のホストアカウントと『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナを同時に起動させる。

　リアルゲーム制作時には知らず知らずのうちに『世ザ・ワ界ールド』のプログラムを使っていただけに過ぎないが、今回は違ちがう。最初から魔法使いに相応しい武器を作るつもりで設定てんこ盛りの無敵の武器を作るのだ。

　この世で最も強い、最も優すぐれた、どんなＡＲアルＣＡカＮＡナにも勝てる武装ブレイドを。

「オーバーロード、《魔法ウイザ仕掛ーデイけのング・新ブレイド世界ワールド》!!」

　叫ぶアーサー。しかし、戦闘中に新たなゲームツールを作っていることに変わりはない。

　今の姿は棒立ち同然で、あまりに無防備だ。当然、セーラーデビルは四本腕を振り上げて襲おそい掛かかってくる。分厚い仮面を被かぶせられた妹様の意識はすでにトランス状態で、悪魔めいた咆ほう哮こうを上げるのみ。

「アリアちゃん、ちょっとどいておいてください～～！」

「え？」

　呆あつ気けに取られたアリアの返事が届く前に、まみこが駆かけ出した。

　間延びした口調に似合わぬマッハのスピードで、アーサーへと襲しゆう来らいするセーラーデビルの体をほうき星のブーツで大きく蹴けり飛ばす。

　迎げい撃げきされたセーラーデビルは吹ふっ飛ばされながらも、アーサーたちに砲剣ガラティーンの砲口を向け、砲撃。

「アーサーくんまだ!?」

　響ひびくアリアの悲鳴。迫せまる巨きよ大だいな砲ほう弾だん。

「俺たちに相応しい武装ブレイドは決まった！」

　瞬間、アーサーは歓かん喜きの叫びを上げた。

　同時に彼の両の手のひらの中に現れる、誰だれも見たことのない、番つがいの双そう剣けん。

　本来なら二刀流として扱あつかう揃そろいの片かた刃ばの肉厚剣は、片や実体化した現実の剣。そして、片やＡＲのままの拡張現実の剣。

「ＥエクスＸトラ武装ブレイド『エクスカリバー』！　同じく、ＥエクスＸトラ武装ブレイド『カリバーン』だ！」

「カッコつけて名前考えてる場合じゃないっしょ！　早くちょうだいってばぁ！」

　アーサーは自らエクスカリバーを握り締しめ、そしてカリバーンをアリアに放り投げる。

　次の瞬間、鍛きたえ上げられたばかりのふたつの武装ブレイドは互たがいに共鳴し合い、ＡＲアルＣＡカＮＡナの光を大きく輝かがやかせた。

　アーサーが『ブレイドワールド』の新武器としてデザインしたふたつの剣には、一いつ切さいの攻こう撃げき力も設定されていない。ゲーム内ではなんの役にも立たないだろう。だが、それぞれたったひとつずつ、ＡＲアルＣＡカＮＡナの力を無効化するという効果を持たせてある。

『世ザ・ワ界ールド』の力で作り上げられた、魔ま法ほう使つかいを倒たおすためだけに存在する武装ブレイドだ。

　対するセーラーデビルは、手にしていた四つの武装ブレイドを放り捨て、妹様の肉体を核かくとして分厚く肥大化し、さらには獣けものじみた四つん這ばいになって牙きばを剝むく。

　獰どう猛もうな悪魔の獣が、猟りよう犬けんの如ごとくアーサーたちに飛び掛かった。

「俺の可愛かわいい妹様に、四つん這いみたいなエロいポーズさせてんじゃねえッ！」

　エクスカリバーの現実の刃やいばを振り上げ、アーサーが吠ほえる。

　牙や爪つめを剝き出しにして襲い来るセーラーデビル。その一いつ切さい合がつ財さいを、ＡＲアルＣＡカＮＡナを無効にする刃で両断、粉ふん砕さいする。ＥエクスＸトラ武装ブレイドの前では、所しよ詮せんはただのセーラー服。装そう甲こうめいた獣の表皮を軽々と切り裂さき、その切っ先は、核として取り込まれていた妹様のふたつの仮面をも打ち砕くだく。

　輝く白はく刃じんは怪かい異い化したセーラー服だけを切り裂き、今までスカートに取り込まれていたベニーや市長たちごと、妹様を救い出す。ただし彼女に限っては、着衣が切り裂かれたのだから下着姿になってしまったが。

「兄としたことが、余計に妹にエロい格好をさせてしまった──」

　さまにならないシリアス顔で、黒の上下の妹様の裸ら身しんを優やさしく抱だき留めるアーサー。

　その背中を踏ふんづけて、アリアが高く跳とぶ。

「オーバーロード、《吊るハンされたグドマ傀儡使いンサー》!!」

　狙ねらうは、核を失い両断されながらも今も動き続けているポルターガイストめいたセーラーデビル。続けてアリアが呪じゆ文もんを唱えるとともに、両断されたセーラー服に取り憑ついていた悪あく霊りようを吊り上げる。

「もらったぁっ！」

　片足を縛しばられた状態で拡張現実化された『悪ザ・魔デビル』の怪異へ向け、カリバーンのＡＲの白刃が翻ひるがえった。拘こう束そくされたままの悪霊に、逃にげ場などない。怪異現象の元げん凶きようは、頭のてっぺんから股こ間かんへと、見事なまでに真っ向から真っ二つになった。

　これで、怪異現象を引き起こしていた『悪ザ・魔デビル』と、その力を増ぞう幅ふくさせて暴走させていた『塔ザ・タワー』の、ふたつのＡＲアルＣＡカＮＡナを撃破。
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　勝利に沸わく暇ひまもなく、アーサーの腕に抱かれて気を失ったままの妹様に駆け寄るアリアとまみこ。そんな一同を尻しり目めに、市営病院の入り口からフードを目ま深ぶかに被かぶったツバサがゆっくりと姿を現す。

　彼女は撃破されたセーラー服の残ざん骸がいに歩み寄り、『悪ザ・魔デビル』のカードを拾い上げた。

　しかし、今回のＡＲ遊戯都市全体を巻き込んだ拡張現実汚染の元凶とも言うべき、真に回収しなければならないはずの『塔ザ・タワー』は、どこにも見当たらなかった。
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　騒そう動どう後、アーサーたちは病院を訪おとずれ、気絶したままのベニーと市長を病室に放り込んでいた。

「……お兄ちゃん、見た？」

「その質問、何回目だよ。見てないって言ってるだろ」

　妹様は、あれからすぐに目を覚まし、極稀まれなことに今はしおらしい態度で、真っ赤な顔を俯うつむかせたまま下着姿の裸身の上からアーサーの外がい套とうを羽織っている。

「……ほんとに裸はだか、見てない？」

「本当に見てない」

「……ほんとのほんとだな？」

「ほ、本当に見てない」

「ほ、ほらほら～～、妹様も、団長ちゃんの言うこと信じてあげてください～～」

「まみこさんはオレに噓うそつかないよな？　な、本当のこと言ってみ？」

　刺さすような妹様の視線を背中に感じながらも、アーサーは先行するツバサの背を追って、仲間たちともに隔かく離り病びよう棟とうへと向かっていた。

　その中にはアリアもいる。

　彼女は、どこか寂さみしげにアーサーの隣となりを歩いていた。

「着きました。ここです」

　と、ツバサが病棟の一室へと足を踏み入れる。電子ロックは解除されたままだった。

　そうして一同の目の前に、寝ねたきりの少女の姿が現れた。

「まさか、親父おやじが黒幕だったなんてな」

　少女の寝顔を見つめながら、アーサーがぽつりと呟つぶやきをこぼす。

「いえ。市長の頭の中を先ほど『隠ザ・ハ者ーミツト』で覗いて正常化させておきましたが、この二年間は自分の意志を封ふうじられていました。ですから彼も被ひ害がい者しやのひとりです」

「……ところで、ツバサはなんでそんな詳くわしいんだ？」

「それはナイショです」

　アーサーが市長に変装してまでクリミナル社への警察の介かい入にゆうと強制捜そう査さを望んだのは、ツバサのハッキングで『Ａオーグメ・ンテツドＲ・リアリ・テイ・Ｉインテリ・ジエンス・Ａアクテイビテイ』計画の全容を知ったから。

　──そして、助け出したい少女がいたから。

　ツバサが手に入れたデータの中には、ひとりの少女の名前が被ひ験けん者しやとして挙げられていた。今アーサーたちの目の前で眠ねむったままの、この少女の名が。

　アーサーたちの前に現れた、アリアと名乗った架か空くうの少女──その本体。

「じゃ、ちゃんと起こしてね。アーサーくん」

　アリアははにかみ、そして、光の粒りゆう子しとなって姿を消した。ＡＲ化していた彼女の意識が本来の居場所へと戻ったのだ。

　ベッドの上に眠っている少女は、オレンジ頭ではないものの、そしてすっかり瘦やせ細ってしまっていたものの、よくよく見てみればアリアに近しい面おも影かげがあった。

　消えたアリア自身、『ブレイドワールド』のゲームシステムを利用したＡＲとしての体を与あたえられた際、人間としての記き憶おくを封じられ、自分は作られた存在なのだと思い込まされていた。だからアリアも自分の正体を、ようやく知ったばかり。

『吊るさザ・ハンれた男グドマン』のＡＲアルＣＡカＮＡナで意識を切り離はなされていただけの、ただの少女。

　──いや、アーサーにとっては、ただの少女ではなかった。

「オーバーロード、《魔法ウイザ仕掛ーデイけのング・新ブレイド世界ワールド》」

　手をかざし、静かに呪文を紡つむぐ。

　そうしてアーサーの手の中に実体化したのは『ブレイドワールド』のアイテムのひとつ。レアアイテムでもなんでもない、ゲームプレイ中にあらゆる状態異常を回復させるという、万ばん能のうポーションだ。

「……本当に、俺の魔法が、ＡＲで作ったものならどんなものでも実体化させられるっていうんなら……病気を治せる回復薬だって生み出せるはず」

　小こ瓶びんに封じられた魔法の薬を、恐おそる恐る、眠る少女の口元へと運ぶ。

「もしもこれで目覚めてくれるなら────俺は、魔法使いになれて良かったって、胸を張ってそう言える」

　空になった瓶びんが、ＡＲに戻り、光の粒子となって消えていく。

　少女の体とチューブで繫つながれた機材にツバサが『隠ザ・ハ者ーミツト』のカードをかざし、全すべてのバイタルチェックを終える。なんの問題もないとばかりに、彼女は無表情に目配せした。

「──おはよう。なあ、そろそろ起きる時間だぞ」

　寝たきりの少女の手を取り、アーサーは優しく揺ゆり起こす。

「ん──」

　カサカサの唇くちびるが動き、僅わずかに吐と息いきがこぼれる。

　うっすらと、本当にうっすらと、眩まぶしげにまぶたを開く少女。

「……あーさー、くん？　あれ、夢？」

　アーサーはなにも言わず、すっかり肉の落ちた少女の手のひらをゆっくりと握にぎり締めた。

「ずっと……夢をみてた……」

　呟いて、少女はアーサーの手を握り返す。

「そうだ……。本名、聞きそびれたままなんだっけ……」

「ふじゃけるなよ。ちゃんと知っているはずだぞ」

「え……？　おかしいなあ……」

「寝ね惚ぼけて記憶が混乱してるだけだ。だから思い出してくれ。自分の名前や、自分の記憶を。俺の名前や──俺との記憶を」

　少女の耳元で、囁ささやくように呟くアーサー。

　その背後には、ツバサだけでなく、涙なみだぐむ妹様やまみこの姿もある。皆みな、知っているのだ。アーサーと少女にまつわる、八年前の話を。

「約束、ちゃんと守ってくれたんだな。あの場所で再会しようって。まあ、ＡＲの体でだったけど。だから今度は、こっちから迎むかえに来た」

　再会。つい先日知り合ったばかりの、アーサーとアリアの。

　そして、八年間ずっと離れ離ばなれになっていた、少年と、病弱だった少女の。

「────くん？」

　少女は、驚おどろきの顔でとある名前を口にした。

　アーサー、とではなく。

　ちゃんと憶おぼえていた、幼おさな馴な染じみの少年の、本当の名を。
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「オーバーロード、《魔法ウイザ仕掛ーデイけのング・新ブレイド世界ワールド》!!」

　そう叫さけびながら、アーサーは目の前の少女へとその手を伸のばした。

　伸ばした先にあるのは、たわわに揺れる少女の胸。が、しかし。指の先せん端たんが胸の先端に届いた瞬しゆん間かん、『タッチＮＧ』のメッセージが大きく表示される。

『特典付きＡＲ─ＭマイＲクロム、好評発売中ですっ！　みんな買ってね！』

　そうして、最近アーサーがハマっている深夜アニメヒロインの姿をしたＡＲの架空美少女は、ＣＭを終えてディスプレイの中へと引っ込んでしまった。

「くそおおおおおおおおおおおおお！　なにがＡＲを実体化させられる力だよまったく！　自分で作った世界でないと適応外って、とんだ不良品だわ！　クーリングオフ対象だわ！　俺のピュアな心を弄もてあそんだ罪で有罪判決下るわ！」

「うっせーぞ！　この駄兄ダニ！」

　騒さわぐアーサーの後頭部に、強きよう烈れつな妹様の飛び蹴げりがヒット。

「その程度で有罪が認められるか！　むしろ裁判官も陪ばい審しん員もセクハラのほうで裁判始めるっつーの！　開始二秒でスピード判決だっつーの！」

「ノーノー！　異議あり！　控こう訴そだ控訴、最高裁で徹てつ底てい抗こう戦せんだ！」

　場所は、キャメロット城内アパートの談話室。

　消えていたキャメロット城はすでに復活し、高々とそびえ立っている。

　ＡＲ遊ゆう戯ぎ都市を脅おびやかした拡張現実汚お染せんが終息して、数日が過ぎていた。

　クリミナル・コーポレーションは悪質なＡＲ犯罪を行っていたとして立件され、倒とう産さんしたうえに逮たい捕ほ者しやが続出し、ここ連日の報道ニュースを賑にぎわせている。

　クリミナル社との後ろ暗い関かん与よがあったとして、アーサーたちの父である市長も槍やり玉だまに挙げられた。しかし彼は、操あやつられていた間の記憶がなかったというのに、司法の裁きに従うとして自ら市長の任を退き、警察に知り得る限りの全てのデータを提供しているという。

『迷めい惑わくかけたなクソ息子むすこ。可愛かわいい可愛い娘むすめにも父さんが謝っていたと伝えておけ』

　拘こう置ち所しよで面会が許された際、市長はアーサーの知る父親の顔でそう言った。あの様子ならば、警察に協力し、建前上は自らクリミナル社の悪事を暴あばいたことにもなっていることだし、元どおりは無理でも早いうちに社会復帰できるかもしれない。

　また、『ブレイドワールド』の利権はもとの持ち主であるアーサーたちのもとへと戻もどり、当然ながら長期メンテナンスやアカウントの凍とう結けつも解除され、遊戯都市はファンタジーな世界観をすっかり取り戻していた。

　そして日常を取り戻したのは、キャメロット城も同じこと。

「ちょっとちょっとォ！　花の乙女おとめがインスタントヌードルしか作れないってどォゆゥことなのよォ！　まみこちゅわん、そんなんじゃ立派なお嫁よめさんになれないわよッ！」

「ふ、ふえええぇぇ～～ごめんなさいぃ～～……」

「さっさとエプロン着て私の横にお並びッ！　ハリアップ！　カレシの胃い袋ぶくろを摑つかむ究極の手料理の数々、あーたに伝授してあげるわァン！」

「は、はひっ～～！　師し匠しよう、よろしくお願いします～～！」

　談話室のキッチンルームでは、すっかり居ついてしまったベニーが、ここ数日で円えん卓たくメンバー全体の食生活とエンゲル係数を向上させた料理の腕うで前まえを活いかし、おろおろとたじろぎながらも前向きな姿勢を見せているまみこをビシバシとしごいている。

「おかわりください。おかわりを所しよ望もうします」

　そして、相変わらずの無表情でふたりの料理の試作品を平らげているツバサ。すでに空になったドンブリ鉢ばちが三つも転がっている。

　アーサーの記憶が確かなら、『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナを授さずけてくれたのは二年前の彼女のはずなのだが、今回のＡＲ遊戯都市を巻き込んだ騒そう動どうや、市長たちを裏で操っていた人物の心当たりなども含ふくめ、色々と根ね掘ほり葉掘り聞き出そうとしてみたものの──

「それはナイショです」

　──という一言で全て片づけられてしまった。

　談話室には、他ほかの円卓メンバーもぞろぞろと集まっている。最近は大勢が集まるのは珍めずらしかったのだが、反動でここ数日は実に騒がしい。妹様を不ふ機き嫌げんにしてしまったアーサーは、手て狭ぜまになった談話室から、逃にげるように外へ。

　庭には、ひとりの少女がいた。

　今もめげずに、城の広場でリハビリに励はげんでいる。

「アハハ。ちょっと疲つかれちゃったよー」

　少女は、近づいてくるアーサーの姿をすぐに見て取り、辛つらそうに歪ゆがめていた顔を引っ込めて、慌あわてて笑え顔がおを作った。

　オレンジ頭ではない。寝たきりのまま伸びきった長い髪かみは、枝毛を理由にバッサリ切り、今はボーイッシュなショートカット。長い監かん禁きん生活で骨ばっていた体もベニーの栄養管理が行き届いた食しよく事じ療りよう法ほうのおかげで、ようやく少女らしさを取り戻し始めている。

　彼女は確かに八年前、患わずらっていた大病を理由に市営病院に入院した。そのころは市長の行動も善意の手助けだったはずだ。クリミナル社の被ひ験けん者しやとなったのは、資料によれば二年前から。面会謝絶が始まった時期と符ふ合ごうする。貴重な実験体として治療は継けい続ぞくされていたのか、アーサーの魔法のおかげもあって、八年に及およぶ寝たきりから目覚めたばかりだというのに、すでに車くるま椅い子すなしで体を動かせるまでに回復していた。

　それに、生身の人間としての記憶を封ふうじられていた『アリア』としての記憶も、彼女は寝たきりになる前の幼い記憶とともに、ちゃんと有している。

「今は、早く体を元気にさせてあげたいの。ようやく病気がほぼ治って、自由に出歩けるようになったんだから。アーサーくんに元気なところを見せてあげたいし」

　そう言ってアーサーの前で少女は静かにはにかむ。だが、アリアだったころとは少し話し方が違ちがっていた。アーサーの記き憶おくにある、八年前の彼女の印象に近くなっている。

「──そうだな。元気になることはいいことだ。うむ、元気はいいぞ。元気があればなんでもできる！」

「アハハ、なにそれ。もう、ふざけないでよー」

　少女はそんなアーサーの額を小こ突づいて、そして、自分の顔をじっと見つめるアーサーの瞳ひとみに気づく。

「……ふじゃけるなよ？」

　しまったとばかりに彼女は言い直した。

　アーサーがよく口にしている、ふざけた云うん々ぬんの、正しいふざけた言い方。

「ふふん、お前こそふじゃけるなよ？　言い方がまるでなってない。発音も違ってる。おふじゃけ道とはかくも厳しく険しい道のりなのだ」

「いや進みたくないしそんな道なき道」

　少女の言葉に、アーサーは満足げに笑ってみせた。

　そして少女は思い出す。病弱で、いつもベッドから出られなかった子ども時代、暇ひまなのか毎日のように目の前に現れて、必ずなにか面おも白しろい話をしてくれた、少年の顔を。

「さてと。もうひとがんばり、ひとふんばり」

　そう呟つぶやいて、少女はトレーニングを再開するためにその場で屈くつ伸しんを始めた。

「……もしよかったら、これ」

　そんな中、アーサーはポケットから取り出した新品のＡＲグローブを取り出す。そして、グローブを少女の小さな手を取って、装着させてやった。

「あそっか。すっかり様変わりしちゃったとはいえ、せっかく故郷の街が大都会になったんだもん、ＡＲを使うためのツールは必要か」

　慣れない手つきで手元を操作しつつ、ふと少女は見つけた。

　すでにダウンロード済みのゲームアカウント。『ブレイドワールド』のものだ。

　アカウント名は『アリア』。

「データ、サルベージしておいた。ツバサにやってもらったんだけどな」

　どこか照れくさそうに、アーサーは言葉を続ける。

「この『ブレイドワールド』はもともと、昔からずっと現実嫌きらいって愚ぐ痴ちってたお前が、少しでも現実を好きになれるようにと思って、作り始めたゲームだからな。お前にはこのゲームをやらなければならない義務があるのだ。だから──」

　そこで言葉を切って、頰ほおをかきながら一言。

「現実を、もっと面白くしようぜ」

　その言葉に、少女も笑みを深めて大きく頷うなずいて返した。

「したって、どうして『アリア』のアカウントを──」

　チュートリアルを終え、たかが数日のプレイングしかしていない。ゲーム自体、ほとんど進行していなかったというのに、わざわざ手間をかけてサルベージするほどのものではないはずだ。現に、データを確かく認にんしてもレベル１のまま──

　と、急に少女はなにか思いついたように、アーサーから貰もらったＡＲグローブを操作する。

　アカウント起動。その瞬間、キャンペーンで手に入れたミニスカート衣い装しようを身に纏まとい、さらにＡＲを使って自分の髪を長く伸ばしオレンジ色に染めてみせた。

「髪、長いほうが好きなん？　男の子ってたいていそうだよね」

「ち、ち、違うッ！」

「ところがどっこいしょ、声が裏返ってて図星なのバレバレですぞ」

「い、いや、違わないが、それだけじゃない！　他にも色々と感傷があったんだ！」

　オレンジの髪をなびかせたアリアにそう指し摘てきされ、アーサーはあたふたとしどろもどろに弁明する。彼女はそんなアーサーから、逃げるように背を向け、

「アタシが走るとこ、見てて」

　一度だけくるりと振ふり返って自己主張の微び笑しようを浮うかべた後、まだ走ることに慣れていない体で、ゆっくりと駆かけ出した。まるで、アーサーの心に強く残ったＡＲのころの元気な自分の姿を、追い越こして、乗り越えて、塗ぬり変えてしまおうとしているかのように。

　しかし、背中はちっとも遠ざからない。ほんの少し走っただけでもう息が上がってしまっている。アーサーはアリアの荒あらい息いき遣づかいに、静かに耳を傾かたむけて──

　やがて、危なっかしい彼女を追って自らも走り出した。










　あとがき







　初めまして。あるいはお久しぶりです。岬みさきかつみです。

　新作です。著作の発売日はいつもドキドキとしてしまうものなのですが、新作は一層ドキドキ増しです。今回の新作はアーサー王と円えん卓たくの騎き士し、そして魔ま法ほうというファンタジー要素を下地に、アーサー・Ｃ・クラークに代表されるＳＦ要素をアクセントにして、拡張現実『ＡＲ』を盛り込んだ、そんなお話になっております。




　去年の春ＵＳＪの『ウィザーディング・ワールド・オブ・ハリー・ポッター』へと取材にかこつけて遊びに行った際、そのクオリティの高さに「いくらＶＲ技術が発展してもこのファンタジー観を超こえることはできないだろうな」と思い、現実感のあるファンタジー、ひいてはリアルとファンタジーの架かけ橋はしになるものを密ひそかに探していました。

　最初は所しよ詮せん作り物だろうとタカをくくっていたのですが（失礼！）、さすがはかつてのＵＳＪの長年の赤字続きを真っ黒に塗ぬり返しただけのことはあります。

　エリア内のキャストの方の対応ひとつとっても、お土産みやげショップで「ヴォルデモート卿きようの魔法の杖つえを見たいのですが」という私の問いかけに、

「シー！　お客様、あのひとの名前を呼んではいけません」

　と返してくれるなど非常に徹てつ底ていされておりました。感服。もちろんその後、あのひとの杖のところまで案内していただきましたのであしからず。




　そして夏、『ポケモンＧＯ』なるゲームが発表されました。あまりプレイはしませんでしたが、最初アプリをダウンロードしてスマホ片手に家の外に出た瞬しゆん間かん、見慣れたはずの現実の屋外の景色が一いつ瞬しゆん、広大なゲームのオープンワールドのように感じたのです。

　いやまあ、現実の世界が地続きのオープンワールドなのは当たり前なのですが、広々とした世界の小さな一部分だけを切り取って狭せま苦くるしく窮きゆう屈くつに生きている現代人には、つい忘れてしまうものなのです。




　そのふたつから、現実から目を背そむけるのではなく、現実を面おも白しろくするのはどうだろう、というアイデアが漠ばく然ぜんと浮うかび上がってきました。

　活いかす機会が訪おとずれたのはその秋、担当編集さまから「もう一度ファンタジーに挑ちよう戦せんしませんか？」とお誘さそいがありまして、そのくせ異世界ファンタジーに真っ向から背中を向け、『アーサー王と円卓の自宅警備団』という初期プロットに、ＡＲを始めとしたアイデアを次々に放ほうり込んでいきました。

　そんな感じで冬に完成した本作、楽しんでいただけましたなら嬉うれしく思います。




　謝辞です。いつもお世話になっております担当編集のＯさま。熱心に企き画かくを通してくださり、ありがとうございます。そして、魅み力りよく的なキャラクターデザインとイラストで本作のイメージをググッと押し上げてくださった彩あや樹きさま。スニーカー文庫編集部の皆みなさまや本書の出版に関かかわる全すべての方々。なにより本書を手に取ってくださる読者の皆々さま。まことにありがとうございます！




　また近いうちに、アーサーと円卓ニートの・オブ・暇人ラウンドたちともどもお会いできれば幸いです。





二〇一七年　聖カン燭デラ祭リアあるいはツインテールの日　岬　かつみ　　


















『ウィザーディング・ゲーム』　電子特別短編







「なあ皆。新しくＡＲのリアルゲームを作るとしたら、どんなゲームにしたい？」

　ある日、アーサーはだしぬけにそう口にした。

『ブレイドワールド』の権利をクリミナル社から取り戻し、アリアがリハビリを始めてからすでに数日が経過している。

　ＡＲアルＣＡカＮＡナにまつわる事件も一応の収束を見せ、穏やかな日々が続いていた。

　そんな中、不意に告げられたアーサーの言葉。

　これにはキャメロット城の談話室に集まっていたお馴染みのメンバーも、思わず顔を見合わせた。

「なになに？　せっかく『ブレイドワールド』の権利が戻ってきたのに、もう次回作の相談？」

　先ほどまでショートカットとトレーニングウェアでリハビリに励んでいたアリアだが、今は休憩中ということで、いつものオレンジ頭に戻っている。

「いや、今は『ブレイドワールド』のアップデートを予定中ではあるんだが、円卓メンバーから色々と意見があって、それとは別に新しい企画も考えてみようかなって」

　現在談話室にいるのはアーサー、アリア、ツバサ、まみこの四人。

　この場にいないメンバーとなにがあったのかは不明だが、アーサーは真面目に新企画を考案中の様子だ。

「だったら『ブレイドワールド２』じゃだめなん？」

「ふじゃけるなよ。それなら今あるゲームを充実させれば済む話じゃないか。そりゃいつかは作りたいが、少なくとも今じゃない」

　安直なアリアの言葉に、アーサーはあからさまにため息をこぼした。

　ＡＲ遊戯都市でも『ブレイドワールド』は絶賛大人気稼動中だ。まだまだユーザーが増える余地があるというのに、ナンバリングタイトルの企画を走らせるのは気が早い。

「だから、お前らならどんなゲームをＡＲでやりたいかなと、まあただの意見集めだ」

　アーサーの言葉に、一同は顔を見合わせる。

「はいは～～い。だったらわたしに希望案がありますぅ～～」

　と、真っ先に挙手したのはまみこだった。

　野暮ったいジャージ姿のまま、まみこはメガネの下の顔をほんのりと上気させ、にこやかに提案を口にする。陰キャの彼女にしては珍しく積極的だ。

「ＡＲ動物園なんてどうでしょうかぁ～～。その名も『サファリワールド』です～～」

「さふぁり？」

「わーるど？」

　まみこの提案に、アーサーとアリアは首を傾げた。

「はい～～！　街中にサーバルキャットやゴールデンタビータイガーみたいな滅多に見られない動物さんのＡＲを放し飼いにして～～、グローブ越しにいっぱい触れあえるゲームです～～！　捕まえて飼育するなんてことも可能にしましょう～～！」

　まみこは自室でも様々なＡＲネコを飼育中だ。動物好き、特にネコ科の生き物に目がないのだろう。普段のおどおどとした陰気な様子が噓のように顔を輝かせていた。

「ぜったい楽しいです～～！　子どもにも大人気間違いありません～～！」

「ンー、確かに面白そうかも。遊戯都市全体がサバンナっぽいサファリパークになる感じ？　アタシも動物好きだしウサギくん好きだし」

「ウサギなら『ブレイドワールド』にもいるだろ」

「あの子たちは可愛くない！　凶暴だし合体するしで怖いンだけど！」

　まみこの提案は割と好印象な様子だった。

　確かに、街中がそっくりそのままＡＲの動物園になるのだから、動物に癒しを求めるユーザーたちには大評判になるかもしれない。アーサーも、信号機にぶら下がっているナマケモノの姿を想像して、ちょっと顔がほっこりしていた。

「動物たちの動きをＡＲでリアルに再現したり、絶滅した動物が実際に動く姿をユーザーに見てもらえたりと、結構夢のあるゲームになりそうだな」

「絶滅種の復活ですか～～！　さすが団長ちゃんです、それなら動物団体の皆さんもスポンサーになってくれるかもですね～～！」

　アーサーが企画案を膨らませた途端、まみこのはしゃぎっぷりに拍車がかかる。実に嬉しそうににこにことしていた。

「しかし……『世ザ・ワ界ールド』のＡＲアルＣＡカＮＡナで具現化したときのことを考えると、リアル動物はちょっとあれだな……。実体化したカバに襲われて幼稚園が全滅、みたいな……」

　が、アーサーが漏らしたとんでもなく恐ろしい想像に、はしゃいでいたまみこもアリアも顔を引きつらせる。

「カ、カバくんはそんなことしなくない？」

「ふじゃけるなよアリア。カバはアフリカの殺人件数ナンバーワンの凶悪生物だぞ。そもそもバカみたいな和名をつけた日本人が悪い。カバの凶悪性をまるで伝えられない名前ではないか。正式名はヒポポタマス・アンフィビウスだぞ。どうだ、善良な人間たちを次々に踏み潰したり食い殺したりしそうなボスモンスターみたいな名前をしているだろう」

　アーサーの夢のない物言いに頰を膨らますアリアと、涙目になるまみこ。

「そういうわけで『サファリワールド』案は保留だな。どうせならＡＲアルＣＡカＮＡナで有効活用できるゲームが作りたい。他に案は？」

「はい。団長」

　と、今まで黙っていたツバサが相変わらずの無表情で挙手した。

　円卓メンバーのロリ担当のツバサは、クマ耳パーカーのだぶだぶの袖を振り回しながら、妙に強い語勢で口を開く。

「『グルメワールド』を希望します」

「ぐるめ？」

「わーるど？」

　再び首を傾げるアーサーとアリア。

「はい。街中に美味しいごはんのＡＲをたくさん配置します。それをおかずに実際の白ごはんを延々とおかわりし続けるゲームです」

「どんな苦行だよ！」

「団長のＡＲアルＣＡカＮＡナで実体化させれば、私たちはいつでも本物のごちそうが食べられます。想像しただけで……私、もう辛抱できません……」

　想像だけでじゅるりと涎を垂らし、ツバサはうっとりと目を細めた。

「うーん……、ゲームクリアボーナスで実際の飯がレストランで提供されるとかにしないと、誰も喜ばないのは確実だな……聞いてるツバサ？　おーいツバサ？」

　しかし、本人の熱意に反して残念ながらその案は没だった。にもかかわらずツバサは食欲の空想に耽るばかりで一向に言葉が耳に届かない。仕方なく、アーサーもアリアもまみこも、ツバサの希望を聞かなかったことにして他の案を検討し始める。

　と、そんな中。

「聞いたぞ駄兄ダニ。新ゲームの企画募集中だって？」

　談話室に妹様がひょっこりと顔を出した。

「妹様、なんか案あるの？」

「べ、べべ、別に？　案なんてなんもねーけど？　そもそもオレは『ブレイドワールド』の追加武器やモンスターのデザインをしなきゃいけねーから、新しい企画案なんて考えてる暇ねーし？」

　わざわざ顔を出した割に、すぐにも妹様はあたふたと逃げ出そうとする。

　なぜか動揺している様子で、途中なにもないところで躓き、持っていた分厚い企画書を取りこぼしてしまう。

「ん？　なんだこれ？」

　妹様の落とした企画書を拾い上げるアーサー。

　そこには『お兄ちゃんワールド』なるゲームタイトルが記されていた。

「おにいちゃん？」

「わーるど？」

「うわあああああああああああ！　許可なく見るなっつーの！」

　三度首を傾げるアーサーとアリアだったが、ふたりが中身を目にする前に、顔を真っ赤にした妹様が企画書を引っ手繰ってしまった。

「べ、べべ、べべべ、別にオレは、ＡＲで色んな駄兄ダニをたくさん用意して全部実体化して、うわーダース単位のお兄ちゃん尽くしだー、みたいなことは思ってねーからな！」

　わけの分からぬ捨て台詞を残し、妹様は脱兎の如く逃げ出す。

「なんだったんだ？」

「さあ？」

　アーサーとアリアは、首を傾げたまま顔を見合わせる。

「ところで、新しい企画案を自分では考えたりしないん？」

「え？　いや、それはその、あれだよ、ふじゃけるなよ、考えてないはずないだろ。ただちょっと……まだ誰かに見せられる案ではなくてな……」

　言い淀むアーサー。

　実は彼も、せっかくＡＲアルＣＡカＮＡナの力で拡張現実を実体化できるのだからと、可愛いＡＲヒロインが山のように出てくるちょっとエッチな恋愛シミュレーションゲームの企画書を、それこそ妹様の倍の量したためていたのだ。

　円卓メンバーの男性陣には先に目を通してもらっており──

『おさわりＯＫのＡＲ美少女ハーレム！』

『それが魔法の力で実体化可能だって！』

『さすが我らが団長！　一生ついていきます！』

『胴上げだ！　それわっしょいわっしょい！』

　などと、怒濤の賛成票が集まっていた。

　万歳三唱とともに胴上げされている間はアーサーも「はっはっは、全て俺に任せておけ。任せてＯＫ」などと調子よくのたまっていたのだが、さて、いざ女性陣のＧＯサインをもらうとなると──

「なになに？　もったいぶってないで教えてくれたまえよー、このこのー」

　無邪気に迫るアリア。その様子はどこか楽しげだ。

　アーサーと一緒にゲームを作れる喜びに顔を輝かせているのだろう。

　とてもではないが、満面の笑みを浮かべる彼女に対し、煩悩丸出しの企画案など打ち明けられるアーサーではなかった。
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